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平
成
27
年
度
新
宿
区
夏
目
漱
石
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
て
い
た
だ
い
た
全
国

の
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
夏
目
漱
石
が
生
ま
れ
育
ち
、
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
ま
ち
新
宿
区
で
は
、
漱
石

生
誕
1

5

0
周
年
の
記
念
の
年
で
あ
る
平
成
29
年
（
2

0

1

7
）
9
月
の
開
館

を
目
指
し
て
（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
夏
目
漱
石
を
知
り
、
そ
の
作
品
に
触
れ
る

機
会
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
記
念
館
整
備
事
業
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に

実
施
し
て
い
る
本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
今
回
で
二
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
わ
た
し
の
漱
石
、
わ
た
し
の
一
行
」
に
は
全
国

の
中
学
生
・
高
校
生
あ
わ
せ
て
2
、
0

5

6
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
「
猫
に
な
っ
て
描
い
て
み
よ
う
～
わ
が
は
い
は
ネ
コ
で
あ
る

～
」
に
は
全
国
の
小
学
生
か
ら
1
、
3

4

0
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の

作
品
も
子
供
た
ち
の
個
性
や
豊
か
な
想
像
力
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

全
体
で
は
昨
年
度
を
上
回
る
数
の
応
募
が
あ
り
、
機
運
の
高
ま
り
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
漱
石
作
品
を
た
く
さ
ん
読
み
、
親
し
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
嬉

し
く
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館
が
開
館
し
た
際
に

は
、
ぜ
ひ
来
館
し
て
い
た
だ
き
、
漱
石
の
世
界
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
実
施
に
あ
た
り
、
後
援
し
て
い
た
だ
い
た
漱
石
ゆ

か
り
の
地
の
地
方
自
治
体
、
企
業
、
大
学
、
愛
好
団
体
等
の
皆
様
を
始
め
、
審

査
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
、
ご
指
導
さ
れ
た
先
生
方
、

そ
の
他
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
あ
　
い
　
さ
　
つ

新
宿
区
長
　
吉
　
住
　
健
　
一



2

―
も
く
じ
―

■
新
宿
区
長
あ
い
さ
つ�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1

■（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館
の
整
備�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
4

■
コ
ン
ク
ー
ル
概
要�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5

■
審
査
委
員
紹
介�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6

■
応
募
状
況�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6

■
審
査
講
評�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
「
わ
た
し
の
漱
石
、
わ
た
し
の
一
行
」� �

…
…
…
…
…
11

〈
中
学
生
の
部
〉

・
最
優
秀
賞

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校�

1
年
　
野
村
　
萌
乃
佳�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
13

・
優
秀
賞

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校�

1
年
　
小
菅
　
愛
乃�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
14

・
朝
日
新
聞
社
賞

筑
波
大
学
附
属
中
学
校�

2
年
　
浅
見
　
茉
里
奈�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16

・
紀
伊
國
屋
書
店
賞

新
宿
区
立
四
谷
中
学
校�

2
年
　
上
田
　
倫
子�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
17

・
新
潮
社
賞

新
宿
区
立
牛
込
第
二
中
学
校�

3
年
　
小
笠
原
　
千
咲�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
19

・
早
稲
田
大
学
賞

和
洋
九
段
女
子
中
学
校�

3
年
　
土
屋
　
リ
カ�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

・
佳
作新

宿
区
立
牛
込
第
二
中
学
校�

3
年
　
湯
澤
　
亮
介�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
22

新
宿
区
立
落
合
中
学
校�

1
年
　
小
笠
原
　
希
未�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
23

新
宿
区
立
落
合
中
学
校�

1
年
　
松
元
　
網
大�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
24

新
宿
区
立
新
宿
西
戸
山
中
学
校�

2
年
　
藤
木
　
凜�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
25

和
洋
九
段
女
子
中
学
校�

1
年
　
平
山
　
芽
衣�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
27

筑
波
大
学
附
属
中
学
校�

1
年
　
關
　
光
希�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
28

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校�

1
年
　
秋
間
　
野
々
香�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
29

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校�

1
年
　
高
橋
　
沙
也
花�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
30

学
校
法
人
関
西
学
園
岡
山
中
学
校�

2
年
　
内
藤
　
陽
太�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
32

熊
本
市
立
錦
ケ
丘
中
学
校�

2
年
　
田
中
　
鈴
那�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
33

〈
高
校
生
の
部
〉

・
最
優
秀
賞

立
命
館
高
等
学
校�

2
年
　
左
藤
　
海
帆�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
35

・
優
秀
賞

東
京
都
立
町
田
高
等
学
校�

3
年
　
関
口
　
湧
芽
子�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
36

・
朝
日
新
聞
社
賞

福
岡
県
立
小
倉
高
等
学
校�

2
年
　
匿
　
　
　
名�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
38

・
紀
伊
國
屋
書
店
賞

大
妻
高
等
学
校�

2
年
　
酒
巻
　
祐
理�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
39

・
新
潮
社
賞

立
命
館
高
等
学
校�

2
年
　
宮
野
　
瑛
梨�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
41

・
早
稲
田
大
学
賞

東
京
都
立
戸
山
高
等
学
校�

3
年
　
大
森
　
怜
美�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
42

・
佳
作暁

星
高
等
学
校�

2
年
　
甲
原
　
卓
実�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
43

麹
町
学
園
女
子
高
等
学
校�

2
年
　
藤
森
　
瑶
子�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
44

サ
レ
ジ
オ
学
院
高
等
学
校�

2
年
　
末
　
虎
太
郎�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
46

サ
レ
ジ
オ
学
院
高
等
学
校�

2
年
　
水
野
　
直
貴�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
47

鎌
倉
女
子
大
学
高
等
部�

2
年
　
前
場
　
香
奈�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
48

鎌
倉
女
子
大
学
高
等
部�

2
年
　
矢
部
　
晃
子�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
49

北
鎌
倉
女
子
学
園
高
等
学
校�

2
年
　
今
井
　
茜�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
51

北
鎌
倉
女
子
学
園
高
等
学
校�

2
年
　
日
比
野
　
路
子�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
52

立
命
館
高
等
学
校�

2
年
　
麦
谷
　
志
織�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
53

福
岡
県
立
小
倉
高
等
学
校�

2
年
　
遠
藤
　
百
華�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
55

福
岡
県
立
小
倉
高
等
学
校�

2
年
　
米
原
　
美
奈�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
56



3

絵�
画
コ
ン
ク
ー
ル�

「
猫
に
な
っ
て
描
い
て
み
よ
う
～
わ
が
は
い
は
ネ
コ
で
あ
る
～
」� �…
…
…
…
…
59

〈
小
学
生
低
学
年
の
部
〉

・
最
優
秀
賞

新
宿
区
立
落
合
第
四
小
学
校�

2
年
　
ケ
ネ
デ
ィ
　
ジ
ョ
ハ
ナ�

…
…
…
…
…
…
60

・
優
秀
賞

新
宿
区
立
落
合
第
三
小
学
校�

3
年
　
里
見
　
佳
那
子�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
61

・
朝
日
新
聞
社
賞

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
学
院
小
学
校�

2
年
　
有
賀
　
匠
音�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
62

・
紀
伊
國
屋
書
店
賞

鎌
倉
市
立
第
一
小
学
校�
3
年
　
近
藤
　
優
太�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
63

・
新
潮
社
賞

新
宿
区
立
東
戸
山
小
学
校�
1
年
　
チ
ョ
　
デ
ィ
　
パ
　
リ
ン�

…
…
…
…
…
64

・
早
稲
田
大
学
賞

湘
南
学
園
小
学
校�

3
年
　
山
田
　
珠
夢�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
65

・
佳
作新

宿
区
立
津
久
戸
小
学
校�

3
年
　
須
永
　
直
翔�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
66

新
宿
区
立
津
久
戸
小
学
校�

3
年
　
露
木
　
旺
助�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
66

新
宿
区
立
四
谷
小
学
校�

3
年
　
松
岡
　
陽
茉
莉�
…
…
…
…
…
…
…
…
…
67

新
宿
区
立
落
合
第
一
小
学
校�

2
年
　
陳
　
昴
宇�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
67

新
宿
区
立
西
戸
山
小
学
校�

1
年
　
宮
本
　
千
嘉�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
68

千
代
田
区
立
九
段
小
学
校�

3
年
　
饗
場
　
ま
り
な�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
68

日
本
女
子
大
学
附
属
豊
明
小
学
校�

2
年
　
増
田
　
紫
乃�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
69

筑
波
大
学
附
属
小
学
校�

1
年
　
太
田
　
紗
倉�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
69

小
田
原
市
立
下
中
小
学
校�

2
年
　
岩
田
　
櫂�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
70

沼
田
市
立
池
田
小
学
校�

3
年
　
大
河
原
　
花
音�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
70

安
芸
太
田
町
立
津
浪
小
学
校�

3
年
　
山
本
　
青�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
71

松
山
市
立
堀
江
小
学
校�

2
年
　
芳
野
　
美
咲�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
71

松
山
市
立
堀
江
小
学
校�

3
年
　
髙
橋
　
幹
人�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
72

松
山
市
立
道
後
小
学
校�

3
年
　
門
屋
　
煌
人�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
72

松
山
市
立
北
久
米
小
学
校�

1
年
　
須
之
内
　
穂
香�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
73

合
志
市
立
西
合
志
東
小
学
校�

3
年
　
山
本
　
旦�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
73

〈
小
学
生
高
学
年
の
部
〉

・
最
優
秀
賞

合
志
市
立
西
合
志
東
小
学
校�

5
年
　
山
本
　
樹�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
74

・
優
秀
賞

日
本
女
子
大
学
附
属
豊
明
小
学
校�

6
年
　
鈴
木
　
紀
夏�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
75

・
朝
日
新
聞
社
賞

新
宿
区
立
四
谷
第
六
小
学
校�

5
年
　
馬
場
　
惇
正�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
76

・
紀
伊
國
屋
書
店
賞

玉
名
市
立
玉
名
町
小
学
校�

5
年
　
両
角
　
藍�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
77

・
新
潮
社
賞

新
宿
区
立
淀
橋
第
四
小
学
校�

6
年
　
奈
辺
　
絢
萌�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
78

・
早
稲
田
大
学
賞

鎌
倉
市
立
御
成
小
学
校�

6
年
　
下
元
　
ひ
な
た�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
79

・
佳
作新

宿
区
立
早
稲
田
小
学
校�

5
年
　
古
本
　
光
一
郎�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
80

新
宿
区
立
富
久
小
学
校�

6
年
　
飯
塚
　
奈
津
子�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
80

新
宿
区
立
富
久
小
学
校�

6
年
　
宮
下
　
悠
日�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
81

新
宿
区
立
四
谷
小
学
校�

6
年
　
相
馬
　
伸
明�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
81

新
宿
区
立
淀
橋
第
四
小
学
校�

6
年
　
金
原
　
若
菜�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
82

新
宿
区
立
淀
橋
第
四
小
学
校�

6
年
　
姜
　
桃
和�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
82

新
宿
区
立
西
新
宿
小
学
校�

5
年
　
御
所
野
　
華
恋�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
83

新
宿
区
立
西
戸
山
小
学
校�

4
年
　
井
上
　
愛�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
83

新
宿
区
立
西
戸
山
小
学
校�

4
年
　
金
　
恩
妃�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
84

新
宿
区
立
西
戸
山
小
学
校�

5
年
　
進
藤
　
嵩
主�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
84

文
京
区
立
駕
籠
町
小
学
校�

5
年
　
行
德
　
ひ
な
た�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
85

鎌
倉
市
立
第
一
小
学
校�

5
年
　
近
藤
　
海
志�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
85

鎌
倉
市
立
稲
村
ケ
崎
小
学
校�

6
年
　
奥
田
　
新
菜�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
86

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
学
院
小
学
校�

4
年
　
服
部
　
来
香�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
86

松
山
市
立
堀
江
小
学
校�

4
年
　
河
田
　
茉
宏�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
87

松
山
市
立
堀
江
小
学
校�

5
年
　
久
保
　
悠
生�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
87

松
山
市
立
堀
江
小
学
校�

5
年
　
松
岡
　
陽
紀�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
88

松
山
市
立
余
土
小
学
校�

4
年
　
團
上
　
穂
美�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
88

合
志
市
立
西
合
志
東
小
学
校�

6
年
　
岡
口
　
奈
穂�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
89
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（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館
の
整
備

　
新
宿
区
は
、
夏
目
漱
石
が
生
ま
れ
育
ち
、
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
ま
ち
で
す
。

漱
石
は
晩
年
の
9
年
間
を
「
漱
石
山
房
」
と
呼
ば
れ
た
早
稲
田
南
町
の
家
で
暮

ら
し
ま
し
た
。
こ
の
地
で
『
三
四
郎
』『
こ
ゝ
ろ
』『
道
草
』
な
ど
数
々
の
代
表

作
を
執
筆
し
ま
し
た
。
客
間
で
は
週
1
回
木
曜
日
に
、「
木
曜
会
」
と
呼
ば
れ

る
文
学
サ
ロ
ン
が
開
催
さ
れ
、
漱
石
を
慕
う
若
い
文
学
者
た
ち
の
集
い
の
場
に

も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
建
物
は
昭
和
20
年
（
1

9

4

5
）
の
空
襲
で
焼
失
し
ま

し
た
が
、
現
在
は
、
敷
地
の
一
部
が
区
立
漱
石
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
宿
区
で
は
漱
石
生
誕
1

5

0
周
年
の
記
念
年
に
あ
た
る
平
成
29
年

（
2

0

1

7
）
9
月
の
開
館
を
目
指
し
て
（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
み
に
全
国
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
、「
夏
目
漱
石
記
念
施
設
整
備
基
金
」
を
設
置
し
、
平
成
25
年

7
月
か
ら
寄
付
の
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂

き
な
が
ら
、
記
念
館
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

1　施設整備概要
　⑴　開館時期　平成 29 年 9 月
　⑵　所在地　　新宿区早稲田南町 7番地
　⑶　延床面積　約 1,280㎡
　⑷　構造等　　鉄筋コンクリート造・鉄骨造（再現展示室）
　　　　　　　　地上 2階・地下 1階
　敷地内の区立漱石公園には、芭蕉・トクサ・桜など当時の植栽が再現され、四季を感じ
ながらの散策が楽しめます。

2　諸室概要等
　⑴　1 階　漱石山房再現展示、導入展示、

カフェ、ミュージアムショップ等
　⑵　2 階　展示室（常設展示、企画展示）等
　⑶　地下 1階　講座室、図書室、多目的室、

事務室、収蔵庫　等

（記念館イメージ）
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コ
ン
ク
ー
ル
概
要

①
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

　「
わ
た
し
の
漱
石
、
わ
た
し
の
一
行
」　【
中
学
生
の
部
・
高
校
生
の
部
】

　
夏
目
漱
石
の
作
品
（
作
品
の
指
定
な
し
）
を
読
み
、
自
分
の
心
に
深
く
残
っ

た
「
一
行
」
を
選
び
、
な
ぜ
そ
の
一
行
を
選
ん
だ
の
か
を
1
、
0

0

0
～

1
、
2

0

0
文
字
（
4

0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙
2
枚
半
～
3
枚
程
度
）
で
表
現

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　「
一
行
」
は
文
章
の
ひ
と
く
だ
り
と
し
、
一
文
に
限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
必
ず

し
も
一
行
に
収
ま
ら
な
く
て
も
良
い
こ
と
と
し
ま
す
。
ま
た
、
本
文
の
一
人
称

は
コ
ン
ク
ー
ル
名
称
の
「
わ
た
し
」
に
限
定
し
ま
せ
ん
。
日
本
語
で
書
か
れ
、

未
発
表
で
筆
者
自
身
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限
り
ま
す
。

②
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　「
猫
に
な
っ
て
描
い
て
み
よ
う
～
わ
が
は
い
は
ネ
コ
で
あ
る
～
」

　
　【
小
学
生
低
学
年
の
部
（
1
・
2
・
3
年
生
）・
高
学
年
の
部
（
4
・
5
・

6
年
生
）】

　
自
分
が
ネ
コ
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、
あ
る
い
は
ネ
コ
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、

「
猫
の
目
か
ら
見
た
世
界
」
を
自
由
に
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
夏
目
漱
石

作
品
を
読
ん
で
い
な
く
て
も
良
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
八
つ
切
り
サ
イ
ズ
（
27
㎝
×
38
㎝
・
縦
横
自
由
）
の
画
用
紙
に
画
材
（
鉛
筆
、

色
鉛
筆
、
ク
レ
ヨ
ン
、
絵
の
具
、
マ
ジ
ッ
ク
、
サ
イ
ン
ペ
ン
な
ど
）
で
手
書
き
。

立
体
的
で
な
い
貼
り
絵
、
切
り
絵
、
版
画
も
可
。
デ
ジ
タ
ル
作
品
は
対
象
外
。

作
品
募
集
チ
ラ
シ
（
読
書
感
想
文
）　

作
品
募
集
チ
ラ
シ
（
絵
画
）　
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審査委員紹介
読書感想文コンクール 絵画コンクール

審 査 委 員 長 嵐山　光三郎（作家）

審　査　委　員

中島　国彦
早 稲 田 大 学
文学学術院教授

藪野　健
府中市美術館館長
日本藝術院会員

久保庭　健吉
日本国語教育学会
常 任 理 事

南口　清二
一般社団法人
二紀会理事

吉住　健一（新宿区長）

酒井　敏男（新宿区教育委員会教育長）

後 援 企 業
大 学 賞 選 考

株式会社朝日新聞社
文化くらし報道部長　阿部　毅

株式会社紀伊國屋書店
専務取締役　店売総本部副総本部長　藤則　幸男

株式会社新潮社
広報宣伝部次長　馬宮　守人

早稲田大学
文化推進部長　十重田　裕一

（順不同・敬称略）

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

応募状況
●読書感想文コンクール

　中学生の部 1,128 点、高校生の部 928 点、計 2,056 点

●絵画コンクール

　小学生低学年（1・2・3年生）の部 908 点、

　小学生高学年（4・5・6年生）の部 432 点、計 1,340 点

読書感想文コンクール一次審査にご協力いただきました。

飯　田　和　明　　宇佐見　尚　子　　岡　田　幸　一

小　尾　　　真　　佐　藤　希世子　　鈴　木　雄一郎

西　本　　　守　　森　　　顕　子　　山　下　憲　人

 （順不同・敬称略）
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審
査
講
評

　
　
　
　
　
　
　
審
査
委
員
長

作
家
　
嵐
山
　
光
三
郎

　
漱
石
の
小
説
を
、
細
部
に
わ
た
っ
て
丁
寧
に
読
み
こ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
感

心
し
ま
し
た
。『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
根
底
に
あ
る
人
間
の
孤
独
、
猫
の
目

線
で
見
る
世
界
観
。『
三
四
郎
』
は
恋
愛
小
説
で
す
が
、
い
ま
の
中
学
生
・
高

校
生
に
通
じ
る
の
か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
い
ま
す

ね
。『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
は
話
の
流
れ
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
、
ポ
キ
ポ
キ
し
た
文

体
で
、
痛
快
で
す
。
私
は
中
学
生
の
と
き
に
一
気
に
読
ん
で
学
校
の
2
階
か
ら

飛
び
お
り
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
正
義
感
あ
ふ
れ
る
青
春
小
説
で
す
が
、「
坊

っ
ち
ゃ
ん
」
を
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
た
清
へ
の
想
い
を
見
て
い
る
と
こ
ろ
が
す

ば
ら
し
い
。『
こ
こ
ろ
』
は
私
は
高
校
生
の
と
き
に
読
ん
だ
と
き
は
、
正
直
に
い

っ
て
チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
で
し
た
。
漱
石
が
没
し
た
49
歳
の
こ
ろ
に
読
み
な
お

す
と
先
生
の
目
線
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
中
学
生
・

高
校
生
が
精
読
し
て
、
自
分
の
言
葉
で
評
し
て
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
絵
画
部
門
で
は
、
猫
の
目
力
が
よ
く
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
自
分
で
直
接
猫

を
観
察
し
て
い
ま
す
。
漱
石
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
よ
う
に
、
猫
の
目
か

ら
見
え
る
世
界
を
よ
く
描
い
て
い
ま
す
。
大
人
が
思
い
も
つ
か
な
い
発
想
で
、

水
を
飲
も
う
と
し
て
い
る
猫
や
夜
空
の
月
を
見
て
い
る
猫
な
ど
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

も
入
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
読
書
感
想
文
審
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授中

　
島
　
国
　
彦

　
中
学
生
、
高
校
生
と
も
、
全
国
の
い
ろ
い
ろ
な
地
域
か
ら
た
く
さ
ん
の
作
品

が
出
て
き
た
こ
と
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
作
品
を
読
む
と
き
に
、
全
体
の

テ
ー
マ
や
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
何
気
な
い
一
行
や
表
現
に
目
を
向
け
て
、
そ

こ
か
ら
論
旨
を
展
開
さ
せ
る
よ
う
な
感
想
文
の
中
に
、
心
に
残
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
次
回
も
、
細
か
い
表
現
か
ら
作
品
の
魅
力
を
分
析
す
る
感
想
文
が
た

く
さ
ん
応
募
さ
れ
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
読
書
感
想
文
審
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
日
本
国
語
教
育
学
会
常
任
理
事久

保
庭
　
健
吉

　
中
学
生
の
応
募
は
昨
年
に
比
較
し
て
や
や
減
少
し
ま
し
た
が
、
そ
の
質
は
落

ち
て
い
ま
せ
ん
。
主
人
公
等
の
心
情
や
場
面
の
描
写
等
を
、
語
句
・
表
現
に
即

し
て
豊
か
に
読
み
取
り
味
わ
う
と
共
に
、
そ
の
体
験
を
生
活
や
生
き
方
に
役
立

て
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
書
き
振
り
か
ら
伺
わ
れ
ま
し
た
。
発
達
課
題
に
沿
っ

た
適
切
な
指
導
と
助
言
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　
高
校
生
で
は
、「
わ
た
し
の
一
行
、
一
文
」
を
鋭
く
捉
え
、
作
品
の
意
図
や

作
者
の
考
え
と
自
分
を
対
峙
さ
せ
、
読
み
を
深
め
、
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。
選

ん
だ
作
品
に
も
広
が
り
を
見
せ
、
記
述
内
容
も
作
品
や
漱
石
に
つ
い
て
、
評
論
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風
に
述
べ
た
も
の
へ
と
多
様
化
し
て
い
る
向
き
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
叙

述
・
表
現
も
書
き
手
の
豊
か
な
感
受
性
が
直
に
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
も
の
が

多
く
、
読
書
体
験
が
も
た
ら
す
影
響
の
広
く
深
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。　

　
　
　
　
　
　
絵
画
審
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
府
中
市
美
術
館
館
長
・
日
本
藝
術
院
会
員

藪
　
野
　
　
　
健

　
た
く
さ
ん
の
作
品
が
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
し
く
審
査
し
ま
し
た
。
作
品
に
登

場
し
て
い
る
猫
の
表
情
は
、
実
に
大
胆
不
敵
で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
他
の
作
品
の
猫
と
似
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
実
際
に
自
分
で
見
た
り
、
触
っ
た
り
し
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
よ
う
な
、

猫
の
優
し
さ
や
凶
暴
性
、
そ
の
表
裏
一
体
性
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
て
、
描
き

手
の
観
察
力
を
感
じ
ま
し
た
。
中
に
は
繊
細
で
抒
情
的
な
作
品
も
あ
り
、
猫
の

い
ろ
い
ろ
な
世
界
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
絵
画
審
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
一
般
社
団
法
人
二
紀
会
理
事南

　
口
　
清
　
二

　
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
猫
の
目
の
表
情
が
と
て
も
感
動
的
で
し
た
。
目
の

表
現
は
、
子
供
の
「
心
の
表
わ
れ
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
や
さ
し

さ
に
あ
ふ
れ
、
繊
細
で
き
ら
き
ら
す
る
美
し
い
も
の
で
し
た
。
猫
の
眼
の
動
き

や
表
情
を
、
し
っ
か
り
見
つ
め
、
共
感
を
も
っ
て
描
い
て
ゆ
く
、
子
供
た
ち
の

豊
か
な
表
現
力
が
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
子
供
た
ち
は
素
直
な
眼
差
し

で
、
今
の
社
会
を
、
大
人
た
ち
を
、
身
の
回
り
の
世
界
を
見
つ
め
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
審
査
委
員

新
宿
区
長
　
吉
　
住
　
健
　
一

　
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
今
年
も
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。
大
勢
の
子
供
た
ち
に
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
、
漱
石
の
作
品
が
時
代
を
超
え
て
、
読
み
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
読
書
感
想
文
部
門
は
、
作
品
の
中
か
ら
一
行
を
選
ぶ
こ
と
が
大
変
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
作
品
を
読
み
、
選
ん
だ
一
行
を
自
分
の
人
生
の
中
に
ど
の
よ

う
に
投
影
で
き
た
か
を
深
く
掘
り
下
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
の
文
量

を
書
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
読
書
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
を
、
今
後
の
活
動
の

中
で
生
か
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
絵
画
部
門
で
は
、
絵
を
通
し
て
、
一
人
一
人
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い

る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
絵
の
技
術
も
高
く
、
ど
の
作
品
も
と
て
も
素
晴

ら
し
か
っ
た
で
す
。
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審
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
新
宿
区
教
育
委
員
会
教
育
長酒

　
井
　
敏
　
男

　
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
審
査
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様
の
お
か
げ
で
、
す
ば
ら
し
い

作
品
が
入
賞
作
品
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
読
書
感
想
文
部
門
で
は
、
中
学
生
は
素
直
に
一
行
を
見
つ
け
て
書
い
て
い
ま

し
た
。
高
校
生
は
作
品
の
背
景
や
テ
ー
マ
な
ど
よ
く
勉
強
し
て
書
い
て
い
る
の

が
分
か
り
ま
し
た
。
自
分
の
言
葉
で
書
く
こ
と
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
考

え
、
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
絵
画
部
門
で
は
、
猫
が
い
ろ
い
ろ
な
目
で
人
間
を
見
て
い
る
こ
と
が
よ
く
表

現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
猫
や
人
間
の
動
作
を
よ
く
観
察
し
て
、
細
部
ま
で
丁
寧

に
描
け
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
朝
日
新
聞
社
賞
選
考

　
　
　
　
　
　
　
㈱
朝
日
新
聞
社
　
文
化
く
ら
し
報
道
部
長

阿
　
部
　
　
　
毅

　
読
書
感
想
文
部
門
は
、
中
学
生
も
高
校
生
も
大
変
す
ば
ら
し
い
作
品
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
特
に
各
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、
着
眼
点
が
優
れ
、
考
え

る
力
が
あ
り
、
言
葉
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
の
作
品

も
、
漱
石
の
難
し
い
作
品
に
取
り
組
ま
れ
て
、
一
生
懸
命
考
え
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
本
や
活
字
に
触
れ
て
自
分
の
力
で
考
え
、
表
現
す

る
力
を
養
っ
て
い
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
絵
画
部
門
は
、
猫
に
な
り
き
っ
た
り
、
自
分
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し

く
遊
ん
で
い
る
作
品
な
ど
、
多
彩
な
作
品
を
楽
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。
先
生
方

の
指
導
力
や
、
子
供
た
ち
の
創
造
力
、
表
現
力
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
紀
伊
國
屋
書
店
賞
選
考

　
　
　
　
　
　
　
㈱
紀
伊
國
屋
書
店
　
専
務
取
締
役
　
店
売
総
本
部
副
総
本
部
長

藤
　
則
　
幸
　
男

　
読
書
感
想
文
の
中
学
生
の
作
品
は
非
常
に
親
近
感
が
あ
り
、
高
校
生
は
精
神

の
発
達
が
優
れ
て
い
て
、
文
章
も
高
度
で
少
し
難
し
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

夏
目
漱
石
が
百
年
経
っ
て
も
、
若
い
世
代
の
心
に
訴
え
る
作
品
を
残
し
て
く
れ

た
の
で
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
有
益
な
事
業
を
続
け
ら
れ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
。
若
い
方
が
、
こ
の
よ
う
な
機
会
に
本
や
作
品
の
素
晴
ら
し
さ
を
身
に
つ
け

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
書
店
人
と
し
て
も
明
る
い
未
来
が
見
え
て
く
る
と
思
い
ま

し
た
。

　
絵
画
は
楽
し
く
審
査
し
ま
し
た
。
猫
の
視
点
で
見
る
自
由
な
発
想
、
構
図
、

色
使
い
な
ど
、
子
供
た
ち
の
持
っ
て
い
る
感
性
は
優
れ
て
い
て
、
改
め
て
子
供

た
ち
か
ら
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。



10

　
　
　
　
　
　
　
新
潮
社
賞
選
考

　
　
　
　
　
　
　
㈱
新
潮
社
　
広
報
宣
伝
部
次
長馬

　
宮
　
守
　
人

　
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
あ
る
一
行
に
膝
を
打
っ
た
り
、
感
動
し
た
り
、
大
笑

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
行
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
ま
さ
に
十
人
十
色
、

読
書
履
歴
や
生
活
体
験
に
よ
っ
て
も
変
わ
り
ま
す
。
今
回
は
、
子
供
た
ち
が
自

分
の
琴
線
に
触
れ
た
一
行
を
見
出
し
、
そ
こ
か
ら
自
分
の
体
験
と
重
ね
合
わ
せ

て
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
読
書
感
想
文
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
普
通

の
感
想
文
だ
と
、
あ
ら
す
じ
を
な
ぞ
っ
て
、
最
後
に
感
想
を
一
行
書
く
だ
け
に

な
り
、
子
供
た
ち
に
と
っ
て
も
苦
行
の
よ
う
な
も
の
で
、
か
え
っ
て
読
書
か
ら

遠
ざ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
一
行
」
に
着
目
し
て
、

自
由
に
考
え
、
文
章
に
す
る
の
は
す
ば
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
絵
画
は
、
型
に
は
ま
ら
ず
の
び
の
び
と
描
か
れ
て
い
て
、
色
使
い
も

よ
く
、
見
ご
た
え
の
あ
る
作
品
ば
か
り
で
し
た
。
猫
の
気
持
ち
に
な
り
き
っ
て
、

猫
の
目
線
で
描
い
た
作
品
も
多
く
、
子
供
た
ち
の
豊
か
な
想
像
力
の
結
実
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
賞
選
考

　
　
　
　
　
　
　
早
稲
田
大
学
　
文
化
推
進
部
長十

重
田
　
裕
一

　
読
書
感
想
文
を
拝
読
し
て
、
漱
石
の
言
葉
に
生
徒
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
向
き

合
う
か
、
選
ん
だ
一
行
か
ら
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
自
分
の

言
葉
で
展
開
し
、
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
魅
力
が
伝
わ
り
、
面
白

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
タ
イ
ト
ル
の
付
け
方
も
特
色
が
で
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
が
う
ま
く
関
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
魅
力
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
絵
画
は
、
世
界
の
切
り
取
り
方
や
表
現
力
に
驚
き
ま
し
た
。
着
想
、
色
使
い

な
ど
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
同
じ
作
品
は
な
く
、
全
て
の
絵
か
ら
教
え
ら
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
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《
中
学
生
の
部
》

「
孤
独
」
の
音

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校
　

1
年

野
村
　
萌
乃
佳

　
人
間
の
視
点
で
は
な
く
猫
の
視
点
で
描
く
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』。
こ
の
本

で
私
の
心
に
深
く
突
き
刺
さ
っ
た
一
文
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
呑
気
と
見
え
る

人
々
も
、
心
の
底
を
叩
い
て
み
る
と
、
ど
こ
か
悲
し
い
音
が
す
る
」
と
い
う
文

だ
。
悲
し
み
を
形
に
し
た
も
の
、
そ
れ
は
涙
だ
。
し
か
し
涙
を
流
し
て
い
な
い

か
ら
と
い
っ
て
悲
し
ん
で
い
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
悲
し
み
を
ま
ぎ
ら
わ
せ
る

た
め
に
何
か
別
の
事
を
す
る
人
も
い
る
し
、
心
の
奥
底
に
悲
し
み
を
閉
じ
こ
め

る
人
も
い
る
。
こ
の
文
で
い
う
「
呑
気
な
人
」
も
呑
気
を
よ
そ
お
っ
て
い
る
だ

け
で
心
の
底
で
は
深
い
悲
し
み
に
く
れ
て
い
た
事
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

又
、
こ
の
文
を
「
悲
し
い
音
が
す
る
」
と
書
き
「
悲
し
ん
で
い
る
」
と
書
か
な

か
っ
た
の
は
「
今
」
悲
し
ん
で
い
な
く
て
も
過
去
の
悲
し
み
が
ま
だ
残
っ
て
い

る
人
へ
向
け
て
何
か
を
訴
え
た
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
で
、

漱
石
が
何
を
訴
え
た
か
っ
た
の
か
考
え
て
み
る
と
す
ぐ
後
の
文
で
手
が
か
り
を

得
ら
れ
そ
う
な
も
の
が
あ
る
事
に
気
が
つ
い
た
。「
迷
亭
君
の
世
の
中
は
絵
に

か
い
た
世
の
中
で
は
な
い
」。
私
な
り
に
解
釈
し
て
み
る
と
、
自
分
で
描
い
た

理
想
が
現
実
に
な
る
事
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
そ
う
し
て
考
え

て
い
る
う
ち
に
、
人
生
は
自
分
の
思
い
通
り
に
い
か
ず
悲
し
ん
だ
り
苦
し
ん
だ

り
す
る
時
も
あ
る
と
い
う
事
を
伝
え
、
そ
れ
と
同
時
に
喜
び
や
楽
し
さ
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
漱
石
の
思
い
が
こ
の
一
文
に
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
一
つ
の
考
え
に
行
き
つ
い
た
。
私
は
こ
の
一
文
を
漱
石
の
訴
え
だ
と

し
て
そ
こ
に
は
色
々
な
感
情
が
絡
ん
で
い
る
と
考
え
た
が
、
人
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
と
ら
え
方
が
で
き
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
う
い
っ
た
所
が
面
白
い
と

思
う
。
こ
の
文
章
を
読
ん
で
い
る
と
漱
石
が
「
音
」
に
例
え
た
と
こ
ろ
は
本
当

に
音
が
聞
こ
え
る
よ
う
に
思
え
て
く
る
の
が
不
思
議
だ
。
私
の
思
う
悲
し
い
音

は
一
回
き
り
の
少
し
低
め
の
音
が
何
度
も
こ
だ
ま
す
る
音
だ
。
即
ち
、「
孤
独
」

で
あ
る
。
言
葉
で
表
し
き
れ
な
い
も
の
も
音
で
な
ら
表
せ
る
と
聞
い
た
事
が
あ

る
。
だ
か
ら
音
は
素
晴
ら
し
い
と
。
し
か
し
私
は
こ
の
漱
石
の
文
章
を
読
み
、

読
み
手
に
自
由
を
与
え
な
が
ら
も
あ
る
程
度
自
分
の
意
見
も
述
べ
る
と
い
う
、

絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
文
章
こ
そ
が
最
も
素
晴
ら
し
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。

　
漱
石
の
文
章
は
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
る
事
が
な
く
自
由
だ
。
す
る
と
そ
ん
な

文
章
を
読
ん
で
い
る
自
分
ま
で
今
ま
で
の
先
入
観
が
無
く
な
り
、
自
由
な
考
え

を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
実
に
不
思
議
な
魅
力
が
漱
石
の
文
章
に

最
優
秀
賞

作
品
名 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

選
ん
だ
一
行

呑
気
と
見
え
る
人
々
も
、
心
の
底
を
叩
い
て
み
る
と
、
ど
こ
か
悲

し
い
音
が
す
る
。
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は
あ
る
。
今
ま
で
は
宮
沢
賢
治
や
太
宰
治
、
そ
し
て
夏
目
漱
石
な
ど
の
有
名
作

家
が
書
く
文
章
は
堅
苦
し
い
も
の
、
そ
う
い
う
勝
手
な
思
い
込
み
が
あ
っ
た
の

で
今
素
直
に
そ
う
思
え
て
い
る
事
に
、
自
分
で
も
正
直
驚
い
て
い
る
。
読
み
は

じ
め
は
渋
々
だ
っ
た
に
し
ろ
、
私
は
こ
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
か
ら
多
く
の

事
を
学
べ
た
。
だ
か
ら
今
後
も
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
る
事
な
く
、
沢
山
の
本
に

出
会
い
多
く
の
魅
力
を
知
り
た
い
。

審
査
講
評

　
選
ん
だ
一
行
が
心
を
捉
え
た
理
由
を
う
ま
く
説
明
し
て
い
る
。
漱
石
の

文
章
の
秘
密
を
も
明
ら
か
に
す
る
論
旨
は
見
事
。「
孤
独
」
に
つ
い
て
の

考
察
が
鋭
く
、
タ
イ
ト
ル
を
「『
孤
独
』
の
音
」
と
し
た
点
も
す
ば
ら
し

い
。

《
中
学
生
の
部
》

温
か
い
存
在

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校
　

1
年

小
菅
　
愛
乃

　「
何
だ
か
清
に
逢
い
た
く
な
っ
た
。」
こ
の
短
い
一
文
が
、『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

を
読
ん
だ
私
の
心
に
一
番
深
く
残
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

　
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
東
京
に
い
る
間
、
自
分
を
親
よ
り
も
可
愛
が
る
清
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、
不
審
だ
と
さ
え
感
じ
て
い
た
。
教
師
と
し
て
松
山
に
赴
任

し
て
、
清
か
ら
離
れ
た
と
き
、
や
っ
と
そ
の
あ
り
が
た
み
を
知
る
。

　
町
内
で
は
つ
ま
は
じ
き
に
さ
れ
、
両
親
さ
え
も
愛
想
を
尽
か
し
て
い
る
。
坊

っ
ち
ゃ
ん
は
そ
の
よ
う
な
大
切
に
扱
わ
れ
な
い
環
境
に
慣
れ
よ
う
と
、「
自
分

を
褒
め
て
く
れ
る
・
認
め
て
く
れ
る
人
な
ん
て
い
な
い
。」
あ
る
い
は
、「
い
ら

な
い
。」
と
思
い
込
も
う
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
、
清
の
優
し

さ
も
素
直
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
清
が
、「
あ

優

秀

賞

作
品
名 

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

選
ん
だ
一
行

何
だ
か
清
に
逢
い
た
く
な
っ
た
。
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な
た
は
ま
っ
す
ぐ
で
よ
い
ご
気
性
だ
。」
と
感
心
す
る
の
も
お
世
辞
だ
と
考
え
、

自
分
が
持
っ
て
い
る
良
さ
に
気
付
け
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
松
山
で
の
生
活
は
、
そ
れ
ま
で
の
東
京
の
暮
ら
し
と
は
か
け
離
れ
て
お
り
、

毎
日
た
く
さ
ん
の
悩
み
事
を
抱
え
て
い
た
。
特
に
、
人
間
関
係
の
問
題
だ
。
何

か
あ
る
ご
と
に
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
清
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
じ

っ
く
り
と
清
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
う
ち
に
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
自
身
に
与
え
て
く

れ
た
清
の
無
条
件
な
愛
情
を
理
解
す
る
。

　
坊
っ
ち
ゃ
ん
が
し
ば
ら
く
清
と
別
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
々
の
中
で
過
ご
し
た

の
は
良
い
こ
と
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
揉
ま
れ
て
い
っ
た
か
ら
こ
そ
、
自
分

の
良
さ
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
。
そ
し
て
、
自
分
の
良
い
所
を
見
抜
い

て
愛
情
を
注
い
で
く
れ
て
い
た
清
に
感
謝
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
か
ら
。

　
私
の
心
に
残
っ
た
一
行
は
、
清
の
本
当
の
思
い
を
理
解
し
た
と
き
の
坊
っ
ち

ゃ
ん
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
し
た
も
の
で
あ
る
。「
何
だ
か
清
に
逢
い
た
く
な

っ
た
。」
こ
の
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
言
葉
か
ら
、
清
の
温
も
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
と

感
じ
る
。
人
は
人
の
温
も
り
か
ら
離
れ
た
と
き
、
あ
る
い
は
独
り
に
な
っ
た
と

き
に
、
そ
の
人
を
包
ん
で
い
た
温
か
み
の
あ
る
存
在
に
気
付
く
の
だ
。
坊
っ
ち

ゃ
ん
に
と
っ
て
の
温
か
い
存
在
・
清
へ
の
思
い
が
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
が
清
に
逢
い

た
く
な
っ
た
と
き
の
一
言
に
、
全
部
詰
ま
っ
て
い
る
。
遠
く
離
れ
、
清
の
真
心

か
ら
の
忠
誠
心
と
温
か
さ
を
し
っ
か
り
理
解
し
た
こ
と
で
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
心

と
清
の
心
が
本
当
に
繋
が
り
合
っ
た
よ
う
に
思
え
た
。

　
私
は
、
人
生
に
は
清
の
よ
う
に
、
自
分
を
理
解
し
て
支
え
て
く
れ
る
温
か
い

存
在
と
い
う
も
の
が
必
要
だ
と
思
う
。
人
間
は
皆
、
心
が
弱
い
。
挫
け
そ
う
に

な
っ
た
と
き
、
挫
け
た
と
き
に
、
そ
の
人
の
心
や
気
持
ち
に
そ
っ
と
寄
り
添
っ

て
く
れ
る
誰
か
が
い
る
か
ら
、
人
は
生
き
て
い
け
る
の
で
あ
る
。

　
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
は
清
が
い
た
か
ら
、
清
に
と
っ
て
は
坊
っ
ち
ゃ
ん
が

い
た
か
ら
、
二
人
と
も
満
足
な
人
生
が
過
ご
せ
た
の
だ
ろ
う
。

審
査
講
評

何
気
な
い
短
文
を
選
び
、
そ
の
理
由
を
考
察
し
、
魅
力
的
に
説
明
し
て
い

る
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
清
が
「
温
か
い
存
在
」
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

清
に
と
っ
て
も
そ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
的
確
に
読
み
取
っ
た

点
も
評
価
で
き
る
。
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《
中
学
生
の
部
》

記
　
　
憶

筑
波
大
学
附
属
中
学
校
　

2
年

浅
見
　
茉
里
奈

　
本
屋
さ
ん
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
背
表
紙
、
そ
の
中
で
『
こ
こ

ろ
』
と
い
う
文
字
に
目
が
留
ま
っ
た
。
目
に
留
ま
っ
た
の
に
深
い
意
味
は
な
か

っ
た
が
、
日
本
語
っ
て
な
ん
て
美
し
い
の
だ
ろ
う
と
、
そ
の
た
っ
た
三
文
字
に

感
動
し
た
。

　
読
み
始
め
る
と
、
綴
ら
れ
て
い
る
言
葉
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、
私
の
こ
こ
ろ

の
中
に
す
と
ん
と
落
ち
て
く
る
よ
う
な
感
じ
が
し
た
。
そ
れ
な
の
に
何
度
も
何

度
も
読
み
返
し
た
く
な
る
。
ず
っ
と
読
ん
で
い
た
く
な
る
。
そ
ん
な
文
章
に
私

は
初
め
て
出
会
っ
た
。

　
血
の
つ
な
が
り
も
何
も
な
い
、
た
だ
海
岸
で
出
会
っ
た
だ
け
の
青
年
で
あ
る

「
私
」
に
、
彼
に
「
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
主
人
公
は
、
今
ま
で
誰
に
も
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
打
ち
明
け
る
つ
も
り
の
な
か
っ
た
自
身
の
過
去
を
手
紙
で
告
白

す
る
。

　「
記
憶
し
て
下
さ
い
。
私
は
こ
ん
な
風
に
し
て
生
き
て
来
た
の
で
す
。」

　
何
気
な
い
一
文
だ
が
、
私
は
こ
れ
に
先
生
の
覚
悟
や
思
い
が
全
て
つ
ま
っ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。
何
か
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ

る
。
言
葉
と
は
こ
ん
な
に
深
い
背
景
を
も
つ
も
の
な
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
た
。

　
先
生
は
「
私
」
に
自
分
の
経
験
か
ら
得
た
も
の
を
教
え
る
で
も
な
く
、
そ
こ

か
ら
学
び
と
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
た
だ
た
だ
「
私
」
が
自
分

の
こ
こ
ろ
に
留
め
る
こ
と
を
望
ん
だ
。

　「
記
憶
」
と
は
よ
く
使
う
言
葉
だ
が
、
本
当
は
そ
ん
な
に
簡
単
に
言
い
表
せ

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
気
が
し
て
き
た
。
脳
で
考
え
て
引
き
出
し
て
く
る
も

の
で
は
な
く
、
い
つ
で
も
こ
こ
ろ
の
奥
底
に
あ
っ
て
、
ふ
と
し
た
瞬
間
に
大
切

な
こ
と
と
し
て
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
、
そ
れ
が
記
憶
な
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
ず
っ
と
独
り
で
苦
し
み
ぬ
い
て
き
た
過
去
と
い
う
も
の
を
私
は
持
っ
て
い
な

い
。
私
の
周
り
で
死
ん
で
い
っ
た
人
も
い
な
い
。
せ
い
ぜ
い
ハ
ム
ス
タ
ー
だ
。

そ
ん
な
私
の
こ
こ
ろ
に
も
鐘
を
打
ち
つ
け
た
よ
う
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
の
作
品
。

大
人
に
な
っ
て
、
様
々
な
経
験
を
し
て
か
ら
読
ん
だ
ら
、
ど
ん
な
風
に
感
じ
る

の
だ
ろ
う
。
今
か
ら
楽
し
み
で
仕
様
が
な
い
。

　
信
愛
し
て
い
る
人
が
い
る
、
し
か
し
そ
れ
以
前
に
そ
の
人
は
自
分
が
信
用
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
「
人
間
」
な
の
だ
。
最
初
は
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
。

朝
日
新
聞
社
賞

作
品
名 

『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行

記
憶
し
て
下
さ
い
。
私
は
こ
ん
な
風
に
し
て
生
き
て
来
た
の
で
す
。
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し
か
し
、
読
み
終
え
て
か
ら
も
う
一
度
そ
の
矛
盾
を
考
え
た
と
き
、
そ
ん
な

悲
し
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た
。
私
の
人
生
の
中
で
そ
ん
な
こ
と

を
思
う
日
が
く
る
の
だ
ろ
う
か
。
き
て
ほ
し
く
も
な
い
が
、
私
は
今
こ
う
し
て

そ
う
い
う
気
持
ち
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　
ま
さ
に
人
間
の
「
こ
こ
ろ
」
を
映
し
出
し
た
よ
う
な
作
品
だ
。
そ
れ
は
、
少

な
く
と
も
ま
だ
十
数
年
し
か
生
き
て
い
な
い
私
に
は
到
底
想
像
も
で
き
な
い
、

た
っ
た
三
文
字
で
は
表
す
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
、
美
し
く
、
儚
い
「
こ
こ

ろ
」
の
形
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
を
読
ん
だ
と
い
う
「
記
憶
」
も
、
私
の
心
の
中
に
一
生
残
る
も

の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
感
が
、
今
か
ら
感
じ
ら
れ
ず
に
は
い
ら
れ

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

審
査
講
評

　「
こ
こ
ろ
」
と
い
う
三
文
字
か
ら
、
言
葉
の
持
つ
力
を
解
き
明
か
し
て

い
る
。「
記
憶
」
の
深
い
意
味
に
ま
で
思
索
を
進
め
、
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ

ー
を
感
じ
る
。

《
中
学
生
の
部
》

時
に
潜
む
力

新
宿
区
立
四
谷
中
学
校
　

2
年

上
田
　
倫
子

　「
時
」
は
力
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
文
に
出
会
っ
た
と
き
、
私
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。『
硝
子
戸
の
中
』

で
漱
石
は
、
自
分
の
旧
家
を
訪
れ
て
幼
少
期
を
過
ご
し
た
家
や
町
の
変
わ
り
様

を
初
め
て
知
っ
た
際
こ
の
文
を
書
い
た
よ
う
だ
が
、「『
時
』
は
力
で
あ
っ
た
。」

と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
時
と
い
う
の
は
常
に
流
れ
続
け
て
い
る

も
の
で
普
段
は
気
に
も
止
め
な
い
よ
う
な
当
た
り
前
の
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、

そ
こ
に
「
力
」
が
あ
る
と
漱
石
は
言
う
の
だ
。
時
の
「
力
」。
そ
う
考
え
た
と

き
、
私
の
頭
の
中
に
、
あ
る
出
来
事
が
よ
ぎ
っ
た
。

　
三
月
の
あ
る
日
、
私
が
家
族
と
い
つ
も
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
く
つ

ろ
い
で
い
た
日
曜
日
の
夜
、
一
本
の
電
話
が
鳴
っ
た
。
そ
の
電
話
は
、
京
都
に

紀
伊
國
屋
書
店
賞

作
品
名 

『
硝
子
戸
の
中
』

選
ん
だ
一
行

「
時
」
は
力
で
あ
っ
た
。
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住
む
祖
父
が
吐
血
し
て
倒
れ
、
意
識
不
明
で
救
急
車
で
運
ば
れ
た
こ
と
を
知
ら

せ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と
き
、
私
は
目
の
前
が
真
っ
暗
に

な
っ
た
。
私
の
頭
の
中
は
と
て
も
混
乱
し
て
い
て
、
な
ぜ
祖
父
が
倒
れ
た
の
か
、

そ
れ
が
全
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
祖
父
は
足
の
悪
い
祖
母
と
二
人
暮
ら
し

で
、
最
後
に
会
っ
た
正
月
休
み
の
時
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
、
誰
よ
り
も
元
気

な
祖
父
だ
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
へ
自
転
車
で
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
庭
の
畑
の
土

作
り
か
ら
水
や
り
ま
で
全
て
ひ
と
り
で
や
り
、
獲
れ
た
野
菜
を
送
っ
て
く
れ
た

り
す
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
元
気
な
祖
父
の
姿
だ
け
を
見
て
い
た
私
に
は
、
祖
父

の
元
気
の
良
さ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
て
、
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
の
だ
。
そ
の
翌
日
は
学
校
が
あ
っ
た
た
め
、
い
つ
も
と
同
じ
よ
う

に
過
ご
し
た
が
、
祖
父
の
こ
と
が
心
配
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

日
の
夜
、
祖
父
の
意
識
が
回
復
し
た
と
の
連
絡
が
き
た
と
き
、
心
の
底
か
ら
ほ

っ
と
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
祖
父
が
倒
れ
た
と
聞
い
た
と
き
に
覚
え

た
驚
き
と
衝
撃
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
祖
父
は
私
か
ら
見
れ
ば
、

「
い
つ
も
変
わ
ら
ず
元
気
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
で
あ
り
、
い
わ
ば
永
遠
の
存
在

に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
祖
父
も
、
時
と
共
に
確
か
に
老
い
て
い
た
の

だ
。
時
間
は
確
実
に
止
ま
る
こ
と
な
く
流
れ
続
け
、
目
に
見
え
る
全
て
の
も
の

を
変
化
さ
せ
て
い
く
。
そ
う
し
た
力
を
時
の
力
と
漱
石
は
呼
び
、
そ
の
時
の
力

の
大
き
さ
を
簡
潔
な
言
葉
で
表
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
死
の
一
年
前
と
な
る
大
正
四
年
に
こ
の
作
品
を
記
し
た
漱
石
は
、
取
り
壊
さ

れ
て
い
く
家
や
町
を
自
分
に
迫
る
「
死
」
と
結
び
つ
け
て
捉
え
、
こ
の
一
行
に

そ
れ
ら
の
変
化
に
対
す
る
思
い
を
込
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
々
は

日
々
意
識
す
る
こ
と
は
な
い
が
、
時
の
流
れ
と
共
に
訪
れ
続
け
る
小
さ
な
変
化

の
積
み
重
ね
を
、
何
か
の
き
っ
か
け
に
よ
っ
て
初
め
て
知
る
の
だ
。
そ
の
時
、

私
た
ち
は
「
時
」
の
力
を
知
り
、
過
去
の
一
分
一
秒
、
全
て
の
瞬
間
が
、
い
か

に
尊
い
も
の
で
あ
っ
た
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
い
つ
か
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
、

大
切
な
者
と
の
別
れ
に
よ
る
悲
し
み
を
ど
う
乗
り
越
え
れ
ば
良
い
の
か
、
そ
れ

は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
だ
が
、「
時
」
に
は
苦
し
み
や
悲
し
み
を
洗
い
流
し
、

癒
し
て
く
れ
る
と
い
う
力
も
あ
る
。
そ
れ
を
信
じ
、
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
は
、

漱
石
の
残
し
た
こ
の
一
行
を
胸
に
刻
み
、
す
べ
て
の
時
間
を
、
限
り
の
あ
る
貴

重
な
も
の
と
し
て
大
切
に
過
ご
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

審
査
講
評

　「
時
」
の
一
語
を
出
発
点
に
し
、
自
分
の
体
験
を
見
つ
め
直
し
な
が
ら
、

人
生
と
「
時
」
を
め
ぐ
っ
て
し
っ
か
り
と
し
た
理
解
を
書
い
て
い
る
。

「
時
」
の
持
つ
力
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。
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《
中
学
生
の
部
》

「
今
」
を
生
き
る

新
宿
区
立
牛
込
第
二
中
学
校
　

3
年

小
笠
原
　
千
咲

　「
じ
つ
は
彼
と
時
を
同
じ
ゅ
う
し
て
生
き
て
い
る
我
々
は
た
い
へ
ん
な
幸
せ

で
あ
る
。」

　
こ
れ
は
、
私
が
『
三
四
郎
』
を
読
ん
で
最
も
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
、
心
に

残
る
一
行
で
す
。
こ
の
言
葉
は
、
三
四
郎
と
同
じ
大
学
の
与
次
郎
が
三
四
郎
と

寄
席
へ
行
っ
た
帰
り
に
言
っ
て
い
た
言
葉
で
す
。
小
さ
ん
の
こ
と
を
ほ
め
る
と

同
時
に
、
今
か
ら
少
し
ま
え
に
生
ま
れ
て
も
お
く
れ
て
も
小
さ
ん
に
出
会
え
な

か
っ
た
こ
と
を
話
し
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
与
次
郎
の
言
葉
を
聞
い
て
「
出
会

い
」
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
生
き
て
い
く
う
え
で
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
ま
す
。
家
族
、
友

達
、
先
生
、
地
域
の
人
、
そ
の
他
に
も
、
旅
行
先
で
行
っ
た
お
店
の
店
員
さ
ん

や
テ
レ
ビ
に
出
て
い
る
芸
能
人
な
ど
、
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
一
人
一
人

と
の
出
会
い
に
感
謝
し
た
こ
と
、
感
動
し
た
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
ほ
と

ん
ど
の
人
は
、
そ
ん
な
こ
と
考
え
ず
に
生
活
し
て
い
る
の
で
は
、
と
思
い
ま
す
。

現
に
私
も
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
こ
と
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
が
普
通
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
与
次
郎
の
言
葉
を
聞
く
と
「
普
通
で
は
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
私
が
今
過
ご
し
て
い
る
ク
ラ
ス
。
こ
の
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
の
は
、

皆
が
同
じ
年
に
生
ま
れ
て
近
所
に
住
ん
で
い
て
、
そ
し
て
こ
の
学
校
を
選
ん
だ

か
ら
で
す
。
そ
う
考
え
て
み
る
と
、
今
を
生
き
て
い
る
中
で
出
会
っ
た
人
皆
に

も
似
た
よ
う
な
こ
と
が
言
え
ま
す
。
偶
然
出
会
っ
た
店
員
さ
ん
だ
っ
て
、
今
こ

の
時
代
に
生
ま
れ
て
そ
の
場
に
い
な
か
っ
た
ら
出
会
う
こ
と
な
ど
一
生
な
か
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
今
と
て
も
仲
良
く
し
て
い
る
友
達
だ
っ
て
、
生
ま
れ
た
年

が
一
つ
違
っ
た
ら
、
も
し
か
し
た
ら
出
会
う
こ
と
も
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
思
っ
て
み
た
ら
、
今
に
生
ま
れ
た
こ
と
が
す
ご
く
幸
せ
に
思
え
る

し
、
皆
に
出
会
え
た
こ
と
も
と
て
も
幸
せ
で
す
。
偶
然
が
た
く
さ
ん
重
な
っ
て

出
会
え
た
皆
を
と
て
も
か
け
が
え
の
な
い
存
在
に
思
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

偶
然
の
重
な
り
の
中
か
ら
と
て
も
深
い
仲
に
な
る
人
が
い
る
と
思
う
と
、
ま
さ

に
キ
セ
キ
の
連
続
だ
な
、
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
同
時
に
ふ
と
浮
か
ん
だ
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
戦
争
の
と

き
に
生
ま
れ
た
人
は
、
今
に
生
ま
れ
て
幸
せ
、
と
思
っ
て
い
た
の
か
。」
と
い

う
疑
問
で
す
。
戦
時
中
に
生
き
て
い
た
人
た
ち
は
、
こ
ん
な
平
和
が
訪
れ
る
な

新
潮
社
賞

作
品
名 

『
三
四
郎
』

選
ん
だ
一
行

じ
つ
は
彼
と
時
を
同
じ
ゅ
う
し
て
生
き
て
い
る
我
々
は
た
い
へ
ん

な
幸
せ
で
あ
る
。
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ん
て
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
の
時
そ
の
時
に
あ
る
小
さ

な
幸
せ
を
大
事
に
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
こ
ん
な
時
代
に
生
ま
れ

た
く
な
か
っ
た
。」
と
思
う
人
も
い
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
皆
が
そ
う
だ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
未
来
を
知
ら
な
い
の
は
私
た
ち
も
同
じ
で

す
。
こ
の
先
ど
ん
な
未
来
が
く
る
か
な
ん
て
、
誰
に
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
私
は
、「
今
の
時
代
に
生
ま
れ
て
本
当
に
幸
せ
だ
な
。」
と
思
え
る
よ
う
に
生

き
た
い
で
す
。
今
と
い
う
時
代
を
つ
く
れ
る
の
は
私
た
ち
だ
け
で
す
。
過
去
か

ら
学
ぶ
こ
と
は
大
切
だ
け
れ
ど
、
過
去
に
ば
か
り
と
ら
わ
れ
ず
、
今
と
し
っ
か

り
向
き
合
い
た
い
で
す
。

審
査
講
評

　
意
外
な
一
行
に
触
発
さ
れ
て
、
筆
者
は
家
族
や
友
人
な
ど
に
出
会
い
、

共
に
今
を
生
き
る
「
奇
跡
」
と
「
感
謝
」
に
思
い
至
る
。「
わ
た
し
の
一

行
」
な
ら
で
は
の
感
想
文
。

《
中
学
生
の
部
》

先
生
の
背
中
か
ら
学
ぶ
自
分
ら
し
さ

和
洋
九
段
女
子
中
学
校
　

3
年

土
屋
　
リ
カ

　
こ
の
作
品
は
、「
親
譲
り
の
無
鉄
砲
で
小
供
の
時
か
ら
損
ば
か
り
し
て
い

る
。」
と
い
う
斬
新
な
書
き
出
し
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
無
鉄
砲
と
い
う
言
葉

を
辞
書
で
ひ
い
て
み
た
。「
前
後
の
こ
と
を
よ
く
考
え
な
い
、
む
ち
ゃ
な
様
子

だ
。
向
こ
う
見
ず
。」
な
ど
、
あ
ま
り
感
心
で
き
る
言
葉
で
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
物
語
を
読
み
進
め
る
う
ち
に
、
こ
の
言
葉
に
は
、
辞
書
に
は
書
か
れ
て

い
な
い
も
う
一
つ
の
意
味
、
解
釈
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
こ
の
物
語
に
は
、
赤
シ
ャ
ツ
と
よ
ば
れ
る
教
頭
と
、
野
だ
い
こ
と
呼
ば
れ
る

教
師
が
登
場
す
る
。
こ
の
二
人
が
呆
れ
る
ほ
ど
姑
息
で
、
そ
れ
で
い
て
頭
が
良

い
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
同
じ
く
数
学
の
教
師
で
あ
る
山
嵐
は
真
っ
す
ぐ
な
性
格
。

早
稲
田
大
学
賞

作
品
名 

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

選
ん
だ
一
行

履
歴
な
ん
か
か
ま
う
も
ん
で
す
か
、
履
歴
よ
り
義
理
が
大
切
で
す
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当
然
二
人
に
と
っ
て
は
気
に
入
ら
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
二
人
は
、
坊
っ
ち
ゃ

ん
に
山
嵐
が
悪
い
人
間
だ
と
思
い
込
ま
せ
よ
う
と
企
み
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
も
ま
た

そ
れ
を
信
じ
か
け
て
い
た
。
あ
の
よ
う
に
言
葉
巧
み
に
語
ら
れ
て
は
、
坊
っ
ち

ゃ
ん
で
な
く
と
も
、
き
っ
と
山
嵐
を
疑
っ
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。
私
達
の
日

常
の
中
で
も
、
些
細
な
誤
解
な
ど
に
よ
り
、
誰
か
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
り
、

ま
た
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
自
分
自
身
も
嫌
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
時
、
私
達
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

だ
ろ
う
か
。

　
二
人
の
や
り
取
り
に
そ
の
答
え
の
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
赤
シ
ャ
ツ
と
の
野
だ

い
こ
の
悪
巧
み
に
よ
り
不
仲
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
山
嵐
が
、
自
分
の
誤
り

を
真
っ
す
ぐ
に
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
詫
び
て
き
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
二
人
の
誤

解
が
解
け
た
。
同
時
に
、
赤
シ
ャ
ツ
と
野
だ
い
こ
の
度
重
な
る
悪
巧
み
に
対
し
、

団
結
し
て
立
ち
向
か
え
る
信
頼
関
係
が
築
か
れ
た
。
関
係
が
悪
く
な
っ
て
い
た

相
手
に
対
し
、
自
分
の
誤
り
を
認
め
、
深
く
頭
を
下
げ
る
こ
と
の
で
き
た
山
嵐

と
、
そ
の
謝
罪
を
受
け
入
れ
、
す
ぐ
に
仲
直
り
の
姿
勢
を
見
せ
た
坊
っ
ち
ゃ
ん
。

人
間
味
の
あ
る
二
人
の
や
り
取
り
に
清
々
し
さ
を
感
じ
る
と
共
に
、
私
も
ま
た

彼
ら
の
よ
う
な
人
間
で
あ
り
た
い
と
思
っ
た
。

　
後
半
、
以
前
よ
り
煩
わ
し
い
と
思
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
山
嵐
を
、
赤
シ
ャ
ツ

ら
が
遂
に
辞
表
提
出
に
追
い
込
ん
で
き
た
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
校
長
に
自
分
も
辞

表
を
提
出
す
る
と
申
し
出
た
。
君
の
将
来
の
履
歴
に
関
係
す
る
と
引
き
止
め
た

校
長
に
「
履
歴
な
ん
か
か
ま
う
も
ん
で
す
か
、
履
歴
よ
り
義
理
が
大
切
で
す
」

と
き
っ
ぱ
り
と
言
い
放
っ
た
言
葉
が
坊
っ
ち
ゃ
ん
そ
の
も
の
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
、
私
が
一
番
気
に
入
っ
て
い
る
一
文
で
も
あ
る
。

　
自
分
の
こ
と
を
「
損
ば
か
り
し
て
い
る
」
と
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
言
っ
て
い
る
が
、

私
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
人
の
顔
色
ば
か
り
を
う
か
が
い
、
自
分
ら
し
さ
が
何

処
に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
生
き
方
に
得
と
呼
べ
る
も
の
が
あ
る
の
か
、

む
し
ろ
理
解
が
難
し
い
。
歯
切
れ
の
よ
い
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
言
葉
は
、
自
分
の
心

に
素
直
に
従
う
こ
と
の
大
切
さ
を
日
々
迷
い
な
が
ら
生
き
て
い
る
私
達
に
教
え

て
く
れ
る
。
や
は
り
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
立
派
な
先
生
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
坊
っ

ち
ゃ
ん
先
生
と
真
っ
す
ぐ
に
向
き
合
う
こ
と
の
で
き
る
、
そ
の
よ
う
な
生
徒
で

私
は
あ
り
た
い
。

審
査
講
評

　
内
容
、
表
現
と
も
に
中
学
生
ら
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
さ
わ
や
か
な
作
品
。

坊
っ
ち
ゃ
ん
の
「
無
鉄
砲
」
の
本
質
を
、
自
分
の
心
に
素
直
に
従
う
こ
と

と
看
破
し
、
見
事
な
一
行
を
選
ん
で
い
る
。
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《
中
学
生
の
部
》

「
現
実
世
界
」
と
「
自
分
の
世
界
」

新
宿
区
立
牛
込
第
二
中
学
校
　

3
年

湯
澤
　
亮
介

　
こ
の
恋
愛
小
説
を
読
み
、
ぼ
く
は
、
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
最
初
に
三

四
郎
が
上
京
し
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
、
最
後
に
美
禰
子
が
結
婚
す
る
と
こ
ろ
ま

で
す
べ
て
と
て
も
面
白
か
っ
た
。
調
べ
て
み
る
と
、『
三
四
郎
』
は
今
か
ら
百

年
程
前
に
書
か
れ
た
話
ら
し
い
。
現
代
と
は
全
く
違
う
日
本
を
見
る
こ
と
が
で

き
て
と
て
も
よ
か
っ
た
。
熊
本
か
ら
上
京
す
る
だ
け
で
も
一
日
で
は
着
か
な
い
。

ま
た
、
東
京
に
汽
車
が
あ
っ
た
の
に
は
驚
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
現
代
の
日
本

と
は
違
う
近
代
の
生
活
を
背
景
に
物
語
が
進
ん
で
と
て
も
新
鮮
だ
っ
た
。

　
さ
て
、
ぼ
く
は
『
三
四
郎
』
を
読
み
、
一
番
心
に
残
っ
た
部
分
が
あ
る
。
そ

れ
は
、

　「
自
分
は
今
活
動
の
中
心
に
立
っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
自
分
は
た
だ
じ
ぶ
ん

の
左
右
前
後
に
起
こ
る
活
動
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
位
に
置
き
か
え
ら
れ

た
と
い
う
ま
で
で
、
学
生
と
し
て
の
生
活
は
以
前
と
変
る
わ
け
は
な
い
。
自
分

の
世
界
と
現
実
の
世
界
は
、
一
つ
平
面
に
並
ん
で
お
り
な
が
ら
、
ど
こ
も
接
触

し
て
い
な
い
。
そ
う
し
て
現
実
の
世
界
は
、
か
よ
う
に
動
揺
し
て
、
自
分
を
置

き
去
り
に
し
て
行
っ
て
し
ま
う
。」

と
い
う
部
分
だ
。
な
ぜ
、
こ
の
部
分
を
選
ん
だ
か
と
い
う
と
、
上
京
し
て
き
た

ば
か
り
の
三
四
郎
が
東
京
の
劇
烈
な
活
動
に
つ
い
て
い
け
ず
、
こ
の
活
動
に
置

き
去
り
に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
ま
た
、

「
現
実
の
世
界
」
と
「
自
分
の
世
界
」
と
い
う
呼
び
方
で
文
章
を
書
い
て
い
て

と
て
も
面
白
い
な
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ぼ
く
は
、
上
京
で
は
な
い
が
、
転
校
な
ど
を
何
度
も
し
て
い
る
た
め
、
三
四

郎
と
似
た
よ
う
な
経
験
が
あ
る
。
以
前
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
住
ん
で
い
た
時
に
は
、

文
化
の
違
い
に
よ
り
混
乱
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
の
で
、
当
然
話
す
言
葉
は
違

う
。
ま
た
、
買
い
物
の
時
も
売
っ
て
い
る
物
が
日
本
と
は
違
っ
た
。
ほ
か
に
も

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
町
な
み
や
人
柄
も
日
本
と
違
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
僕
も
最
初

三
四
郎
の
よ
う
に
、「
現
実
の
世
界
」
に
「
自
分
の
世
界
」
が
つ
い
て
い
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、「
住
め
ば
都
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ

う
に
、
住
む
期
間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
、「
自
分
の
世
界
」
が
「
現
実
の
世

界
」
に
追
い
つ
い
て
い
っ
た
。
三
四
郎
も
同
じ
だ
と
思
う
。
最
初
の
う
ち
は
、

都
会
の
劇
烈
な
活
動
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
が
、
次
第
に
慣
れ
て
、
青
春
を

楽
し
む
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
三
四
郎
』

選
ん
だ
一
行

自
分
の
世
界
と
現
実
の
世
界
は
、
一
つ
の
平
面
に
並
ん
で
お
り
な

が
ら
、
ど
こ
も
接
触
し
て
い
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
、
ぼ
く
は
こ
の
『
三
四
郎
』
を
読
ん
で
、「
現
実
の
世
界
」
と

「
自
分
の
世
界
」
は
平
面
に
並
ん
で
お
き
な
が
ら
、
ど
こ
も
接
触
し
て
い
な
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。
自
分
は
、
な
る
べ
く
「
自
分
の
世
界
」
や
「
現
実
の
世

界
」
に
置
い
て
い
か
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
。

《
中
学
生
の
部
》

清
へ
の
想
い

新
宿
区
立
落
合
中
学
校
　

1
年

小
笠
原
　
希
未

　
夏
目
漱
石
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
と
い
う
作
品
を
読
ん

だ
。『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
無
鉄
砲
で
直
情
性
型
の
坊
っ

ち
ゃ
ん
と
い
う
主
人
公
の
話
だ
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
松
山
の
中
学
校
で
数
学
の

教
師
に
な
る
。
そ
し
て
手
の
焼
け
る
生
徒
た
ち
や
、
何
事
も
人
の
い
い
な
り
で

あ
ま
り
仕
事
に
も
意
欲
が
な
い
同
僚
た
ち
と
出
会
う
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
赤
シ
ャ

ツ
と
あ
だ
名
を
付
け
た
教
頭
と
の
争
い
を
繰
り
返
す
。
何
事
に
も
真
っ
す
ぐ
立

ち
向
か
う
自
分
の
性
格
に
突
き
動
か
さ
れ
る
よ
う
に
赤
シ
ャ
ツ
へ
の
反
抗
を
重

ね
て
い
く
。
そ
し
て
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
松
山
の
中
学
校
を
辞
め
て
、
東
京
へ
戻

り
、
電
車
の
技
手
に
な
っ
た
。
こ
の
話
は
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
が
東
京
で
生
ま
れ
て

か
ら
の
人
生
の
話
だ
っ
た
。

　『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の
中
で
私
が
心
に
残
っ
た
部
分
は
清
と
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
関

わ
り
合
い
の
部
分
だ
。
中
で
も
特
に
心
に
残
っ
た
文
が
あ
る
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
が

清
に
三
円
を
も
ら
っ
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
の
二
文
だ
。

　「
今
に
返
す
よ
と
云
っ
た
ぎ
り
、
返
さ
な
い
」

　「
今
と
な
っ
て
は
十
倍
に
し
て
返
し
て
や
り
た
く
て
も
返
せ
な
い
」

と
い
う
と
こ
ろ
だ
。
清
と
い
う
人
物
は
坊
っ
ち
ゃ
ん
が
住
ん
で
い
た
家
の
使
用

人
だ
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
問
題
ば
か
り
起
し
て
い
た
の
で
あ
ま

り
両
親
に
可
愛
い
が
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
性
格
を
理

解
し
認
め
て
く
れ
た
人
物
が
使
用
人
の
清
だ
。
こ
の
部
分
が
私
の
心
に
残
っ
た

理
由
は
、
こ
れ
は
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
現
在
の
こ
と
で
は
な
く
過
去
の
事
を
書
い
て

い
て
、
清
へ
の
思
い
が
よ
く
伝
わ
っ
た
か
ら
だ
。
年
老
い
た
清
が
亡
く
な
っ
た

後
で
清
へ
の
想
い
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。
清
は
死
ん
で
し

ま
っ
て
い
て
も
恩
を
忘
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
と
て
も
感
動
し
た
。
坊
っ
ち
ゃ

ん
に
と
っ
て
清
は
大
切
な
人
だ
っ
た
と
思
っ
た
。
清
に
と
っ
て
も
坊
っ
ち
ゃ
ん

は
大
切
な
人
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
を
読
ん
で
、
題
名
の
理
由
が
最
初
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

選
ん
だ
一
行

今
に
返
す
よ
と
云
っ
た
ぎ
り
、
返
さ
な
い
。
今
と
な
っ
て
は
十
倍

に
し
て
返
し
て
や
り
た
く
て
も
返
せ
な
い
。
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今
は
分
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
と
呼
ぶ
の
は
清
だ
け
だ
っ
た
。

清
以
外
の
人
は
み
ん
な
「
君
」
な
ど
で
呼
ぶ
。
主
人
公
の
名
前
は
一
切
出
て
こ

な
い
。
こ
の
話
で
は
、
清
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
最
初
の
方
に
あ
り
、
清
が
死
ぬ

と
こ
ろ
で
話
が
終
わ
る
。
清
が
重
要
な
人
物
だ
っ
た
か
ら
題
名
が
『
坊
っ
ち
ゃ

ん
』
な
の
だ
と
思
っ
た
。
清
を
重
要
な
人
物
に
し
て
、
題
名
を
『
坊
っ
ち
ゃ

ん
』
に
し
た
夏
目
漱
石
の
考
え
が
分
か
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
坊
っ
ち
ゃ
ん
は

真
っ
直
ぐ
な
性
格
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
せ
い
で
大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た
。
自

分
の
性
格
や
思
う
こ
と
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
だ
。
そ
の
よ

う
な
精
神
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
夏
目
漱
石
は
伝
え
た
か
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
清
の
言
っ
て
い
た
言
葉
が
、
夏
目
漱
石
の
思
っ
て
い
た
こ

と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

《
中
学
生
の
部
》

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
で
こ
こ
ろ
に
残
っ
た
一
行
に
つ
い
て

新
宿
区
立
落
合
中
学
校
　

1
年

松
元
　
網
大

　「
清
は
お
れ
の
事
を
欲
が
な
く
っ
て
、
真
直
ぐ
な
気
性
だ
と
い
っ
て
、
ほ
め

る
が
、
ほ
め
ら
れ
る
お
れ
よ
り
も
、
ほ
め
る
本
人
の
方
が
立
派
な
人
間
だ
。」

　
こ
の
言
葉
が
『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
の
中
で
一
番
、
僕
の
心
に
響
い
た
言
葉
だ
。

　
初
め
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
清
の
こ
と
を
、
不
審
が
り
、
つ
ま
ら
な
い
、
等
と
思

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
清
と
一
緒
に
居
る
こ
と
に
よ
り
、
だ
ん
だ
ん
と
清
に
対

す
る
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
清
か
ら
離
れ
田
舎
に
行
く

こ
と
で
、
や
っ
と
清
の
あ
り
が
た
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
最
初
の

言
葉
は
そ
の
気
持
ち
の
象
徴
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

選
ん
だ
一
行

清
は
お
れ
の
事
を
欲
が
な
く
っ
て
、
真
直
ぐ
な
気
性
だ
と
い
っ
て
、

ほ
め
る
が
、
ほ
め
ら
れ
る
お
れ
よ
り
も
、
ほ
め
る
本
人
の
方
が
立

派
な
人
間
だ
。
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坊
っ
ち
ゃ
ん
の
清
へ
の
気
持
ち
の
象
徴
と
い
う
意
味
で
感
動
し
、
最
初
の
言

葉
を
選
ん
だ
訳
で
も
あ
る
が
、
本
質
は
違
う
。
僕
が
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、

「
ほ
め
ら
れ
る
お
れ
よ
り
、
ほ
め
る
本
人
の
方
が
立
派
な
人
間
だ
。」

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
坊
っ
ち
ゃ
ん
の
性
格
だ
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
か
な
り
心
が
広
く
な
け
れ
ば
無
理
だ
。
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
人
と
し
て
真
直
ぐ
で
正
直
だ
。

　
親
譲
り
の
無
鉄
砲
さ
を
最
初
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
嘆
い
て
い
た
が
、
無
鉄
砲
だ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
む
こ
う
み
ず
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
真
直
ぐ
に
な
れ
た
の
だ
。

そ
し
て
、
真
直
ぐ
で
い
続
け
た
か
ら
こ
そ
、
正
直
に
も
な
れ
た
の
だ
。
そ
う
、

坊
っ
ち
ゃ
ん
は
無
鉄
砲
だ
っ
た
た
め
、
真
直
ぐ
で
正
直
な
人
間
へ
と
な
る
こ
と

が
で
き
た
の
だ
。

　
し
か
し
、
無
鉄
砲
な
だ
け
で
は
、
真
直
ぐ
に
も
正
直
に
も
な
れ
な
い
。
そ
う

な
れ
た
の
は
、
や
は
り
清
の
お
か
げ
な
の
だ
。
清
に
ほ
め
ら
れ
た
か
ら
、
坊
っ

ち
ゃ
ん
は
真
直
ぐ
で
正
直
な
無
鉄
砲
へ
と
な
れ
た
。
だ
か
ら
、
清
に
感
謝
し
て

い
て
、
清
の
こ
と
を
立
派
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

　
清
は
坊
っ
ち
ゃ
ん
を
否
定
す
る
訳
で
は
な
く
、
ほ
め
る
こ
と
に
よ
り
人
と
し

て
の
心
を
伸
ば
し
た
の
だ
。

　
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
経
験
を
し
た
こ
と
が
僕
も
あ
る
。
僕
は
昔
、
う
そ
を
よ

く
つ
い
た
。
し
か
し
、
母
は
そ
れ
を
怒
ら
ず
、
こ
う
言
っ
た
。

　「
お
前
は
表
現
が
う
ま
い
か
ら
、
そ
れ
を
頑
張
っ
て
生
か
し
な
さ
い
。」

　
こ
の
言
葉
を
聞
き
、
僕
は
あ
ま
り
う
そ
を
つ
か
な
く
な
っ
た
。
母
に
表
現
が

う
ま
い
と
気
付
か
さ
れ
た
か
ら
、
表
現
を
し
っ
か
り
し
、
う
そ
を
つ
か
な
く
な

っ
た
の
だ
。

　
坊
っ
ち
ゃ
ん
も
清
に
真
直
ぐ
だ
と
い
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
分
は
真
直
ぐ

だ
と
実
感
し
た
の
だ
。

　
だ
か
ら
、
清
は
坊
っ
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
が
な
く
、
と
て
も
大
切

な
人
な
の
だ
。
こ
の
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、
最
初
の
言
葉
を
僕

は
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

《
中
学
生
の
部
》

人
間
ら
し
さ

新
宿
区
立
新
宿
西
戸
山
中
学
校
　

2
年

藤
木
　
凛

　「
少
し
あ
り
ま
す
」
と
、
答
え
た
の
は
、
人
間
と
し
て
の
性
だ
と
思
う
。
だ

か
ら
私
も
、
同
じ
問
い
か
け
を
さ
れ
た
ら
、
迷
い
、
少
し
の
見
栄
を
張
る
だ
ろ

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
坑
夫
』

選
ん
だ
一
行

そ
こ
で
汽
車
賃
は
あ
り
ま
す
と
も
、
あ
り
ま
せ
ん
と
も
云
い
に
く

か
っ
た
も
ん
だ
か
ら
「
少
し
あ
り
ま
す
」
と
答
え
た
。
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う
。

　「
あ
る
」
と
答
え
た
場
合
と
「
な
い
」
と
答
え
た
場
合
。
た
だ
「
あ
る
」
と

答
え
た
だ
け
で
は
全
く
お
も
し
ろ
く
な
い
話
に
な
る
と
私
は
思
う
。
そ
こ
で
、

「
あ
る
」
と
答
え
た
場
合
と
、「
な
い
」
と
答
え
た
場
合
の
気
持
ち
を
考
え
て
み

た
。

　
ま
ず
、「
あ
る
」
と
答
え
た
場
合
。
こ
の
答
え
だ
と
、
汽
車
賃
は
あ
る
と
い

う
事
で
、
う
そ
を
つ
く
事
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
う
そ
を
つ
き
、「
あ

る
」
と
言
っ
て
見
栄
を
張
り
た
い
気
持
ち
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
す
る

と
、
う
そ
を
つ
い
た
事
に
よ
っ
て
、
後
か
ら
自
分
が
は
ず
か
し
め
に
合
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
か
ら
「
な
い
」
と
言
お
う
。
私
は
、
こ
の
矛
盾
し
て
い
る
二
つ

の
気
持
ち
を
「
あ
る
」
と
答
え
た
場
合
の
気
持
ち
と
し
て
考
え
た
。

　
次
に
、「
な
い
」
と
答
え
た
場
合
。
こ
の
答
え
だ
と
、
少
し
は
あ
る
が
、
汽

車
賃
す
べ
て
は
な
い
と
い
う
事
で
、
素
直
に
事
実
を
言
う
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、「
な
い
」
と
言
え
ば
、
自
分
は
お
金
が
な
い
と
思
わ
れ
る
う
え
に
、
ず
う

ず
う
し
い
人
間
だ
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
な
ら
ば
「
あ
る
」
と

言
っ
て
し
ま
お
う
か
。
私
は
、
こ
の
二
つ
の
気
持
ち
を
考
え
た
。

　
こ
の
、「
あ
る
」
と
「
な
い
」
と
答
え
た
場
合
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
二
つ

の
気
持
ち
が
出
て
き
て
ど
ち
ら
も
矛
盾
し
て
い
る
。
答
え
た
人
は
、
こ
の
二
つ

の
答
え
の
ど
ち
ら
を
答
え
る
わ
け
で
も
な
く
、「
少
し
な
ら
あ
る
」
と
答
え
た
。

あ
る
と
い
う
の
は
本
当
の
事
で
、
少
し
と
い
う
の
も
本
当
。
で
も
、
汽
車
賃
に

は
足
り
な
い
の
で
、「
な
ら
」
と
い
う
言
葉
を
付
け
た
。
考
え
ぬ
い
た
結
果
、

少
し
の
見
栄
を
張
り
、「
あ
る
」
の
方
に
し
た
の
だ
。

　
私
は
気
持
ち
を
考
え
て
み
て
、
あ
い
ま
い
な
答
え
を
出
す
と
い
う
の
は
、
日

本
人
の
特
徴
の
一
つ
だ
と
思
う
。
相
手
を
思
い
つ
つ
、
自
分
の
事
も
し
っ
か
り

と
考
え
る
。
私
は
こ
の
考
え
方
が
好
き
だ
。
良
い
と
も
悪
い
と
も
言
わ
な
い
こ

の
考
え
方
が
。
こ
の
言
葉
も
そ
う
だ
。
あ
い
ま
い
な
答
え
を
出
せ
る
の
は
、
日

本
人
し
か
で
き
な
い
し
、
小
説
に
書
く
の
も
日
本
人
に
し
か
で
き
な
い
。
日
本

人
に
し
か
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
、
読
ん
だ
日
本
人
が
一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
し
、
共
感
で
き
る
の
だ
と
思
う
。

　
私
は
、「
少
し
な
ら
あ
る
」
と
い
う
こ
の
言
葉
は
す
ご
い
と
思
う
。
本
当
に

考
え
て
い
な
か
っ
た
ら
、
出
て
こ
な
い
答
え
だ
と
思
う
し
、
こ
の
答
え
だ
か
ら

こ
そ
お
も
し
ろ
い
の
だ
と
思
う
。
そ
し
て
、
日
本
人
ら
し
さ
が
す
ご
く
出
て
い

る
の
が
と
て
も
印
象
的
で
、
こ
ん
な
小
説
は
い
ま
ま
で
読
ん
だ
こ
と
な
い
と
思

っ
た
。
私
は
い
つ
も
、
は
っ
き
り
と
し
た
答
え
の
小
説
ば
か
り
読
ん
で
い
た
。

し
か
し
、
あ
い
ま
い
な
答
え
も
良
い
な
、
と
思
え
た
。
だ
か
ら
こ
の
一
行
が
私

の
心
に
響
い
た
。
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《
中
学
生
の
部
》

夏
目
漱
石
が
書
い
た
一
文
か
ら

和
洋
九
段
女
子
中
学
校
　

1
年

平
山
　
芽
衣

　
私
は
、
猫
の
視
点
か
ら
小
説
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
珍
し
い
書
き
方
に
引

き
つ
け
ら
れ
、
数
多
く
あ
る
夏
目
漱
石
の
本
か
ら
こ
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

を
選
び
ま
し
た
。
私
は
そ
の
中
で
、

「
人
間
と
い
う
も
の
は
時
間
を
潰
す
た
め
に
強
い
て
口
を
運
動
さ
せ
て
、
可
笑

し
く
も
な
い
こ
と
を
笑
っ
た
り
、
面
白
く
も
な
い
こ
と
を
嬉
し
が
っ
た
り
す
る

外
に
能
も
な
い
者
だ
と
思
っ
た
。」

と
い
う
一
文
が
、
ず
っ
と
心
に
強
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
私
は
ど
ん
な
些
細
な
話
で
も
笑
っ
て
相
手
に
合
わ
せ
、
関
係
が
悪

く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
違
う
と
猫
に
気
づ
か

さ
れ
た
の
で
す
。

　
確
か
に
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
自
分
を
客
観
的
に
猫
と
同
じ
立
場
に
立
っ
て

見
て
み
る
と
、
猫
の
言
っ
た
言
葉
に
共
感
で
き
ま
す
。
相
手
に
合
わ
せ
て
い
る

私
は
、
い
つ
も
心
の
ど
こ
か
で
「
も
し
嫌
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ら
…
…
。」
ま
た

は
「
け
ん
か
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…
…
。」
な
ど
と
不
安
に
思
っ
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
相
手
が
言
っ
た
事
に
対
し
て
同
調
す
る
事
し
か
で
き
な
か
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
に
相
手
に
怖
気
づ
い
て
い
て
、
果
た
し
て
本
当
の
“
友

達
”
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
や
は
り
、
私
は
ど
ん
な
事
で
も
本
気
に
な
っ
て
相
手
と
言
い
合
え
る
関
係
、

そ
れ
が
“
友
達
”
だ
と
思
い
ま
す
。
相
手
の
言
う
事
に
う
な
ず
い
て
い
る
だ
け

の
内
は
、
た
だ
の
“
話
を
聞
い
て
あ
げ
て
い
る
人
”
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
思

い
ま
す
。

　
猫
は
小
説
の
中
で
、
人
間
が
日
常
で
考
え
て
い
る
事
や
行
っ
て
い
る
事
全
て

に
驚
き
、
そ
し
て
笑
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
間
の
言
動
一
つ
一
つ
が
初
め

て
知
る
事
ば
か
り
で
、
そ
の
お
ろ
か
さ
が
際
立
っ
て
見
え
る
か
ら
だ
と
私
は
思

い
ま
し
た
。

　
猫
が
言
っ
た
言
葉
に
私
は
大
き
く
考
え
さ
せ
ら
れ
、
そ
し
て
変
わ
り
た
い
と

思
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
相
手
の
話
を
し
っ
か
り
と
聞
く
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
事
だ
と

思
い
ま
す
。
で
す
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
考
え
を
持
つ
こ
と
も
大
切

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

選
ん
だ
一
行

「
人
間
と
い
う
も
の
は
時
間
を
潰
す
た
め
に
強
い
て
口
を
運
動
さ

せ
て
、
可
笑
し
く
も
な
い
こ
と
を
笑
っ
た
り
、
面
白
く
も
な
い
こ

と
を
嬉
し
が
っ
た
り
す
る
外
に
能
も
な
い
者
だ
と
思
っ
た
。」
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な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
そ
れ
を
恐
れ
ず
に
も
っ
と
自
信
を
持
っ
て
、

相
手
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
が
話
を
し
て
い
る
と

き
も
、
相
手
の
考
え
や
思
っ
た
事
を
聞
く
事
で
、
新
た
な
見
方
や
発
想
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
、
少
し
ず
つ
相
手
と
の
距
離
を
縮
め
て
い
き
、
一
人
で
も
多
く
の
、

本
当
の
“
友
達
”
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

《
中
学
生
の
部
》

『
三
四
郎
』
か
ら
考
え
る
私
の
世
界

筑
波
大
学
附
属
中
学
校
　

1
年

關
　
光
希

　「
三
四
郎
に
は
三
つ
の
世
界
が
出
来
た
。」

　
熊
本
か
ら
上
京
し
、
都
会
と
い
う
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
新
鮮

な
世
界
に
身
を
投
じ
た
時
の
言
葉
だ
。
こ
の
時
の
三
四
郎
の
心
の
中
に
は
、
故

郷
の
平
穏
で
あ
る
が
寝
惚
け
た
よ
う
に
う
つ
る
立
退
場
の
よ
う
な
世
界
と
、
浮

世
離
れ
し
た
深
遠
な
学
問
の
世
界
、
そ
し
て
華
や
か
な
世
界
の
中
に
美
し
い
女

性
が
い
る
、
三
四
郎
に
と
っ
て
最
も
深
厚
な
世
界
が
あ
る
。
三
四
郎
は
こ
の
世

界
を
め
ぐ
り
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
悩
ん
で
い
く
。
特
に
三
四
郎
は
自
分
の
理
想

と
考
え
る
「
形
」
に
振
り
回
さ
れ
、
憧
れ
な
が
ら
も
そ
れ
が
一
番
の
重
荷
に
な

っ
て
い
る
と
思
う
。
私
は
読
ん
で
い
て
思
っ
た
の
は
、
三
四
郎
は
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に
欠
け
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
頭
は
良
い
が
、
心
の
中

だ
け
で
考
え
て
し
ま
っ
て
い
る
寡
黙
な
若
者
だ
。
特
に
美
禰
子
の
前
だ
と
気
の

利
い
た
話
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
好
意
の
感
情
を
表
せ
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
読
ん
で
い
て
反
応
が
悪
い
人
だ
と
思
っ
た
。
今
ま
で
と
は
違
っ
た
世
界
に

飛
び
込
み
、
決
し
て
自
分
の
良
い
よ
う
に
は
進
ま
な
い
現
実
の
世
界
で
悩
み
続

け
る
三
四
郎
は
何
だ
か
滑
稽
で
面
白
い
。
と
て
も
親
近
感
を
持
っ
た
。
私
も
今

ま
で
生
き
て
き
た
世
界
と
現
在
、
そ
し
て
未
来
を
考
え
て
み
た
。
現
在
の
状
態

を
ど
う
上
手
く
進
ま
せ
て
い
く
か
、
漠
然
と
し
た
将
来
へ
の
希
望
、
進
む
べ
き

道
を
考
え
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
状
況
を
考
え
る
こ
と

が
心
の
中
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。
私
の
十
二
年
間
の
人
生
の
中
の
過
去

は
ま
だ
平
均
寿
命
か
ら
考
え
れ
ば
七
分
の
一
ぐ
ら
い
で
し
か
な
い
。
過
去
を
振

り
返
れ
ば
小
学
校
時
代
の
友
達
と
共
有
し
た
時
間
と
、
そ
の
時
の
様
々
な
思
い
、

そ
れ
は
楽
し
い
思
い
出
の
数
々
で
溢
れ
、
ま
だ
色
褪
せ
る
こ
と
は
な
い
。
現
在

の
世
界
は
、
中
学
生
と
し
て
の
自
覚
、
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
中
学
校
生
活

の
中
で
の
経
験
、
新
し
い
出
会
い
な
ど
今
ま
で
と
は
違
っ
た
何
か
に
出
会
う
こ

と
も
で
き
る
場
所
だ
。
そ
し
て
未
来
。
私
は
こ
の
世
界
が
ま
だ
見
え
て
こ
な
い
。

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
三
四
郎
』

選
ん
だ
一
行

三
四
郎
に
は
三
つ
の
世
界
が
出
来
た
。
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そ
こ
で
考
え
て
み
た
。
時
代
を
経
て
も
人
間
が
成
長
し
て
い
く
時
に
考
え
る
こ

と
は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
。
私
は
小
学
五
年
の
後
半
か
ら
よ
く
身
内

の
大
人
達
に
、「
反
抗
期
」
と
言
わ
れ
た
。
他
の
友
達
も
同
じ
よ
う
に
言
わ
れ

た
そ
う
だ
。
と
す
れ
ば
、
三
四
郎
に
描
か
れ
て
い
る
世
界
は
、
私
が
あ
と
五
、

六
年
経
つ
と
見
え
て
く
る
世
界
な
の
で
は
な
い
か
と
。
二
つ
目
の
世
界
ま
で
は
、

今
の
私
で
も
理
解
で
き
る
の
だ
が
、
ど
う
し
て
も
最
後
の
世
界
を
理
解
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
異
性
に
興
味
を
感
じ
る
こ
と
、
も
う
少
し
大
人
に
な
れ
ば
、
美

禰
子
の
気
持
ち
の
変
化
や
、
三
四
郎
の
思
い
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

　「
迷
羊
」

　
こ
の
言
葉
も
気
に
な
る
。
三
つ
目
の
世
界
は
、
こ
の
意
味
が
分
か
れ
ば
、
私

自
身
の
世
界
も
見
え
て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
の
私
に
と
っ
て
は
ミ
ス
テ

リ
ア
ス
な
世
界
だ
。
私
の
世
界
は
ま
だ
二
つ
し
か
な
い
。
こ
の
小
説
を
読
ん
で

そ
う
考
え
た
。

《
中
学
生
の
部
》

自
分
の
意
思
を
伝
え
る

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校
　

1
年

秋
間
　
野
々
香

　
私
は
、
こ
の
一
文
に
は
主
人
公
の
性
格
が
と
て
も
よ
く
表
れ
て
い
る
と
思
っ

た
。
言
葉
に
か
ざ
り
気
が
な
く
、
自
分
の
言
い
た
い
事
・
伝
え
た
い
事
が
直
接

表
さ
れ
て
い
て
、
単
純
で
ま
わ
り
く
ど
い
こ
と
が
苦
手
な
主
人
公
ら
し
い
言
い

ま
わ
し
だ
と
思
う
。
普
通
、
社
会
の
中
で
も
私
達
学
生
の
生
活
の
中
で
も
、

「
間
接
的
な
言
葉
で
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
」
と
い
う
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ

と
思
う
。
き
っ
と
皆
、
そ
れ
を
無
意
識
の
う
ち
に
行
っ
て
い
る
の
だ
。
な
ぜ
そ

ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
相
手
を
傷
つ
け
た
り
自
分
が
嫌
わ
れ
た
り

す
る
の
を
恐
れ
て
い
る
、
も
し
く
は
こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
上
で
の
自
分
の
功

績
や
評
価
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
を
恐
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
私
は
思
う
。
社
会

で
生
き
て
い
く
上
で
、
そ
う
や
っ
て
直
接
言
わ
ず
と
も
相
手
に
自
分
の
意
思
を

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

選
ん
だ
一
行

そ
れ
じ
ゃ
私
も
辞
表
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
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伝
え
る
能
力
と
い
う
の
は
、
と
て
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
は
私
に
も
分
か
る
。

し
か
し
、
時
に
は
こ
の
主
人
公
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
言
葉
に
表
す
こ
と
も
必

要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
し
か
し
、
誰
も
が
主
人
公
の
よ
う
に
自
分
よ
り
目
上
の
人
に
対
し
自
分
の
意

見
を
伝
え
る
事
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
や
ろ
う
と
し
て
も
で
き
な
い
の
だ

と
思
う
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
主
人
公
は
そ
の
み
ん
な
が
で
き
な
い
こ
と
を
行
動

に
移
せ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
私
達
が
抱
え
て
い
る
「
恐
れ
」
を
、
主
人
公
は
何

一
つ
抱
え
て
な
い
か
ら
だ
と
思
う
。
自
分
の
損
得
や
利
益
を
考
え
た
り
せ
ず
、

相
手
の
為
だ
け
を
考
え
た
か
ら
こ
そ
で
き
る
行
動
だ
。
ま
わ
り
く
ど
く
し
て
、

自
分
の
損
害
な
ど
を
恐
れ
た
変
化
球
を
投
げ
る
様
な
言
い
方
を
し
て
し
ま
う
、

多
く
の
人
達
と
違
い
、
主
人
公
は
自
分
の
意
思
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る
た
め
に

直
球
を
投
げ
た
。
そ
れ
は
と
て
も
勇
気
あ
る
行
動
だ
と
思
い
、
私
は
主
人
公
を

と
て
も
尊
敬
し
た
。

　
私
は
、
自
分
が
主
人
公
の
立
場
だ
っ
た
ら
ど
う
行
動
す
る
か
を
考
え
て
み
た
。

一
か
月
し
か
勤
め
て
い
な
い
学
校
で
一
緒
に
喧
嘩
を
止
め
に
行
っ
た
人
が
免
職

さ
れ
た
と
き
、
は
た
し
て
自
分
の
怒
り
の
感
情
だ
け
で
自
分
か
ら
辞
表
を
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
私
に
は
到
底
無
理
だ
。
一
か
月
で
仕
事
を
辞
め

る
な
ん
て
根
性
の
な
い
や
つ
だ
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
し
、
次
の
仕
事
を
探
す
と

き
に
も
必
ず
影
響
が
で
て
き
て
し
ま
う
。
目
上
の
先
生
に
刃
向
い
、
辞
表
を
出

し
、
職
を
無
く
す
よ
う
な
勇
気
は
私
に
は
な
い
。
や
は
り
一
番
に
考
え
て
し
ま

っ
た
の
は
、
自
分
の
利
益
や
損
得
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
常
に
自
分
の
意
思
を
一
番
に
優
先
し
て
い
る
と
、
失
敗
す
る
事
も

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
。
逆
に
、
後
先
の
こ
と
ば
か
り
を
心
配
し
て
、
自
分
の

意
見
を
言
わ
ず
に
い
る
と
、
自
分
の
理
想
と
は
か
け
離
れ
た
仕
事
を
す
る
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
人
間
関
係
も
仕
事
も
う
ま
く
い
っ
て
い
る
人
は
、
そ

の
二
つ
の
バ
ラ
ン
ス
が
う
ま
く
と
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
先
私
達

が
成
長
し
て
い
く
上
で
、
自
分
の
気
持
ち
を
押
し
殺
さ
な
く
て
は
い
け
な
い
こ

と
も
、
し
っ
か
り
と
意
見
を
言
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
う
。
社
会
に
出
た
と
き
に
困
ら
な
い
た
め
に
は
、
今
自
分
の
意
見
を
言
う

べ
き
か
言
わ
な
い
べ
き
か
、
状
況
に
よ
っ
て
違
う
と
い
う
こ
と
を
よ
く
考
え
さ

せ
ら
れ
た
一
文
だ
っ
た
。

《
中
学
生
の
部
》

欲
は
果
て
し
な
い
も
の

日
本
女
子
大
学
附
属
中
学
校
　

1
年

高
橋
　
沙
也
花

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

選
ん
だ
一
行

ナ
ポ
レ
オ
ン
で
も
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
で
も
勝
っ
て
満
足
し
た
も

の
は
一
人
も
な
い
ん
だ
よ
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人
間
は
一
つ
の
欲
を
満
た
す
と
、
欲
が
減
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
も
っ
と
欲

し
い
、
も
っ
と
欲
し
い
と
思
う
。
夏
目
漱
石
は
、『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
な

か
で
、
人
が
気
に
く
わ
な
い
か
ら
喧
嘩
を
す
る
、
先
方
が
閉
口
し
な
い
か
ら
法

廷
に
訴
え
る
、
法
廷
で
勝
っ
て
も
落
着
し
な
い
、
心
の
落
着
は
死
ぬ
ま
で
焦
っ

た
っ
て
片
付
か
な
い
と
書
い
て
い
る
。

　
夏
目
漱
石
は
、「
西
洋
人
の
や
り
方
は
積
極
的
積
極
的
と
云
っ
て
近
頃
大
分

流
行
る
が
、
あ
れ
は
大
い
な
る
欠
点
を
持
っ
て
い
る
よ
。
第
一
積
極
的
と
云
っ

た
っ
て
際
限
が
な
い
話
だ
。」
と
、
近
頃
は
積
極
的
と
称
す
る
欲
深
い
人
が
多

い
と
、
西
洋
人
の
代
表
で
あ
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
や
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
に
か
け
て
批

難
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
西
洋
人
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、
だ
れ
の
心
に
も
あ
る
、

「
大
い
な
る
欠
点
」
だ
と
思
う
。
お
金
や
財
産
、
地
位
や
名
誉
な
ど
を
手
に
入

れ
た
い
と
い
う
欲
に
際
限
が
な
い
。
い
っ
た
ん
手
に
入
れ
て
し
ま
う
と
、
も
っ

と
も
っ
と
、
と
ど
ん
ど
ん
欲
し
く
な
る
。
自
分
の
心
で
あ
り
な
が
ら
、
心
が
欲

に
引
き
ず
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
る
の
だ
と
思
う
。
つ
ま
り
、
自
分
の
目
標

を
忘
れ
て
欲
に
支
配
さ
れ
て
生
き
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
我
意
を
通
し
て
周
囲

の
迷
惑
な
ど
考
え
ず
に
、
際
限
な
く
欲
し
、
満
足
す
る
こ
と
が
な
く
な
る
の
だ
。

　
私
が
こ
の
一
行
を
選
ん
だ
の
は
、
私
は
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
入
れ
て
い
て
、
試

合
の
時
は
常
に
「
勝
ち
た
い
」
と
思
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う

気
持
ち
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
た
た
め
だ
。

　
わ
た
し
が
勝
ち
た
い
と
思
う
心
に
際
限
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
た
だ
し
、
そ

こ
に
は
「
大
い
な
る
欠
点
」
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
逆
に
、
勝
つ
こ
と
で
私
に

関
わ
っ
て
く
れ
た
人
達
に
感
謝
し
、
そ
の
人
達
の
期
待
に
も
応
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
勝
つ
こ
と
は
欲
で
あ
り
、
勝
つ
こ
と
に
満
足
は
な
い
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ

「
大
い
な
る
欠
点
」
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
最
大
の
欲
、
勝
つ
こ
と
と
は
自
分
の
内
面
を
高
め
る
こ

と
に
繋
が
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
夏
目
漱
石
の
言
っ
た
、「
ナ

ポ
レ
オ
ン
で
も
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
で
も
勝
っ
て
満
足
し
た
も
の
は
一
人
も
な

い
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
、
自
分
自
身
を
高
め
る
欲
と
い
う
も
の
は
感
じ
ら

れ
ず
、
罪
を
犯
し
て
ま
で
も
、
欲
に
踊
ら
さ
れ
て
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
く
な
る
こ
と
を
「
大
い
な
る
欠
点
」
と
し
て
い
る
と
思
う
。

　
自
分
を
高
め
る
こ
と
は
、
心
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
満
足
の
度
合
い
を
高
め

る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
は
欲
に
踊
ら
さ
れ
る
こ
と
と
は
正
反

対
な
の
だ
。
同
じ
欲
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
意
味
は
大
き
く
違
い
、
自
分
の
心
の

成
長
と
人
へ
の
感
謝
の
心
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
目
的
を
忘
れ
て
欲
に
引
き
ず
ら
れ
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の

こ
ろ
か
ら
分
か
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
、
人
間
は
歴
史
か
ら
学
ば

ず
、
今
ま
で
も
、
そ
し
て
、
き
っ
と
こ
れ
か
ら
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
の
か
、

そ
の
よ
う
な
、
夏
目
漱
石
の
嘆
き
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。
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《
中
学
生
の
部
》

『
こ
こ
ろ
』
夏
目
漱
石学

校
法
人
関
西
学
園
岡
山
中
学
校
　

2
年

内
藤
　
陽
太

　
僕
が
選
ん
だ
一
行
は
「
私
は
死
ぬ
前
に
た
っ
た
一
人
で
好
い
か
ら
、
他
（
ひ

と
）
を
信
用
し
て
死
に
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
あ
な
た
は
そ
の
た
っ
た
一
人
に

な
れ
ま
す
か
。」
と
い
う
「
先
生
」
の
セ
リ
フ
だ
。
で
は
な
ぜ
そ
の
一
行
を
選

ん
だ
の
か
。
そ
れ
は
現
在
の
僕
に
「
こ
こ
ろ
」
と
い
う
も
の
の
本
当
の
意
味
を

教
え
て
く
れ
た
か
ら
だ
。

　
現
在
の
僕
。
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
思
春
期
と
呼
ば
れ
て
い
る
中
学
生
の
僕
の
こ

と
だ
。
も
し
こ
の
時
期
を
自
分
の
言
葉
で
表
現
し
て
み
ろ
と
言
わ
れ
た
な
ら
ば

僕
は
「
思
っ
て
い
て
も
出
来
な
い
」
と
回
答
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
面
倒
臭
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
つ
ま
り
は
「
素
直
に
な
れ
な
い
」
の
だ
。
こ
れ
ま
で

親
や
兄
弟
、
友
人
に
自
分
の
勝
手
な
言
動
で
迷
惑
を
か
け
て
き
た
。
素
直
に
な

れ
ば
良
か
っ
た
、
そ
う
思
う
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
同
じ
く
「
先
生
」
も
僕
に

は
想
像
も
つ
か
な
い
程
の
過
去
へ
の
罪
悪
感
を
抱
え
て
生
き
て
き
た
。
そ
ん
な

現
在
の
僕
と
「
先
生
」
は
重
な
る
部
分
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
一
行
の
中
に
も
二
度
「
死
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。
死
。
僕
に
は

考
え
る
事
す
ら
出
来
な
い
。
し
か
し
「
先
生
」
は
い
つ
も
死
を
前
提
に
し
て
話

し
て
い
る
気
が
す
る
。
言
葉
一
つ
一
つ
が
ま
る
で
こ
の
世
の
す
べ
て
を
知
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。
僕
も
「
先
生
」
の
よ
う
な
絶
対
的
な
存
在
が
欲
し
く
な

っ
た
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
「
先
生
」
を
含
め
た
人
間
は
万
能
で
は
な
い
。

「
先
生
」
も
人
間
な
の
だ
。
そ
う
思
う
と
人
間
味
を
帯
び
て
、
急
に
親
近
感
が

湧
い
て
き
た
。

　
し
か
し
、「
先
生
」
は
常
に
「
覚
悟
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
と
思
う
。
そ

う
で
な
け
れ
ば
こ
の
セ
リ
フ
は
出
て
こ
な
い
し
、
人
に
言
う
な
ん
て
こ
と
は
し

な
い
だ
ろ
う
。
覚
悟
は
人
間
誰
し
も
が
味
わ
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
「
先

生
」
に
と
っ
て
は
生
き
て
い
る
こ
と
自
体
が
「
覚
悟
」
な
の
で
あ
ろ
う
。
親
友

Ｋ
を
裏
切
っ
て
ま
で
手
に
入
れ
た
恋
人
を
愛
し
て
い
く
の
も
心
苦
し
か
っ
た
だ

ろ
う
し
、
一
番
の
劣
等
感
は
人
を
信
じ
る
こ
と
に
対
し
て
だ
と
思
う
。
人
を
信

用
す
る
こ
と
は
ま
ず
自
分
を
信
用
し
て
い
な
い
と
い
け
な
い
が
、「
先
生
」
は

自
分
自
身
さ
え
も
呪
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
奥
さ
ん
で
は
な
く
「
私
」
に
打
ち
明

け
た
彼
は
、
本
当
の
愛
に
気
づ
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
僕
の
選
ん
だ
一
行
に
は
、
人
へ
の
「
不
信
」
と
「
信
用
」
の
対
立
し
た
意
味

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行

私
は
死
ぬ
前
に
た
っ
た
一
人
で
好
い
か
ら
、
他
を
信
用
し
て
死
に

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
あ
な
た
は
そ
の
た
っ
た
一
人
に
な
れ
ま
す

か
。
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が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
「
先
生
」
の
「
こ
こ
ろ
」
の
葛
藤
が
う
か
が

え
る
。
こ
の
本
を
読
ん
だ
後
に
人
の
弱
さ
や
も
ろ
さ
を
感
じ
た
。
そ
の
反
面
、

人
間
関
係
と
い
う
も
の
の
美
し
さ
も
知
っ
た
。
そ
れ
ら
全
て
踏
ま
え
て
「
こ
こ

ろ
」
な
の
だ
な
と
思
っ
た
。

《
中
学
生
の
部
》

「
先
生
」
の
中
で
生
き
た
漱
石

熊
本
市
立
錦
ケ
丘
中
学
校
　

2
年

田
中
　
鈴
那

　
夏
目
漱
石
と
い
え
ば
誰
も
が
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
う
『
吾
輩
は

猫
で
あ
る
』
が
有
名
だ
が
、
私
は
、
漱
石
が
出
し
た
作
品
の
中
で
も
後
期
に
書

か
れ
た
『
こ
こ
ろ
』
と
い
う
作
品
に
な
ぜ
か
ひ
か
れ
た
。
こ
の
題
名
を
見
た
時
、

私
は
漱
石
の
こ
れ
ま
で
の
作
品
と
違
う
雰
囲
気
を
感
じ
た
。

　「
先
生
」
が
語
り
手
の
「
私
」
に
あ
て
た
手
紙
の
中
に
、

「
私
に
は
故
郷
が
そ
れ
程
懐
か
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
貴
方
に
も
覚
え
が
あ
る

で
し
ょ
う
、
生
れ
た
と
こ
ろ
は
空
気
の
色
が
違
い
ま
す
、
土
地
の
匂
も
格
別
で

す
、
父
や
母
の
記
憶
も
濃
や
か
に
漂
っ
て
い
ま
す
。」

と
い
う
文
が
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
一
文
を
読
ん
で
、
漱
石
が
「
先
生
」
を
少
し

自
分
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

　「
先
生
」
は
ま
だ
二
十
歳
に
な
ら
な
い
時
に
両
親
を
亡
く
し
て
い
た
。
そ
れ

と
似
か
よ
っ
て
い
る
よ
う
に
漱
石
も
ま
た
、
二
歳
ほ
ど
で
実
の
両
親
と
離
さ
れ
、

養
子
に
出
さ
れ
た
。
漱
石
自
身
も
、「
先
生
」
と
同
じ
よ
う
な
境
遇
で
あ
り
、

漱
石
自
身
が
自
分
自
身
の
事
を
言
っ
て
い
た
の
か
と
感
じ
た
。

　「
先
生
」
は
自
分
で
生
き
方
を
決
め
叔
父
か
ら
の
見
合
い
を
断
わ
り
東
京
に

上
京
し
て
き
た
。
漱
石
も
ま
た
、
自
分
の
し
た
い
教
科
が
な
く
学
校
を
中
退
し
、

兄
に
咎
め
ら
れ
る
の
を
嫌
い
学
校
に
通
う
振
り
を
し
て
い
た
。
こ
の
事
か
ら
漱

石
も
「
先
生
」
と
同
じ
よ
う
に
自
分
で
自
分
の
道
を
決
め
人
生
を
全
う
し
た
の

で
あ
る
。

　
漱
石
に
と
っ
て
、『
こ
こ
ろ
』
は
後
期
三
部
作
の
中
の
一
つ
で
も
あ
り
、
人

生
の
ま
と
め
の
作
品
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
う
。

　「
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
は
空
気
の
色
が
違
い
ま
す
」

と
空
気
を
色
で
表
し
て
い
る
漱
石
の
独
創
的
な
表
現
は
漱
石
に
し
か
書
け
な
い

文
学
作
品
の
象
徴
と
も
私
は
考
え
た
。

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行

私
に
は
故
郷
が
そ
れ
程
懐
か
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。
貴
方
に
も
覚

え
が
あ
る
で
し
ょ
う
、
生
れ
た
と
こ
ろ
は
空
気
の
色
が
違
い
ま
す
、

土
地
の
匂
も
格
別
で
す
、
父
や
母
の
記
憶
も
濃
や
か
に
漂
っ
て
い

ま
す
。
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漱
石
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
も
う
す
ぐ
百
年
が
た
と
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ

で
も
作
品
が
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
の
は
、
漱
石
が
歩
ん
で
き
た
人
生
そ
の
も
の

が
作
品
に
表
さ
れ
て
い
て
、
漱
石
の
溢
れ
る
ユ
ー
モ
ア
が
読
み
手
を
作
品
の
中

に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
る
、
そ
ん
な
表
現
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と

思
う
。

　
た
っ
た
一
文
で
も
た
く
さ
ん
感
じ
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
が
、
私
も
家
族
と
一

緒
に
い
ら
れ
る
今
を
精
一
杯
に
悔
い
の
な
い
よ
う
に
生
き
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
た
。
大
人
に
な
っ
て
、
初
め
て
離
れ
て
故
郷
の
大
切
さ
に
気
付
く
と
思
っ

た
。

　「『
先
生
』。
そ
し
て
、
夏
目
漱
石
さ
ん
。『
貴
方
に
も
覚
え
が
あ
る
で
し
ょ

う
』
そ
の
質
問
の
答
え
は
、
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
っ
て
い
く
時
、
懐
か
し
い
な

と
思
え
る
よ
う
な
日
々
を
歩
ん
で
い
き
た
い
で
す
。」
と
、
私
は
二
人
に
伝
え

た
い
。
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《
高
校
生
の
部
》

鮮
烈
な
愛
の
こ
と
ば

立
命
館
高
等
学
校
　

2
年

左
藤
　
海
帆

　「
あ
な
た
に
会
い
に
行
っ
た
ん
で
す
。」
た
だ
た
だ
自
分
の
純
粋
な
気
持
ち
を

綴
っ
た
、
私
の
心
に
深
く
突
き
刺
さ
っ
た
言
葉
で
あ
る
。
今
ま
で
度
胸
が
無
く
、

美
禰
子
と
の
距
離
感
を
掴
み
か
ね
て
い
る
よ
う
な
態
度
を
取
り
続
け
て
い
た
三

四
郎
が
、
初
め
て
自
分
の
素
直
な
気
持
ち
を
伝
え
た
場
面
の
よ
う
に
も
思
え
た
。

私
は
、
そ
ん
な
三
四
郎
の
言
葉
に
美
禰
子
へ
の
愛
の
一
部
分
を
共
有
し
た
よ
う

な
気
さ
え
し
た
。

　
三
四
郎
は
、
田
舎
か
ら
出
て
き
て
訪
れ
た
東
京
に
戸
惑
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
た
。
め
ま
ぐ
る
し
く
道
を
走
る
電
車
に
、
忙
し
な
く
動
き
回
る
人
の
波
。
そ

し
て
何
よ
り
、
そ
ん
な
も
の
に
ま
る
で
頓
着
せ
ず
た
だ
た
だ
自
分
の
思
う
ま
ま

に
生
き
る
人
々
に
、
憧
れ
て
い
た
都
会
と
は
違
う
も
の
を
見
出
し
た
よ
う
に
思

え
る
。
そ
ん
な
中
で
三
四
郎
の
記
憶
に
鮮
烈
に
残
っ
た
女
、
美
禰
子
に
、
彼
は

振
り
回
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
惹
か
れ
て
い
っ
た
。

　
そ
ん
な
二
人
が
、
帰
り
道
を
共
に
す
る
場
面
で
あ
る
。
三
四
郎
は
、
美
禰
子

に
惹
か
れ
な
が
ら
も
そ
れ
ま
で
何
も
行
動
を
起
こ
せ
な
い
ま
ま
で
い
た
。
い
や
、

彼
な
り
に
工
夫
し
て
は
い
た
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
ど
れ
も
決
定
打
に
な
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
美
禰
子
は
相
変
わ
ら
ず
曖
昧
な
態
度
を
取
っ
て
い
て
、
彼
に
気

が
あ
る
よ
う
な
、
そ
う
で
な
い
よ
う
な
煮
え
切
ら
な
い
返
事
し
か
し
な
い
。
私

な
ら
、
そ
ん
な
態
度
を
取
る
よ
う
な
人
は
諦
め
て
し
ま
う
だ
ろ
う
、
と
考
え
た
。

例
え
い
く
ら
惹
か
れ
た
人
で
も
、
自
分
の
言
葉
を
の
ら
り
く
ら
り
と
か
わ
し
て

し
ま
う
よ
う
な
人
に
、
い
つ
ま
で
も
構
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、

潔
く
新
た
に
惹
か
れ
る
人
を
探
し
た
方
が
有
意
義
だ
。
三
四
郎
た
ち
が
生
き
た

時
代
な
ら
な
お
さ
ら
、
早
く
身
を
固
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。
事

実
、
三
四
郎
は
母
か
ら
手
紙
で
結
婚
の
催
促
を
受
け
て
い
た
。

　
し
か
し
、
三
四
郎
は
た
だ
た
だ
正
面
か
ら
「
あ
な
た
に
会
い
に
行
っ
た
ん
で

す
」
と
言
っ
た
。
他
に
用
事
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
く
、
他
の
誰
に
会
い
に
行
っ

た
訳
で
は
な
く
、
単
純
に
美
禰
子
に
会
い
に
行
っ
た
の
だ
と
伝
え
た
。
私
は
、

そ
れ
が
他
の
ど
ん
な
趣
向
を
凝
ら
し
た
言
葉
よ
り
も
、
熱
烈
な
愛
の
言
葉
で
あ

る
よ
う
に
感
じ
た
。
美
し
さ
を
褒
め
る
の
で
も
、
立
ち
居
振
る
舞
い
を
称
え
る

の
で
も
な
く
、
会
い
た
い
か
ら
会
い
に
行
っ
た
の
だ
と
伝
え
る
そ
の
言
葉
は
、

何
に
も
負
け
な
い
強
さ
が
あ
る
と
思
っ
た
。

　「
三
四
郎
は
こ
れ
で
い
え
る
だ
け
の
事
を
悉
く
い
っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。」
愛

を
伝
え
た
後
に
口
下
手
な
面
を
見
せ
る
三
四
郎
に
大
き
な
好
感
を
持
て
る
と
こ

最
優
秀
賞

作
品
名 

『
三
四
郎
』

選
ん
だ
一
行

あ
な
た
に
会
い
に
行
っ
た
ん
で
す
。



36

ろ
も
、
私
が
こ
の
一
場
面
を
素
敵
だ
と
感
じ
た
大
き
な
要
因
な
の
だ
ろ
う
。

　
大
切
な
人
や
愛
す
る
人
に
、
自
分
の
素
直
な
気
持
ち
を
伝
え
る
と
い
う
の
は
、

思
っ
て
い
る
よ
り
照
れ
く
さ
く
て
、
難
し
い
こ
と
だ
。
し
か
し
三
四
郎
は
そ
れ

に
臆
す
る
こ
と
な
く
、
正
面
か
ら
美
禰
子
に
気
持
ち
を
伝
え
た
。
私
も
い
つ
か
、

彼
の
よ
う
に
気
持
ち
を
伝
え
る
と
き
が
来
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
瞬
間
が
私
に
訪

れ
た
時
に
、
私
も
自
分
の
言
え
る
だ
け
の
事
を
伝
え
ら
れ
た
ら
、
と
思
う
。
例

え
僅
か
な
言
葉
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
鮮
烈
に
相
手
の
心
に
突
き
刺
さ
る

に
違
い
な
い
の
だ
。

審
査
講
評

　
正
面
か
ら
「
愛
の
言
葉
」
を
つ
げ
る
強
さ
。
単
純
か
つ
こ
れ
ほ
ど
ま
で

直
截
に
、「
愛
の
言
葉
と
は
」
を
作
品
世
界
か
ら
切
り
取
っ
て
述
べ
て
い

る
読
者
の
若
さ
に
心
打
た
れ
る
。
主
人
公
が
ヒ
ロ
イ
ン
に
発
し
た
シ
ン
プ

ル
な
言
葉
の
持
つ
輝
き
を
と
て
も
う
ま
く
説
明
し
て
い
る
。

《
高
校
生
の
部
》

崇
高
な
孤
独

東
京
都
立
町
田
高
等
学
校
　

3
年

関
口
　
湧
芽
子

　「
崇
高
─
─
な
ぜ
…
…
」

道
也
先
生
の
囁
き
へ
の
高
柳
君
と
私
の
疑
問
で
あ
る
。
道
也
先
生
は
続
け
て
こ

う
答
え
る
。

「
君
は
人
よ
り
高
い
平
面
に
居
る
と
自
信
し
な
が
ら
、
人
が
そ
の
平
面
を
認
め

て
く
れ
な
い
為
に
一
人
坊
っ
ち
な
の
で
し
ょ
う
。
然
し
人
が
認
め
て
く
れ
る
様

な
平
面
な
ら
ば
人
も
上
っ
て
く
る
平
面
で
す
。」

　
つ
ま
り
、
高
柳
君
は
他
よ
り
も
崇
高
な
理
想
を
抱
い
て
い
る
と
自
負
し
つ
つ

も
、
そ
れ
を
人
が
認
め
て
く
れ
な
い
が
た
め
に
孤
独
を
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
、

高
柳
君
の
希
望
は
、「
立
派
な
作
物
を
出
し
て
後
世
に
伝
え
た
い
」
こ
と
な
の

優
　
秀
　
賞

作
品
名 

『
野
分
』

選
ん
だ
一
行

君
は
自
分
だ
け
が
一
人
坊
っ
ち
だ
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
僕

も
一
人
坊
っ
ち
で
す
よ
。
一
人
坊
っ
ち
は
崇
高
な
も
の
で
す
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だ
か
ら
、
他
と
同
等
の
理
想
を
持
ち
、
他
に
認
め
ら
れ
よ
う
と
す
る
必
要
は
な

い
。
大
い
な
る
理
想
を
持
て
。
こ
れ
が
道
也
先
生
の
教
え
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
道
也
先
生
は
「
理
想
の
あ
る
も
の
は
迷
子
に
は
な
ら
な
い
、
迷
い

た
く
て
も
迷
え
な
い
」
と
も
唱
え
て
い
る
。
理
想
を
抱
く
者
の
目
の
前
に
は
進

む
べ
き
道
が
広
が
っ
て
い
る
。
一
方
、「
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
人
間
は
他
人
ま
か
せ
で
あ
る
が
故
に
、「
自
己
」
を
喪
失
し
一
人

坊
っ
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
漱
石
は
、「
自
己
」
と
「
孤
独
」
に
魅
入
ら
れ
た
作
家
の
一
人
だ
。
ロ
ン
ド

ン
留
学
で
、
西
洋
と
の
隔
絶
感
の
た
め
に
神
経
症
に
陥
っ
た
漱
石
は
「
孤
独
」

を
最
も
体
現
し
た
作
家
で
あ
る
、
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
漱
石
が
、

孤
独
と
隣
り
合
わ
せ
で
生
き
て
い
る
私
達
の
最
大
の
理
解
者
で
あ
り
、
大
先
生

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
孤
独
か
ら
脱
す
る
た
め
に
息
を
潜
め
て
い
る
と
「
私
」
を
見
失
っ
て
し
ま
う
。

「
自
己
」
と
「
孤
独
」
は
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
人
と
生
き

る
た
め
に
己
を
殺
す
。
自
分
で
自
分
を
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
こ
そ
が
本
当
の
孤

独
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
他
に
同
調
し
評
価
を
気
に
し
て
己
の
思
考
を
停
止
さ
せ
る
現
代
人
。
私
も
そ

ん
な
現
代
人
の
一
人
だ
。

　
周
り
が
楽
し
そ
う
に
笑
っ
て
い
る
の
に
私
は
笑
え
な
い
。
親
友
と
話
を
し
て

い
て
も
考
え
が
少
し
違
う
だ
け
で
疎
外
感
を
抱
く
。
そ
し
て
受
験
。
私
の
孤
独

は
よ
り
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
時
に
『
野
分
』
を
読
ん
で
、

道
也
先
生
は
私
に
「
孤
独
は
崇
高
な
も
の
だ
」
と
語
り
掛
け
て
き
た
。

　
例
え
周
り
に
理
解
さ
れ
ず
と
も
、
己
の
確
固
た
る
意
志
を
盤
石
な
も
の
と
す

る
。
そ
う
し
て
味
わ
う
孤
独
は
崇
高
な
も
の
だ
。
何
も
、
意
固
地
に
な
る
必
要

が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
だ
け
は
譲
れ
な
い
と
い
う
支
柱
の

よ
う
な
も
の
を
確
立
さ
せ
た
い
の
だ
。

　
孤
独
を
恐
れ
ず
、
大
い
な
る
理
想
を
抱
き
、
行
け
る
所
ま
で
行
こ
う
、
そ
ん

な
強
い
志
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
感
銘
を
受
け
た
。

審
査
講
評

　
小
説
を
自
分
の
中
で
消
化
し
、
自
分
の
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
。
高
い

「
理
想
」
を
追
い
な
が
ら
「
孤
独
」
や
「
疎
外
」
に
敏
感
な
筆
者
の
、
こ

の
一
行
へ
の
共
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
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《
高
校
生
の
部
》

動
く
た
め
に
捨
て
る
べ
き
も
の

福
岡
県
立
小
倉
高
等
学
校
　

2
年

匿
　
　
　
名

　「
私
は
信
念
と
迷
い
の
途
中
に
立
っ
て
、
少
し
も
動
く
こ
と
が
出
来
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。」

　
こ
れ
は
先
生
の
遺
書
に
出
て
く
る
述
懐
の
言
葉
で
あ
る
。
私
は
、
こ
れ
が

『
こ
こ
ろ
』
の
全
て
の
登
場
人
物
に
共
通
し
た
性
質
を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
た
。
先
生
も
Ｋ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
強
い
信
念
を
持
っ
て
い
た
。
ど
ん

な
状
況
で
も
そ
の
信
念
が
根
底
に
あ
る
よ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
決
し

て
特
別
で
は
な
か
っ
た
。
人
並
み
に
、
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
、
悩
み
、
そ
し
て

迷
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
こ
の
信
念
と
迷
い
が
彼
ら
の
人
生
を
重
苦
し
く
変

え
た
の
だ
。
彼
ら
が
何
の
信
念
も
持
た
な
い
人
間
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
閉
塞
感

に
思
い
悩
み
自
殺
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
彼
ら
が
鈍

感
か
つ
傲
慢
で
迷
う
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
未
来
は
大
き
く
変
動
す
る
に
し

ろ
、
こ
れ
も
自
殺
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。『
こ
こ
ろ
』
全
体
に

漂
う
重
苦
し
さ
と
閉
塞
感
の
所
以
は
こ
の
一
行
に
隠
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
登

場
人
物
は
皆
、
信
念
と
迷
い
の
狭
間
で
動
け
ず
に
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
一
行
が
当
て
は
ま
る
の
は
『
こ
こ
ろ
』
の
登
場
人
物
だ
け

だ
ろ
う
か
。
私
は
、
多
く
の
現
代
人
に
も
言
え
る
こ
と
だ
と
思
う
。
今
日
ニ
ュ

ー
ス
で
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
に
、「
い
じ
め
は
良
く
な
い
し
、
困
っ
て
い
る
人

が
そ
ば
に
い
た
ら
助
け
た
い
。
で
も
、
周
り
の
目
が
気
に
な
っ
て
、
結
局
何
も

で
き
な
い
ん
だ
。」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
信
念
と
迷
い
と
の
間
で
板

挟
み
に
会
い
、
動
け
な
く
な
っ
た
傍
観
者
の
言
葉
だ
。
こ
の
よ
う
に
、
先
生
や

Ｋ
と
同
じ
よ
う
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
だ
。
現
代
の
若
者
の

自
殺
の
背
景
に
あ
る
の
も
信
念
と
迷
い
の
間
で
の
ジ
レ
ン
マ
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

　
勿
論
、
私
も
そ
の
中
の
一
人
だ
。
私
は
こ
の
一
行
を
読
ん
だ
時
、
衝
動
的
に

自
分
自
身
を
振
り
返
っ
て
み
た
。
私
に
は
、
一
度
き
り
の
人
生
な
の
だ
か
ら
自

分
の
才
能
を
最
大
限
に
生
か
せ
る
仕
事
に
就
き
、
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う

信
念
が
あ
る
。
し
か
し
、
仕
事
や
人
の
た
め
に
生
き
る
よ
り
、
自
分
だ
け
の
た

め
に
余
暇
を
謳
歌
す
る
気
楽
な
人
生
の
方
が
本
当
に
幸
せ
な
人
生
と
い
え
る
の

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
迷
い
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
私
は
、
未
だ
具
体
的
な

進
路
を
決
定
出
来
ず
に
い
る
。
こ
れ
も
、
信
念
と
迷
い
が
引
き
起
こ
す
弊
害
の

一
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

朝
日
新
聞
社
賞

作
品
名 

『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行

私
は
信
念
と
迷
い
の
途
中
に
立
っ
て
、
少
し
も
動
く
こ
と
が
出
来

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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私
は
、
動
く
た
め
に
迷
い
を
捨
て
る
べ
き
な
の
だ
と
思
う
。
自
分
の
信
念
を

曲
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
だ
。
迷
わ
な
い
人
間
な
ど
い
な
い
し
、
な
ろ

う
と
す
る
必
要
も
な
い
。
た
だ
動
く
た
め
に
、
そ
し
て
信
念
を
貫
く
た
め
に
、

思
い
切
っ
て
迷
い
を
捨
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
気
付
い
た
の
だ
。
そ
う
す
る
こ

と
で
様
々
な
問
題
が
解
決
さ
れ
、
よ
り
よ
い
社
会
を
作
れ
る
は
ず
だ
。
こ
の
こ

と
は
、
先
生
や
Ｋ
の
死
を
無
駄
に
し
な
い
こ
と
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
私
は
こ
の
一
行
に
先
生
や
Ｋ
の
自
殺
の
原
因
を
見
た
。『
こ
こ
ろ
』
の
作
風

を
形
作
る
根
本
的
な
概
念
を
知
っ
た
。
現
代
人
の
抱
え
る
問
題
の
解
決
の
糸
口

を
得
た
。
私
は
、
こ
の
一
行
が
忘
れ
ら
れ
な
い
の
だ
。

審
査
講
評

　「
信
念
」
と
「
迷
い
」
を
軸
に
し
て
一
気
に
読
ま
せ
る
。
構
成
力
、
論

理
性
が
あ
り
、
見
事
な
文
章
。

《
高
校
生
の
部
》

「
人
間
の
罪
」
を
乗
り
越
え
て

大
妻
高
等
学
校
　

2
年

酒
巻
　
祐
理

　「
私
の
鼓
動
が
停
っ
た
時
、
あ
な
た
の
胸
に
新
ら
し
い
命
が
宿
る
事
が
出
来

る
な
ら
満
足
で
す
。」

　
物
語
の
終
盤
、
先
生
が
主
人
公
へ
宛
て
た
遺
書
の
冒
頭
部
分
に
位
置
す
る
一

節
で
あ
る
。

　
こ
の
言
葉
の
真
意
を
探
る
た
め
に
は
、
ま
ず
先
生
が
自
殺
す
る
こ
と
と
な
っ

た
背
景
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
遺
書
の
中
で
、
彼
は
自
殺
に
至
っ
た
経
緯
と

し
て
二
つ
の
重
大
な
出
来
事
を
挙
げ
て
い
る
。
一
つ
は
、
両
親
の
死
後
、
唯
一

の
頼
み
の
綱
で
あ
っ
た
叔
父
に
財
産
を
ご
ま
か
さ
れ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、

一
人
の
女
性
を
め
ぐ
り
、
親
友
の
Ｋ
を
自
殺
に
追
い
込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

紀
伊
國
屋
書
店
賞

作
品
名 

『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行

私
の
鼓
動
が
停
っ
た
時
、
あ
な
た
の
胸
に
新
ら
し
い
命
が
宿
る
事

が
出
来
る
な
ら
満
足
で
す
。
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私
は
ま
ず
、
先
生
は
人
間
不
信
と
友
へ
の
罪
悪
感
か
ら
死
を
決
意
し
た
の
だ

ろ
う
と
考
え
た
。
し
か
し
本
当
に
そ
れ
だ
け
な
の
か
。
先
生
の
自
殺
の
裏
に
は

よ
り
深
い
何
か
が
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
遺
書
の
終
わ
り
に
近
い
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
と
は
印
象
の
違
う
表
現
が
使

わ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
そ
れ
は
Ｋ
の
死
後
、
先
生
の
「
心
を
ぐ
い

と
握
り
締
め
て
少
し
も
動
け
な
い
よ
う
に
す
る
」、「
恐
ろ
し
い
力
」
の
描
写
で

あ
る
。
彼
は
こ
れ
を
「
人
間
の
罪
」
だ
と
解
釈
し
た
。

　
先
生
の
生
き
た
、
文
明
開
化
の
時
代
。
そ
れ
は
、
以
前
ま
で
続
い
て
い
た
集

団
主
義
を
打
ち
破
っ
て
、
西
洋
の
個
人
主
義
が
流
入
し
て
き
た
時
代
で
あ
る
。

社
会
・
技
術
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
個
人
主
義
だ
が
、
そ
れ
は
所
詮
、
外

国
で
生
み
育
て
ら
れ
た
「
外
発
的
」
な
主
義
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
世
間

で
は
本
来
個
人
同
士
の
倫
理
的
な
相
互
理
解
を
目
指
す
個
人
主
義
を
利
己
主
義

と
誤
解
す
る
人
が
現
れ
た
。

　
先
生
の
叔
父
は
、
金
銭
的
欲
求
に
よ
り
、
先
生
を
裏
切
っ
た
。
Ｋ
は
、
仏
教

の
禁
欲
的
な
教
え
と
恋
愛
感
情
の
間
で
葛
藤
し
た
。
先
生
は
、
親
友
を
裏
切
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
道
徳
的
な
義
務
感
と
、
好
き
な
女
性
を
他
人
に
奪
わ
れ

た
く
な
い
と
い
う
利
己
的
な
欲
求
と
の
矛
盾
の
中
で
苦
し
み
、
結
局
自
ら
の
欲

求
を
優
先
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
出
来
事
の
引
き
金
と
な
っ
た
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
こ
れ
こ
そ
が
先
生
の
言

う
「
人
間
の
罪
」
な
の
だ
。
人
間
の
「
胸
の
底
に
生
ま
れ
て
き
た
時
か
ら
」
潜

む
根
源
的
な
罪
な
の
で
あ
る
。

　
私
は
、
人
間
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
は
そ
の
よ
う
な
「
罪
」
の
顔
を
持
つ
一
方
で
、

人
間
の
生
き
る
原
動
力
に
も
な
り
う
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
必
ず
し
も

悪
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
今
こ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
エ
ゴ
イ
ズ

ム
を
如
何
に
排
除
す
る
か
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
克
服
し
て
い
く
か
で
あ
る
。

先
生
が
主
人
公
に
求
め
た
こ
と
、
そ
れ
は
彼
自
身
や
Ｋ
の
よ
う
に
、
エ
ゴ
イ
ズ

ム
を
自
殺
に
よ
っ
て
排
除
す
る
の
で
は
な
く
、
倫
理
的
義
務
と
の
矛
盾
を
越
え

た
「
新
し
い
命
」
と
い
う
形
で
胸
の
中
に
生
か
し
続
け
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
先
生
が
遺
書
に
書
き
残
し
た
こ
の
一
行
は
、
こ
れ
か
ら
利
己
主
義
と
な
い
ま

ぜ
に
な
っ
た
個
人
主
義
の
中
で
生
き
て
い
く
主
人
公
へ
の
エ
ー
ル
で
あ
り
、
警

告
だ
。
こ
れ
は
私
利
私
欲
の
横
行
す
る
昨
今
に
も
充
分
通
じ
る
諫
言
で
あ
る
。

先
生
の
祈
る
「
新
し
い
命
」
が
、
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
心
に
も
息
づ
く
こ

と
を
、
私
は
切
に
願
っ
て
い
る
。

審
査
講
評

　「
先
生
」
が
「
私
」
に
対
し
て
手
紙
と
生
き
方
を
通
し
て
伝
え
た
も
の

を
論
理
的
に
描
写
で
き
て
い
る
。
人
の
「
心
」
を
深
く
考
え
、
生
き
る
た

め
の
警
告
を
発
し
て
い
る
。
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《
高
校
生
の
部
》

マ
ー
ブ
ル
の
空
、
マ
ー
ブ
ル
の
青
春

立
命
館
高
等
学
校
　

2
年

宮
野
　
瑛
梨

　「
空
の
色
が
濁
り
ま
し
た
」
と
美
禰
子
が
云
っ
た
。
美
禰
子
が
菊
ま
つ
り
の

人
ご
み
で
具
合
が
悪
く
な
っ
て
、
三
四
郎
と
抜
け
出
し
小
川
の
ほ
と
り
に
腰
掛

け
て
二
人
で
遠
く
を
眺
め
て
い
た
時
、
色
が
だ
ん
だ
ん
変
っ
て
く
る
空
を
見
て

言
っ
た
一
言
で
あ
る
。
私
の
印
象
に
残
っ
た
一
言
で
も
あ
る
。
こ
ん
な
表
現
は

聞
い
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
思
い
も
つ
か
な
い
。
憂
鬱
な
感
じ
…
で
も
な
く
、

そ
れ
で
い
て
軽
い
わ
け
で
も
な
い
。
そ
の
空
を
見
て
、
三
四
郎
は
「
こ
う
い
う

空
の
下
に
い
る
と
、
心
が
重
く
な
る
が
気
は
軽
く
な
る
」
と
言
っ
て
い
る
。
又
、

「
安
心
し
て
夢
を
見
て
い
る
よ
う
な
空
模
様
だ
」
と
も
。

　
空
の
色
が
濁
る
…
。
た
ぶ
ん
夕
立
の
前
で
も
な
い
、
朝
方
の
空
で
も
な
い
、

心
の
中
の
奥
の
、
奥
の
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
空
の
色
。
わ
か
る
よ
う
で
わ
か
ら

な
い
自
分
の
心
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
他
人
の
心
、
交
ざ
り
合
っ
て

マ
ー
ブ
ル
に
な
る
。
美
禰
子
の
気
持
ち
、
三
四
郎
の
気
持
ち
、
他
の
人
た
ち
の

気
持
ち
、
大
き
な
変
化
の
な
い
中
で
進
ん
で
い
く
日
常
に
も
迷
い
が
あ
っ
て
、

孤
独
が
あ
る
の
だ
。
そ
の
マ
ー
ブ
ル
の
日
常
こ
そ
が
言
い
換
え
れ
ば
、
安
心
し

て
夢
を
見
て
い
る
様
な
、
幸
せ
な
日
常
な
の
だ
と
漱
石
は
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

悩
み
、
考
え
、
思
い
、
幾
重
に
も
重
な
り
溶
け
出
す
日
常
が
。

　
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
今
日
の
空
を
見
て
み
る
。
い
つ
も
の
空
だ
け

ど
何
か
違
っ
て
見
え
る
。
今
日
は
と
て
も
空
が
低
い
。
水
彩
画
の
よ
う
な
白
と

そ
の
上
か
ら
綿
を
薄
く
の
せ
た
よ
う
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
、
切
れ
間
が
ど
こ
か

わ
か
ら
な
い
。
湿
っ
た
風
が
爽
や
か
に
感
じ
ら
れ
る
。
美
禰
子
が
言
っ
た
「
濁

り
ま
し
た
」
と
は
こ
ん
な
感
じ
な
の
だ
ろ
う
か
。
違
う
気
も
す
る
。
私
も
い
つ

か
迷
い
の
中
遠
い
空
を
見
る
と
き
、
悩
み
の
中
、
暗
い
雲
を
見
る
と
き
、
思
い

出
し
た
い
。
そ
れ
は
誰
も
が
直
面
す
る
「
心
は
重
い
が
、
気
は
軽
い
」
安
心
し

て
夢
を
見
て
い
ら
れ
る
空
だ
と
い
う
こ
と
を
。
マ
ー
ブ
ル
の
よ
う
に
グ
ル
グ
ル

回
る
迷
い
の
中
に
も
希
望
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
。

　
私
の
青
春
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
気
が
す
る
が
、
い
つ
か
美
禰
子
が
何
度

も
繰
り
返
し
た
言
葉
、「
ス
ト
レ
イ
シ
ー
プ
」
を
理
解
す
る
日
が
く
る
の
が
待

ち
遠
し
い
よ
う
な
、
怖
い
よ
う
な
気
持
ち
だ
。「
森
の
女
」
の
絵
を
見
て
「
ス

ト
レ
イ
シ
ー
プ
、
ス
ト
レ
イ
シ
ー
プ
」
と
口
の
内
で
繰
り
返
し
た
三
四
郎
は
き

っ
と
マ
ー
ブ
ル
の
青
春
の
中
に
い
た
の
だ
。
そ
し
て
そ
の
渦
か
ら
抜
け
出
せ
な

く
て
、
遠
い
空
を
見
上
げ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。『
三
四
郎
』
を
読
ん
だ
後
、

『
こ
こ
ろ
』
を
読
ん
だ
の
だ
が
、
そ
れ
は
と
て
も
重
苦
し
く
、
暗
く
、
深
い
小

新
潮
社
賞

作
品
名 

『
三
四
郎
』

選
ん
だ
一
行

「
空
の
色
が
濁
り
ま
し
た
」
と
美
禰
子
が
云
っ
た
。
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説
だ
っ
た
。
漱
石
も
ま
た
、
渦
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
「
迷
羊
」
だ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
る
で
あ
の
日
の
空
と
同
じ
よ
う
に
。

審
査
講
評

　「
空
の
色
が
濁
る
」
と
い
う
表
現
の
魅
力
と
意
味
か
ら
出
発
し
て
、
人

間
誰
も
が
持
つ
「
迷
い
」
や
「
孤
独
」「
安
寧
」
に
ま
で
思
い
を
深
め
て

い
る
。「
マ
ー
ブ
ル
の
青
春
」
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
魅
力
的
。

《
高
校
生
の
部
》

軽
　
　
薄

東
京
都
立
戸
山
高
等
学
校
　

3
年

大
森
　
怜
美

　
私
が
選
ん
だ
の
は
、『
こ
こ
ろ
』
の
主
人
公
「
私
」
が
述
べ
た
以
下
の
文
章

で
あ
る
。

「
私
は
人
間
を
は
か
な
い
も
の
に
観
じ
た
。
人
間
の
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
持
っ
て
生
ま
れ
た
軽
薄
を
、
は
か
な
い
も
の
に
観
じ
た
。」

　
こ
れ
は
主
人
公
が
故
郷
へ
向
か
う
汽
車
の
中
、
心
に
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。

病
気
を
患
う
自
身
の
父
の
死
を
覚
悟
し
た
主
人
公
は
、
父
の
病
状
を
伝
え
る
手

紙
を
遠
国
の
兄
に
書
き
、
矛
盾
に
悩
ま
さ
れ
る
。
手
紙
自
体
は
両
親
を
心
配
し

た
り
、
兄
の
帰
省
を
促
し
た
り
と
感
傷
的
に
綴
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
父
に

自
分
は
何
も
し
て
や
れ
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
頭
は
落
ち
着
い
て
現
実
を
受
け

止
め
て
い
る
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
文
章
が
、
私
の
胸
を
強
く
打
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
私
も

主
人
公
と
同
じ
よ
う
な
感
覚
を
味
わ
っ
た
か
ら
だ
。

　
私
は
夏
に
父
を
亡
く
し
た
。
当
初
は
比
較
的
に
冷
静
で
い
ら
れ
た
の
だ
が
、

次
第
に
感
情
が
抑
え
き
れ
な
く
な
り
、
私
は
他
者
に
そ
れ
を
打
ち
明
け
、
愕
然

と
し
た
。
自
分
の
発
す
る
言
葉
が
嘘
く
さ
く
聞
こ
え
て
な
ら
な
い
。
言
葉
を
組

立
て
、
声
を
出
し
て
い
る
自
分
と
、
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
自
分
が
乖
離
し
て
い

た
。
自
分
を
傍
観
し
て
い
る
自
分
の
冷
め
た
視
線
に
つ
き
ま
と
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
話
す
こ
と
が
怖
く
な
り
、
自
分
に
対
す
る
訳
も
分
か
ら
な
い
怒
り
に
駆
ら

れ
、
身
動
き
が
と
れ
な
か
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
『
こ
こ
ろ
』
を
読
み
返
し
、
先
程
の
文
章
を
目
に
し
た
時
、

私
は
自
分
の
胸
に
巣
食
う
怒
り
の
正
体
に
気
付
か
さ
れ
た
。
私
は
「
純
粋
」
に

早
稲
田
大
学
賞

作
品
名 

『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行

私
は
人
間
を
は
か
な
い
も
の
に
観
じ
た
。
人
間
の
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
持
っ
て
生
ま
れ
た
軽
薄
を
、
は
か
な
い
も
の
に
観
じ

た
。
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な
り
た
か
っ
た
の
だ
。
悲
し
い
な
ら
ば
悲
し
み
一
色
に
、
苦
し
い
な
ら
ば
苦
し

み
一
色
に
染
ま
る
こ
と
が
誠
実
さ
だ
と
考
え
る
の
に
、
膜
を
隔
て
て
現
実
を
見

て
い
る
自
分
が
常
に
傍
に
い
る
。
そ
ん
な
軽
薄
な
自
分
を
許
せ
な
い
の
に
、
決

し
て
消
せ
な
い
。
こ
ん
な
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
の
は
私
ば
か
り
と
思
っ
て
い
た

が
、
主
人
公
の
静
か
な
葛
藤
は
、
私
の
そ
れ
に
よ
く
似
て
い
た
。

　
自
分
だ
け
で
は
な
い
の
だ
、
と
い
う
事
実
だ
け
で
も
背
負
っ
て
い
た
荷
が
軽

く
な
っ
た
心
地
が
し
た
が
、
私
を
真
実
救
っ
た
の
は
文
章
中
の
「
は
か
な
い
」

と
い
う
表
現
だ
。「
は
か
な
い
」
は
切
な
さ
、
行
き
場
の
な
い
悲
し
さ
が
に
じ

む
言
葉
だ
が
、
同
時
に
対
象
へ
の
愛
情
や
慈
し
み
の
感
情
が
秘
め
ら
れ
た
言
葉

で
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
言
葉
は
甘
く
柔
ら
か
い
印
象
を

与
え
る
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ
て
い
る
。
主
人
公
は
自
身
を
苦
し
め
た
軽
薄
を
切

り
捨
て
る
の
で
は
な
く
、
受
け
入
れ
、
共
に
生
き
る
道
を
選
ん
だ
の
だ
。

　
私
が
憎
ら
し
く
感
じ
た
軽
薄
を
、
汚
ら
わ
し
い
と
見
な
し
拒
絶
し
た
醜
さ
を
、

主
人
公
は
「
は
か
な
い
」
の
一
言
で
包
ん
で
し
ま
う
。
ひ
ど
く
優
し
く
深
み
が

あ
り
、
ぬ
く
も
り
に
溢
れ
た
主
人
公
の
言
葉
が
血
の
流
れ
に
混
ざ
り
、
私
の
体

内
を
駆
け
巡
る
。
今
日
も
私
は
生
き
て
い
く
。
人
間
の
生
ま
れ
持
っ
た
、
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
軽
薄
を
、
抱
き
し
め
な
が
ら
。

審
査
講
評

　
自
身
の
体
験
と
、
作
品
に
お
け
る
「
私
」
の
父
の
死
を
重
ね
あ
わ
せ
な

が
ら
、
こ
の
文
章
を
丁
寧
に
読
み
解
き
、
漱
石
の
言
葉
を
通
じ
て
人
の
儚

さ
と
軽
薄
さ
を
発
見
し
て
い
る
。

《
高
校
生
の
部
》

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』
を
読
ん
で暁

星
高
等
学
校
　

2
年

甲
原
　
卓
実

　「
し
か
し
君
、
恋
は
罪
悪
で
す
よ
」。
先
生
は
友
人
Ｋ
が
お
嬢
さ
ん
を
思
う
気

持
ち
を
知
っ
て
い
な
が
ら
お
嬢
さ
ん
と
結
婚
し
、
そ
の
結
果
友
人
Ｋ
は
自
殺
し

ま
し
た
。
先
生
に
は
友
人
Ｋ
に
対
す
る
罪
悪
感
は
確
か
に
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
明
治
初
期
と
い
う
時
代
を
考
え
て
み
る
と
、
当
時
の
日
本
語
に

「
愛
」
や
「
恋
」
と
い
っ
た
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
婚
は
家
が
家
を

決
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
の
が
、
た
と
え
当
時
の
知
識
人
で

あ
っ
て
も
守
る
べ
き
規
範
で
し
た
。

　
夏
目
漱
石
は
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
で
西
洋
の
個
人
主
義
を
学
び
ま
し
た
。「
自

分
の
人
生
は
自
分
で
決
め
る
。」
現
代
人
の
感
覚
で
は
当
た
り
前
の
事
で
す
が
、

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行

し
か
し
君
、
恋
は
罪
悪
で
す
よ
。



44

当
時
結
婚
を
自
分
の
意
思
で
決
め
る
、
と
い
う
こ
と
は
「
考
え
ら
れ
な
い
」
こ

と
で
し
た
。
実
際
に
、
漱
石
も
結
局
、
家
が
決
め
た
結
婚
を
し
て
い
ま
す
。
同

時
代
の
森
鴎
外
も
、『
舞
姫
』
に
あ
る
よ
う
な
個
人
の
意
思
で
の
恋
は
捨
て
て
、

家
の
決
め
た
結
婚
を
し
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
留
学
時
代
の
め
く
る
め
く
恋
は
自

分
で
捨
て
た
の
で
、
自
分
の
想
う
人
と
結
婚
す
る
と
い
う
こ
と
は
当
時
は
と
て

も
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
親
を
捨
て
、
友
人
を
裏
切

る
「
利
己
主
義
」
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
た
。『
こ
こ
ろ
』
で

も
、
結
局
お
嬢
さ
ん
の
母
親
に
「
許
可
を
も
ら
う
」
と
い
う
形
で
当
時
の

「
家
」
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
、
そ
の
こ
と
で
ま
た
漱
石
も
個
人
主
義
と
家
の
間

で
悩
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
自
分
が
お
嬢
さ
ん
と
結
婚
す
る
こ
と
が
、
友
人
を
死
に
追
い
や

っ
た
罪
悪
感
と
、「
家
」
に
代
表
さ
れ
る
親
や
友
人
を
裏
切
っ
た
と
い
う
気
持

ち
と
、
二
重
に
罪
悪
感
を
持
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
、「
し
か
し
君
、

恋
は
罪
悪
で
す
よ
」
と
い
う
言
葉
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　「
家
」
と
「
個
人
」
の
間
で
悩
む
明
治
に
比
べ
、
そ
の
次
の
大
正
時
代
は

「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
明
治
に
比
べ
る
と
個
人
の
自
由

を
謳
歌
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
個
人
の
自
由
は
西
欧
の
「
個
人
主
義
」
と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
、

大
正
時
代
の
個
人
の
自
由
は
、
神
と
の
相
対
す
る
中
で
個
人
を
見
つ
め
て
き
た

「
個
人
主
義
」
と
は
全
く
違
う
も
の
で
あ
り
、
昭
和
の
軍
国
主
義
に
容
易
に
呑

み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
現
代
を
生
き
る
自
分
が
漱
石
の
よ
う
に
「
自
分
と
は
何
か
、
何
を
す
べ
き
な

の
か
、
ど
う
生
き
る
べ
き
か
」
と
考
え
て
い
る
と
は
全
く
思
い
ま
せ
ん
。
こ
の

夏
ほ
ん
の
少
し
で
す
が
、「
恋
は
罪
悪
」
と
い
う
言
葉
で
自
分
自
身
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
夏
目
漱
石
は
、
恋
と
い
う
も
の
を
個

人
主
義
の
象
徴
と
し
て
考
え
て
い
ま
し
た
。「
恋
」
と
い
う
言
葉
を
「
個
人
主

義
」
と
し
て
置
き
換
え
て
み
る
と
、
夏
目
漱
石
が
当
時
の
日
本
と
西
洋
の
個
人

主
義
と
の
間
で
悩
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

《
高
校
生
の
部
》

帰
れ
る
場
所

麹
町
学
園
女
子
高
等
学
校
　

2
年

藤
森
　
瑶
子

　
清
が
亡
く
な
っ
た
後
も
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
人
生
を
堂
々
と
生
き
て
い
け
る
だ
ろ

う
。「
親
譲
り
の
無
鉄
砲
で
小
供
の
時
か
ら
損
ば
か
り
し
て
い
る
」
と
し
て
も
。

こ
れ
が
、
私
が
こ
の
本
を
読
ん
で
思
う
こ
と
だ
。
こ
の
よ
う
に
感
じ
は
じ
め
た

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』

選
ん
だ
一
行

だ
か
ら
清
の
墓
は
小
日
向
の
養
源
寺
に
あ
る
。
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き
っ
か
け
は
、
最
後
の
一
文
だ
っ
た
。

　「
だ
か
ら
清
の
墓
は
小
日
向
の
養
源
寺
に
あ
る
。」
こ
の
一
文
を
読
み
終
え
て
、

急
に
肩
の
荷
が
お
り
た
気
が
し
た
。
清
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
坊
っ
ち
ゃ

ん
は
無
条
件
の
愛
を
失
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
清
の
存
在
は
、
清
が
亡

く
な
っ
た
後
も
坊
っ
ち
ゃ
ん
を
支
え
続
け
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
清
は
、
ど
ん

な
坊
っ
ち
ゃ
ん
で
も
受
け
入
れ
て
く
れ
る
存
在
だ
。

　
私
は
、
い
つ
も
周
り
を
見
て
焦
っ
て
い
る
。
何
と
な
く
自
分
の
考
え
は
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
が
周
り
と
一
致
し
な
い
と
不
安
に
な
っ
て
悩
ん
で
し
ま
う
。
結

局
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
に
し
か
分
か
ら
な
い
。
そ
し
て
、
自
分
が
ど
う
考
え
、

ど
う
行
動
す
る
か
も
自
分
で
決
め
る
し
か
な
い
。
し
か
し
、
他
人
は
そ
れ
に
対

し
て
嫌
で
も
評
価
を
し
て
く
る
。
他
人
は
、
そ
の
人
の
価
値
観
で
評
価
す
る
。

そ
う
思
う
と
、
未
熟
な
自
分
に
不
安
に
な
り
、
孤
独
を
感
じ
る
。
し
か
し
、
ど

う
感
じ
る
も
そ
の
人
自
身
の
問
題
で
、
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
の
だ
。

　
私
が
そ
ん
な
心
配
を
し
て
い
る
一
方
で
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
不
公
平
や
ず
る

い
事
を
嫌
い
、
自
分
の
「
正
義
」
を
貫
い
て
い
る
。
松
山
の
中
学
校
に
赴
任
し

て
は
、
田
舎
者
を
馬
鹿
に
し
、
江
戸
っ
子
の
誇
り
を
示
そ
う
と
す
る
。
し
か
し
、

田
舎
者
は
坊
っ
ち
ゃ
ん
を
馬
鹿
に
し
て
く
る
の
で
あ
る
。「
正
義
」
に
反
す
る

こ
と
も
す
る
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
状
況
で
も
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
「
正
義
」
を
貫

こ
う
と
す
る
。

　
中
学
校
の
宿
直
当
番
で
も
生
徒
に
か
ら
か
わ
れ
、
困
る
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、

「
正
直
に
白
状
し
て
し
ま
う
が
、
お
れ
は
勇
気
の
あ
る
わ
り
に
知
恵
が
足
り
な

い
。
こ
ん
な
時
に
ど
う
し
て
い
い
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
わ
か
ら
な
い
け

れ
ど
も
、
け
っ
し
て
負
け
る
つ
も
り
は
な
い
。」

と
、
自
分
の
欠
点
を
認
め
て
い
る
が
、
自
分
を
否
定
す
る
こ
と
は
な
い
。
自
分

を
受
け
入
れ
て
い
る
。
清
が
、
世
間
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
坊
っ
ち
ゃ
ん
を
受

け
入
れ
た
よ
う
に
。
物
語
の
初
め
、
誰
か
ら
も
愛
さ
れ
な
い
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、

唯
一
愛
し
て
く
れ
る
清
を
「
気
味
が
わ
る
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
松

山
に
赴
任
す
る
と
、
清
の
こ
と
を
た
び
た
び
思
い
出
し
、
考
え
る
。
そ
し
て
、

「
正
義
」
を
貫
く
こ
と
で
、
田
舎
者
に
対
抗
す
る
。
私
は
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
が

「
正
義
」
を
貫
く
こ
と
は
、「
真
っ
直
ぐ
で
よ
い
御
気
性
だ
」
と
ほ
め
て
受
け
入

れ
て
く
れ
た
清
へ
の
無
意
識
な
感
謝
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
結
局
、

教
師
の
い
ざ
こ
ざ
に
巻
き
込
ま
れ
、
懲
り
て
東
京
に
戻
り
、「
下
宿
へ
も
行
か

ず
、
革
鞄
を
さ
げ
た
ま
ま
、
清
や
帰
っ
た
よ
と
飛
び
込
ん
だ
。」

　
坊
っ
ち
ゃ
ん
を
あ
り
の
ま
ま
に
認
め
て
く
れ
る
清
が
い
る
。
だ
か
ら
、
坊
っ

ち
ゃ
ん
は
こ
れ
か
ら
も
堂
々
と
生
き
て
い
け
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
坊
っ
ち
ゃ
ん

が
、
私
を
少
し
支
え
て
く
れ
た
。
最
後
の
、
こ
の
一
文
が
そ
の
き
っ
か
け
を
く

れ
た
。
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《
高
校
生
の
部
》

正
し
く
生
き
る

サ
レ
ジ
オ
学
院
高
等
学
校
　

2
年

末
　
虎
太
郎

　「
他
に
愛
想
を
尽
か
し
た
私
は
、
自
分
に
も
愛
想
を
尽
か
し
た
。」
そ
れ
は
い

っ
た
い
ど
の
よ
う
な
心
持
ち
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
先
生
は
完
全
に
信
頼
し
き
っ
て
い
た
叔
父
に
裏
切
ら
れ
る
こ
と
で
、

他
人
に
愛
想
を
尽
か
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
先
生
に
暗
い
陰
を
落
と
し

て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
い
ざ
と
い
う
間
際
に
は
善

人
で
あ
っ
て
も
急
に
悪
人
に
変
わ
る
」
と
、
叔
父
は
金
の
た
め
に
変
わ
っ
た
が

元
は
善
人
で
あ
る
と
言
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
そ
の
時
点
で

他
人
に
対
す
る
信
頼
を
す
っ
か
り
失
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
。
実
際
、

大
学
時
代
の
先
生
は
Ｋ
と
も
「
奥
さ
ん
」
と
も
腹
を
割
っ
て
話
し
て
い
た
。

　
で
は
、
Ｋ
を
責
め
た
挙
げ
句
、
自
殺
に
追
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
後
の
先
生
は

ど
う
だ
っ
た
か
。
他
人
を
信
用
し
な
く
な
っ
た
後
も
唯
一
立
派
な
人
間
だ
と
思

っ
て
い
た
自
分
が
、
恋
人
を
取
ら
れ
な
い
た
め
に
友
人
を
追
い
込
む
。
自
分
も

信
用
で
き
な
い
人
間
と
い
う
も
の
の
一
人
だ
と
気
づ
い
た
と
き
の
絶
望
感
は
ど

ん
な
に
辛
い
も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
後
先
生
は
、
世
の
中
に
た
っ
た
一
人

で
暮
ら
し
て
い
る
と
言
っ
た
方
が
適
切
な
生
活
を
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
一
見
す
る
と
先
生
は
、
他
人
、
自
分
の
順
で
愛
想
を
尽
か
し
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
が
、
他
人
を
本
当
の
意
味
で
信
頼
で
き
な
く
な
っ
た
の
は
、
自
分
に
愛

想
を
尽
か
し
た
後
で
は
な
い
か
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
Ｋ
の
死
の
後
、
先
生
の

性
質
が
変
わ
っ
て
い
っ
て
、
他
人
と
付
き
合
わ
な
く
な
っ
た
、
と
の
先
生
の
奥

さ
ん
の
言
葉
も
あ
る
。
自
分
を
信
じ
て
い
た
頃
は
ま
だ
、
信
用
で
き
な
い
、
愛

想
を
尽
か
し
た
な
ど
と
言
い
つ
つ
も
他
人
と
付
き
合
っ
て
い
た
の
だ
。
ど
ん
な

に
信
用
で
き
な
い
相
手
で
あ
っ
て
も
、
話
を
し
た
り
、
意
見
を
求
め
た
り
す
る

程
度
な
ら
、
自
分
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
か
け
れ
ば
い
い
の
だ
か
ら
、
害
は
な
い
だ

ろ
う
と
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
で
あ
る
自
分
自
身
へ
の
信
頼
が
壊
れ

る
と
、
良
い
事
悪
い
事
の
区
別
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、

何
も
か
も
信
じ
ら
れ
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
つ
ま
り
、
先
生
は
自

分
を
信
頼
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
他
人
を
も
全
く
信
頼
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
よ
う
に
私
は
感
じ
た
。

　
一
時
の
感
情
で
信
頼
関
係
を
壊
し
て
裏
切
っ
て
し
ま
う
な
ど
と
い
う
こ
と
は

誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
。
も
し
、
自
分
を
信
頼
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
に
な
っ

た
ら
、
誰
で
も
先
生
の
よ
う
な
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
可
能
性
は
あ
る
の
で
は

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行

他
に
愛
想
を
尽
か
し
た
私
は
、
自
分
に
も
愛
想
を
尽
か
し
て
動
け

な
く
な
っ
た
の
で
す
。
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な
い
か
。
そ
し
て
、
自
分
を
含
め
誰
も
信
用
で
き
な
い
と
い
う
孤
独
感
こ
そ
が
、

日
本
に
多
い
自
殺
や
、
通
り
魔
な
ど
と
い
っ
た
無
差
別
に
人
へ
憎
悪
を
ぶ
つ
け

る
よ
う
な
行
為
に
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
の
だ
。

　
私
た
ち
が
こ
の
『
こ
こ
ろ
』
か
ら
読
み
解
く
べ
き
こ
と
は
、
た
と
え
他
人
に

ば
れ
ず
に
悪
事
を
行
え
た
と
し
て
も
、
自
分
の
「
こ
こ
ろ
」
が
知
ら
ぬ
う
ち
に

自
分
自
身
に
罰
を
与
え
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
自
分
へ
の
信
頼
と
い
う

最
も
重
要
な
も
の
が
次
第
に
蝕
ま
れ
て
い
く
の
だ
。
自
分
を
信
じ
ら
れ
ず
、
他

人
も
信
用
せ
ず
生
き
て
い
く
。
ど
ん
な
に
金
銭
的
に
豊
か
で
優
雅
な
生
活
が
で

き
た
と
し
て
も
、
も
は
や
そ
れ
は
幸
せ
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

《
高
校
生
の
部
》

人
間
の
本
質

サ
レ
ジ
オ
学
院
高
等
学
校
　

2
年

水
野
　
直
貴

　
私
自
身
は
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
高
校
生
で
あ
り
、
こ
の
社
会
、
そ
し
て
人
び

と
、
と
い
う
も
の
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
よ
く
知
ら
な

い
。
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
、「
私
」
も
同
じ
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
良
く
言
え

ば
純
粋
、
裏
を
返
せ
ば
世
間
知
ら
ず
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

「
私
」
は
、「
先
生
」
に
向
か
っ
て
直
接
に
そ
の
過
去
を
問
い
質
し
、「
先
生
」

も
そ
れ
を
受
け
止
め
、
こ
の
告
白
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、「
先

生
」
は
、
そ
の
死
の
代
わ
り
に
、「
私
」
の
思
想
の
糧
と
な
り
、
そ
こ
で
生
き

る
こ
と
を
選
ん
だ
と
も
言
え
よ
う
。

　「
先
生
」
の
遺
書
を
読
ん
だ
と
き
の
「
私
」
の
気
持
ち
を
推
し
量
る
な
ら
ば
、

ま
さ
に
、
こ
の
箇
所
に
あ
る
よ
う
に
、
人
の
心
の
い
か
に
利
己
的
で
あ
る
か
、

そ
し
て
ま
た
、
そ
れ
が
い
か
に
普
遍
的
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
知
ら
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
一
種
の
諦
め
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
私
は
思
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
一
行
が
私
の
心
に
深
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

自
己
の
欲
求
に
囚
わ
れ
、
他
人
の
こ
と
な
ど
は
自
分
の
視
界
に
入
る
余
裕
な
ど

な
い
ま
ま
に
、
そ
の
欲
望
の
ま
ま
に
行
動
す
る
。
そ
れ
は
な
に
も
「
先
生
」
の

叔
父
や
「
先
生
」
の
み
な
ら
ず
、
誰
に
と
っ
て
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
り
、

私
も
決
し
て
例
外
で
は
な
い
。

　
だ
が
、
作
中
の
「
先
生
」
の
行
動
も
含
め
て
、
そ
の
こ
と
が
一
概
に
悪
い
こ

と
で
あ
る
と
は
ど
う
も
思
え
な
い
。
誰
で
も
、
自
分
が
一
番
大
事
な
の
は
当
た

り
前
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
人
間
の
本
質
で
あ
る
と
も
思
う
。
欲
す
る
も
の

を
諦
め
て
一
生
涯
の
後
悔
を
残
す
ほ
ど
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
他
人
を
押
し
の
け

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行

私
は
暗
い
人
世
の
影
を
遠
慮
な
く
あ
な
た
の
頭
の
上
に
投
げ
か
け

て
上
ま
す
。
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て
で
も
、
自
分
の
意
の
ま
ま
に
行
動
す
る
、
と
い
う
の
も
一
つ
正
し
い
選
択
か

も
し
れ
な
い
。「
先
生
」
も
、
友
人
が
自
ら
死
を
選
ぶ
こ
と
さ
え
な
け
れ
ば
、

こ
こ
ま
で
自
責
の
念
に
駆
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際

に
友
人
は
死
を
選
び
、「
先
生
」
は
か
つ
て
憎
ん
だ
叔
父
と
自
分
を
重
ね
合
わ

せ
、
自
責
と
後
悔
の
中
で
生
き
続
け
た
。

　「
先
生
」
は
作
中
に
お
い
て
、「『
私
』
が
真
面
目
だ
か
ら
、
自
分
の
過
去
を

伝
え
る
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
し
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
一
義
的
に
は
「
先

生
」
が
「
私
」
を
信
頼
し
て
い
る
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
た
だ
、「
先
生
」
も

同
じ
く
「
真
面
目
」
な
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
あ
る
と
き
は

騙
さ
れ
、
あ
る
と
き
は
騙
し
た
。「
私
」
が
真
面
目
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
と
同

じ
道
を
辿
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
意
味
も
含
ん
で
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
そ
う
い
う
観
点
か
ら
こ
の
一
行
を
見
る
と
、「
先
生
」
の
最
後
の
悲
痛
な
願

い
と
い
う
も
の
が
、
私
の
心
に
訴
え
か
け
て
き
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
私
自

身
も
、
心
の
片
隅
に
こ
の
一
行
を
そ
っ
と
置
い
て
お
く
こ
と
に
す
れ
ば
、「
先

生
」
に
対
す
る
せ
め
て
も
の
供
養
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

《
高
校
生
の
部
》

魔
物
の
よ
う
な
男

鎌
倉
女
子
大
学
高
等
部
　

2
年

前
場
　
香
奈

　
私
の
選
ん
だ
一
文
は
「
私
に
は
彼
が
一
種
の
魔
物
の
よ
う
に
思
え
た
か
ら
で

し
ょ
う
」
で
す
。
こ
の
作
品
は
一
人
の
女
性
に
対
し
て
一
人
の
男
性
の
そ
の

時
々
で
見
せ
る
感
情
の
変
化
や
、
対
峙
す
る
も
う
一
人
の
「
魔
物
」
と
表
現
さ

れ
た
男
性
と
の
一
人
の
女
性
を
め
ぐ
る
心
理
戦
が
細
か
く
描
写
さ
れ
て
い
る
作

品
だ
と
思
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、
知
ら
な
い
人
と
も
簡
単

に
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
、
友
人
同
士
に
お
い
て
も
メ
ー
ル
で
用
件
を
済
ま
せ

て
し
ま
う
今
日
、
こ
の
二
人
の
静
か
な
、
し
か
し
激
し
い
感
情
の
ぶ
つ
か
り
合

い
と
葛
藤
に
今
の
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、
何
と
人
間
関
係
が
希
薄
に

な
っ
て
い
る
か
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
大
正
初
期
に
発

表
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
日
本
が
近
代
化
に
向
け
て
徐
々
に
歩
み
始
め
て
い
る

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行

私
に
は
彼
が
一
種
の
魔
物
の
よ
う
に
思
え
た
か
ら
で
し
ょ
う
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時
期
で
、
ま
だ
異
性
に
対
し
て
臆
病
な
人
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

ん
な
時
代
背
景
の
中
で
、
二
人
の
男
性
が
同
じ
女
性
を
好
き
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
私
は
、
先
生
が
「
魔
物
」
と
表
現
し
た
ラ
イ
バ
ル
の
「
結
ん
だ
口

元
の
肉
が
震
え
る
よ
う
に
動
い
て
い
る
の
を
注
視
し
」、
予
覚
が
な
か
っ
た
と

こ
ろ
に
「
切
な
い
恋
」
を
打
ち
明
け
ら
れ
、
そ
の
強
さ
を
認
識
し
て
い
る
だ
け

に
、
ラ
イ
バ
ル
関
係
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
Ｋ
を
「
一
種
の
魔
物
の
よ
う
に
思
え

た
」
と
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
共
感
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
の
後
も
様
々
な
駆

け
引
き
が
展
開
さ
れ
ま
す
が
、「
魔
物
の
よ
う
な
」
彼
の
強
さ
を
認
識
し
て
い

る
だ
け
に
、
一
方
の
彼
は
相
手
の
心
理
を
読
み
と
る
こ
と
に
精
一
杯
で
、
な
か

な
か
事
態
が
進
ん
で
い
か
な
い
こ
と
に
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
私
は
ま
だ

恋
愛
に
ラ
イ
バ
ル
関
係
が
成
り
立
つ
状
況
に
な
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。
相

手
が
自
分
よ
り
秀
で
た
女
性
だ
っ
た
ら
、
や
は
り
「
魔
物
」
と
い
い
そ
の
恋
愛

は
戦
わ
ず
し
て
諦
め
て
し
ま
う
か
、
早
く
告
白
し
て
勝
敗
を
決
め
て
し
ま
う
の

か
、
ま
た
お
互
い
心
理
戦
に
持
ち
込
ん
で
相
手
の
出
方
を
見
極
め
る
の
か
私
は

ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
に
は
な
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
「
魔
物
の
よ

う
な
」
人
と
戦
う
の
は
勇
気
も
い
る
し
、
そ
の
前
に
私
の
心
が
折
れ
て
し
ま
い

そ
う
で
、
な
か
な
か
行
動
に
移
せ
な
い
状
況
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

彼
は
精
神
的
に
も
か
な
り
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
し
か
し
「
母
親
」
を
味
方
に
つ
け
勝
利
し
た
直
後
、
ラ
イ
バ
ル
の
自
殺
で

関
係
に
ピ
リ
オ
ド
が
打
た
れ
ま
す
。
こ
の
自
殺
と
い
う
行
為
は
敗
北
し
た
こ
と

の
劣
等
感
だ
っ
た
の
か
、
ま
た
彼
に
対
し
て
の
復
讐
の
意
味
だ
っ
た
の
か
、
そ

の
真
相
を
想
像
し
て
い
る
う
ち
に
彼
ら
は
結
婚
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
友
人
の
自

殺
は
彼
ら
の
結
婚
生
活
に
影
を
落
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
非

常
に
気
に
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
死
」
を
選
ん
だ
こ
と
は
少
な
か

ら
ず
、
彼
の
人
生
で
忘
れ
去
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
の
で
死
ん
で
も
な
お

彼
の
心
に
生
き
続
け
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
や
は
り
「
魔
物
」
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
は
昼
夜
関
係
な
く
相
手
の
顔
を
見
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
二
人
の
よ
う
に
「
人
間

対
人
間
」
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

《
高
校
生
の
部
》

生
き
て
行
く
決
心

鎌
倉
女
子
大
学
高
等
部
　

2
年

矢
部
　
晃
子

　
こ
の
一
行
は
、「
死
ぬ
」
の
で
は
な
く
、「
死
ん
だ
気
で
生
き
る
」
と
い
う
と

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行

私
は
し
か
た
が
な
い
か
ら
、
死
ん
だ
気
で
生
き
て
行
こ
う
と
決
心

し
ま
し
た
。
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こ
ろ
が
と
て
も
先
生
ら
し
い
と
私
は
思
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
先
生
は
Ｋ
が
自
殺

し
た
の
は
自
分
の
せ
い
だ
と
い
う
強
い
罪
悪
感
を
持
ち
、
自
ら
に
嫌
悪
感
を
抱

い
て
い
る
か
ら
だ
。

　
乃
木
大
将
の
「
申
し
訳
の
た
め
に
死
の
う
死
の
う
と
思
っ
て
、
今
日
ま
で
生

き
て
き
た
」
と
い
う
書
き
残
し
を
読
ん
で
、
先
生
が
、
生
き
て
い
た
三
十
五
年

間
と
刀
を
腹
に
突
き
立
て
た
一
刹
那
の
ど
ち
ら
が
彼
に
と
っ
て
苦
し
か
っ
た
だ

ろ
う
か
と
考
え
る
一
節
が
後
に
あ
る
。
私
は
前
者
の
ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
苦
し
い

と
思
う
。
痛
み
の
程
度
で
い
え
ば
、
刃
を
自
ら
の
腹
に
突
き
立
て
る
と
き
の
ほ

う
が
さ
ぞ
か
し
痛
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
一
刹
那
の
痛
み
さ
え
我
慢
す
れ

ば
そ
の
後
に
自
分
が
感
じ
る
こ
と
は
何
も
な
い
。
こ
の
一
節
の
少
し
前
で
、
先

生
が
い
ち
ば
ん
楽
な
努
力
で
遂
行
で
き
る
も
の
は
自
殺
よ
り
ほ
か
に
な
い
と
感

ず
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
私
と
同
じ
考
え
が
先
生
の
頭
の
ど
こ
か
に
あ
っ
た

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
の
考
え
を
持
ち
つ
つ
、
あ
え
て
「
死
ん
だ
気
で
生
き
て
行
く
」
道
を
選
択

し
た
先
生
の
行
動
は
Ｋ
へ
の
償
い
と
見
て
と
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
自
分
自
身
に

課
し
た
罰
と
も
と
れ
る
。

　
も
し
、
今
私
が
述
べ
た
こ
と
を
先
生
に
伝
え
た
な
ら
ば
、
先
生
は
「
そ
ん
な

大
層
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
自
己
満
足
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
の
で

す
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
先
生
は
先
生
の
語
る
と
お

り
、
人
を
疑
る
こ
と
の
止
め
ら
れ
な
い
臆
病
な
人
だ
っ
た
。
そ
れ
で
い
て
嫉
妬

深
く
、
時
に
は
相
手
の
弱
気
に
つ
け
こ
ん
で
相
手
を
打
ち
の
め
す
狡
猾
さ
を
も

持
つ
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
先
生
を
私
は
ど
う
し
て
も
嫌
い
に
な
れ
な
い
の
だ
。
き
っ

と
そ
れ
は
、
私
が
先
生
の
行
動
や
感
情
に
共
感
す
る
点
が
多
す
ぎ
た
か
ら
だ
と

思
う
。
す
る
と
、
先
生
と
い
う
人
物
は
実
は
ど
こ
に
で
も
い
る
平
凡
な
人
間
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
。
私
は
、
今
ま
で
先
生
の
経
験
し
た
よ
う

な
こ
と
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、
今
こ
こ
に
生
き
て
い
る
が
、
も
し
私

が
先
生
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
経
験
し
た
と
き
に
今
と
同
じ
く
生
き
て
い
ら
れ

る
自
信
は
な
く
、
先
生
と
同
じ
道
を
歩
む
よ
う
に
し
か
思
え
な
い
。

　
先
生
と
ど
こ
に
で
も
い
る
平
凡
な
人
間
と
の
違
い
は
、
楽
な
道
と
辛
い
道
の

二
つ
を
指
し
し
め
さ
れ
た
と
き
に
、
辛
い
道
を
選
ん
だ
こ
と
だ
。
そ
の
辛
い
道

を
最
後
ま
で
通
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
先
生
は
自
分
で
自
分
を

苦
し
め
る
決
心
を
す
る
と
い
う
強
さ
を
確
か
に
持
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に

現
代
の
人
間
が
持
っ
て
い
な
い
強
さ
で
あ
り
、
ま
た
人
間
と
し
て
持
っ
て
い
る

べ
き
強
さ
な
の
だ
ろ
う
。
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《
高
校
生
の
部
》

『
こ
こ
ろ
』
を
読
ん
で

北
鎌
倉
女
子
学
園
高
等
学
校
　

2
年

今
井
　
茜

　
私
が
こ
の
一
行
を
選
ん
だ
の
は
、
人
は
皆
、
自
分
が
信
じ
ら
れ
る
人
や
も
の

の
存
在
が
あ
る
こ
と
が
活
動
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て
生
き
る
理
由
と
な
っ

て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
ど
ん
な
に
辛

い
状
況
に
い
て
も
、「
こ
れ
だ
け
は
確
か
に
信
じ
ら
れ
る
」
と
い
う
も
の
や
こ

と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
た
め
に
乗
り
越
え
よ
う
と
努
力
で
き
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
物
語
の
前
半
で
は
青
年
と
先
生
の
交
流
が
青
年
の
目
線
で
描
か
れ
て
い
ま
す

が
、
先
生
が
自
分
自
身
を
「
他
人
そ
し
て
自
分
す
ら
も
信
じ
る
こ
と
の
で
き
な

い
淋
し
い
人
間
だ
」
と
表
現
し
て
い
た
場
面
が
私
に
と
っ
て
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。
自
分
の
感
情
、
自
分
が
ど
う
い
う
人
間
な
の
か
を
非
常
に
論
理
的
・
客

観
的
に
冷
静
に
と
ら
え
て
い
る
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
時
は
た
だ
、
先
生

は
割
り
切
っ
た
考
え
を
持
っ
た
人
な
の
だ
ろ
う
と
し
か
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
後
半
の
先
生
の
遺
書
を
読
み
終
わ
っ
た
時
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と

が
は
っ
き
り
分
か
り
ま
し
た
。
彼
は
学
生
時
代
、
そ
れ
ま
で
信
頼
し
、
頼
り
に

し
て
い
た
叔
父
を
結
婚
の
問
題
で
信
頼
で
き
な
く
な
り
、
善
人
が
ふ
と
し
た
こ

と
で
突
然
、
悪
人
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
悟
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
原

因
で
他
人
を
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
先
生
は
、
後
に
Ｋ
と
の
恋
愛
問

題
、
そ
し
て
Ｋ
の
自
殺
に
よ
っ
て
自
分
の
こ
と
も
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
ど
れ
だ
け
先
生
に
と
っ
て
辛
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
私
自

身
、
他
人
を
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
を
信
じ
ら
れ

な
く
な
っ
た
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
こ
と
を
想
像
し
て
み

る
と
、
絶
望
と
恐
怖
で
心
が
暗
闇
に
お
お
わ
れ
る
よ
う
な
感
覚
に
襲
わ
れ
ま
す
。

先
生
は
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
最
も
愛
す
る
人
に
す
ら
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
の

だ
と
思
う
と
、
彼
の
「
淋
し
い
」
と
い
う
言
葉
が
本
当
の
意
味
で
心
に
深
く
突

き
刺
さ
っ
て
く
る
気
が
し
ま
し
た
。

　
他
人
、
そ
し
て
自
分
と
、
信
じ
ら
れ
る
も
の
を
全
て
失
っ
た
先
生
の
残
り
の

人
生
は
、
何
か
に
熱
中
し
よ
う
と
し
て
も
罪
悪
感
に
縛
ら
れ
て
上
手
く
「
動
け

な
い
」、
ま
さ
に
生
き
地
獄
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
「
動

け
な
い
」
生
き
地
獄
か
ら
脱
出
す
る
方
法
と
し
て
、
先
生
は
自
殺
を
選
ん
だ
の

だ
と
思
い
ま
す
が
、
結
果
と
し
て
Ｋ
と
同
じ
死
に
方
を
し
た
と
こ
ろ
に
、
変
え

る
こ
と
の
で
き
な
い
恐
ろ
し
い
運
命
を
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
初
め
に
も
書
き

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行

他
に
愛
想
を
尽
か
し
た
私
は
、
自
分
に
も
愛
想
を
尽
か
し
て
動
け

な
く
な
っ
た
の
で
す
。
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ま
し
た
が
、
信
じ
ら
れ
る
存
在
が
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
、
そ
し
て
そ
れ
が
な
い

こ
と
の
空
虚
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
私
は
こ
の
本
を
読
ん
で
、
周
り
の
人
を
ど
れ
だ
け
信
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
と

し
て
も
、
最
低
限
自
分
の
こ
と
だ
け
は
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
常
に
自
分
に
誇

れ
る
行
動
、
生
き
方
を
し
て
い
き
た
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。「
自
分
だ
け

は
確
か
に
信
じ
ら
れ
る
」
と
思
え
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
あ
る
と
、
こ
の
本

か
ら
学
び
ま
し
た
。

《
高
校
生
の
部
》

ゆ
め
う
つ
つ

北
鎌
倉
女
子
学
園
高
等
学
校
　

2
年

日
比
野
　
路
子

　
私
は
本
を
読
む
の
が
好
き
だ
。
ジ
ャ
ン
ル
や
書
か
れ
た
年
代
を
問
わ
ず
。
し

か
し
、
ど
う
し
て
も
手
を
出
そ
う
と
し
て
こ
な
か
っ
た
年
代
が
あ
る
。
幕
末
ぐ

ら
い
か
ら
昭
和
初
期
あ
た
り
に
か
け
て
の
も
の
だ
。
何
と
な
く
、
そ
の
あ
た
り

の
文
体
は
硬
く
、
読
ん
で
い
て
肩
が
こ
る
よ
う
な
偏
見
を
持
っ
て
お
り
、
何
と

な
く
、
本
当
に
何
と
な
く
敬
遠
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
私
が
『
夢
十
夜
』
を

読
ん
だ
の
は
自
ら
進
ん
で
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
授
業
の
一
環
と
し
て
、

い
っ
て
し
ま
え
ば
仕
方
な
く
読
ん
だ
の
だ
。

　
結
論
か
ら
言
う
と
、
何
と
も
あ
っ
け
な
く
、
私
は
夏
目
漱
石
の
夢
に
吸
い
込

ま
れ
て
い
っ
た
。
読
ん
で
間
も
な
く
、
自
分
の
偏
見
が
崩
れ
落
ち
る
音
を
私
は

聞
い
た
。
ふ
ん
だ
ん
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
美
し
さ
と
切
な
さ
は
、
ど
の
よ
う
な

硬
い
も
の
が
く
る
の
か
、
と
身
構
え
て
い
た
私
を
突
き
崩
す
に
は
十
分
す
ぎ
る

要
素
で
あ
っ
た
。

　
真
白
な
頬
に
赤
い
唇
、
透
き
通
る
ほ
ど
深
い
黒
眼
。
決
し
て
多
く
な
い
色
で

彩
ら
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ん
て
鮮
や
か
な
の
だ
ろ
う
。
文
章
で
あ
る

の
に
、
ま
る
で
絵
画
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
な
視
覚
的
美
し
さ
だ
。

　
次
に
擬
音
。
ぼ
う
っ
と
、
の
そ
り
、
き
ら
き
ら
、
ふ
っ
く
ら
。
後
半
に
な
る

に
つ
れ
て
、
だ
ん
だ
ん
と
増
え
て
い
っ
て
い
る
。
こ
の
擬
音
が
、
切
な
さ
や
美

し
さ
だ
け
で
な
く
、
小
さ
な
、
小
さ
な
あ
た
た
か
さ
を
与
え
て
い
た
。

　
そ
し
て
最
後
の
「
百
年
は
も
う
来
て
い
た
ん
だ
な
」
と
い
う
一
言
。

　
私
は
十
七
年
と
数
ヶ
月
生
き
て
い
る
。
百
年
の
た
っ
た
五
分
の
一
に
も
満
た

な
い
時
間
生
き
て
い
る
だ
け
で
も
、
こ
の
十
七
年
は
と
て
も
長
く
感
じ
て
い
る

の
に
、
百
年
。
百
年
も
の
間
、
女
に
会
う
た
め
だ
け
に
た
だ
座
り
、
時
を
刻
ん

で
い
た
の
だ
。
だ
ま
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
始
め
な
が
ら
も
、
そ
れ

で
も
女
の
言
葉
通
り
、
再
開
の
た
め
に
た
だ
た
だ
百
年
。
所
詮
漱
石
の
見
た
夢

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
夢
十
夜
』

選
ん
だ
一
行

百
年
は
も
う
来
て
い
た
ん
だ
な



53

だ
が
、
そ
れ
で
も
夢
の
中
で
百
年
待
っ
た
の
だ
。
そ
の
長
い
と
き
は
来
て
い
た
、

会
え
た
の
だ
、
と
知
っ
た
と
き
の
安
堵
と
喜
び
は
如
何
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
そ
の
全
て
が
、
こ
の
一
言
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
百
年
越
し
の
再
会

に
「
百
」「
合
」
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
は
、
き
っ
と
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

何
と
も
言
え
な
い
暖
か
な
衝
撃
に
包
ま
れ
、
思
わ
ず
目
頭
が
熱
く
な
っ
た
。
百

年
越
し
に
し
て
は
あ
ま
り
に
も
空
虚
で
、
切
な
く
、
な
ん
て
穏
や
か
な
一
言
だ

ろ
う
。
な
ん
だ
か
魔
法
を
か
け
ら
れ
て
、
全
て
が
美
し
く
見
せ
ら
れ
て
い
る
よ

う
な
、
正
に
夢
見
心
地
の
気
分
に
な
っ
た
。

　『
夢
十
夜
』
の
一
夜
目
、
こ
の
一
言
は
読
み
終
え
た
今
で
も
私
を
し
め
つ
け

て
離
さ
な
い
。

　
そ
う
し
て
私
は
、
か
け
た
つ
も
り
な
ど
な
い
で
あ
ろ
う
漱
石
の
魔
法
に
勝
手

に
か
か
っ
た
。
幸
い
魔
法
（
も
し
か
し
た
ら
こ
れ
が
現
実
な
の
か
も
し
れ
な

い
）
は
も
う
し
ば
ら
く
と
け
そ
う
に
も
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
も
う
少
し
こ
の

魔
法
に
浸
り
、
漱
石
が
生
き
た
年
代
の
文
学
に
手
を
出
し
て
み
よ
う
か
。
き
っ

と
、
魔
法
が
と
け
る
く
ら
い
に
は
、
そ
れ
が
魔
法
な
の
か
、
現
実
な
の
か
区
別

は
つ
か
な
い
だ
ろ
う
。

《
高
校
生
の
部
》

思
い
焦
が
れ
、
お
ぼ
ろ
げ

立
命
館
高
等
学
校
　

2
年

麦
谷
　
志
織

　「
迷
え
る
子
」
─
ス
ト
レ
イ
シ
ー
プ

　
菊
人
形
を
見
に
行
っ
た
時
、「
迷
子
」
を
美
禰
子
が
訳
し
た
言
葉
。
そ
の
不

思
議
な
響
き
は
三
四
郎
の
心
を
優
し
く
捕
ら
え
る
。
ま
る
で
、
美
禰
子
の
思
わ

せ
ぶ
り
な
態
度
の
よ
う
に
。
こ
れ
ら
の
言
葉
は
作
中
で
幾
度
も
使
わ
れ
て
い
る

が
、
特
に
「『
ヘ
リ
オ
ト
ロ
ー
プ
』
と
女
が
静
か
に
い
っ
た
。
三
四
郎
は
思
わ

ず
顔
を
後
へ
引
い
た
。
ヘ
リ
オ
ト
ロ
ー
プ
の
罎
。
四
丁
目
の
夕
暮
。
迷
羊
。
迷

羊
。」
の
所
が
印
象
深
く
残
っ
て
い
る
。
物
語
の
終
盤
で
こ
の
一
節
は
出
て
く

る
が
、
そ
れ
ま
で
の
美
禰
子
の
翻
弄
に
よ
り
、
三
四
郎
は
こ
の
場
で
「
迷
羊
」

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
三
四
郎
』

選
ん
だ
一
行

「
ヘ
リ
オ
ト
ロ
ー
プ
」
と
女
が
静
か
に
い
っ
た
。
三
四
郎
は
思
わ

ず
顔
を
後
へ
引
い
た
。
ヘ
リ
オ
ト
ロ
ー
プ
の
罎
。
四
丁
目
の
夕
暮
。

迷
羊
。
迷
羊
。
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の
使
用
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
迷
子
を
「
ス
ト
レ
イ
シ
ー
プ
」
と
訳
し
た
こ
と
に
三
四
郎
は
、
何
故
そ
ん
な

言
葉
を
使
う
の
か
と
疑
問
を
抱
き
、
二
人
き
り
の
空
間
で
浮
か
ぶ
そ
の
言
葉
は
、

彼
の
心
に
居
つ
く
。
座
談
し
て
い
た
二
人
が
立
ち
上
が
る
と
き
、
美
禰
子
は
小

声
で
「
迷
え
る
子
」
と
呟
く
。
よ
ろ
け
た
美
禰
子
が
三
四
郎
の
腕
を
助
け
に
し

た
際
も
、
彼
女
は
「
迷
え
る
子
」
と
言
う
。
お
そ
ら
く
意
図
的
に
こ
ぼ
れ
た
言

葉
だ
ろ
う
が
、
美
禰
子
の
そ
の
言
葉
に
、
息
遣
い
に
三
四
郎
は
惹
か
れ
る
。
だ

が
、
美
禰
子
は
別
の
野
々
宮
と
い
う
男
を
想
っ
て
い
る
よ
う
で
、
三
四
郎
は
自

分
に
対
す
る
美
禰
子
の
態
度
や
、
美
禰
子
へ
抱
く
思
い
に
独
り
迷
っ
た
。

　
三
四
郎
は
田
舎
出
身
で
遥
々
上
京
し
て
き
た
が
、
ど
う
も
そ
の
暮
ら
し
に
慣

れ
ず
、
生
活
に
悩
ん
で
い
た
。
都
会
暮
ら
し
の
中
、
上
手
く
実
を
結
べ
な
い
と

い
う
迷
い
。
曖
昧
な
態
度
の
美
禰
子
へ
の
迷
い
。
た
だ
周
り
の
新
鮮
な
世
界
に

目
を
向
け
る
の
に
手
一
杯
の
中
、
彼
の
迷
い
を
美
禰
子
に
「
迷
え
る
子
」
と
し

て
見
透
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
だ
。
思
い
を
寄
せ
て
い
る
相
手
か
ら
迷

え
る
子
と
言
わ
れ
、
そ
の
意
図
も
わ
か
ら
ず
三
四
郎
は
さ
ら
に
迷
い
を
加
速
さ

せ
る
の
だ
。
三
四
郎
の
迷
い
に
更
な
る
ア
ク
セ
ル
を
か
け
る
美
禰
子
と
い
う
不

思
議
で
ど
こ
か
惹
か
れ
る
存
在
。
彼
女
の
存
在
は
、
三
四
郎
の
心
を
最
後
ま
で

支
配
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
だ
が
、
美
禰
子
も
た
だ
三
四
郎
を
も
て
あ
そ
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
美

禰
子
は
三
四
郎
と
共
通
の
知
人
で
あ
る
野
々
宮
と
い
う
男
を
恋
慕
っ
て
い
る
。

し
か
し
三
四
郎
か
ら
は
思
い
を
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
ん
な
彼
を
美
禰
子
は
翻

弄
す
る
。
思
い
を
抱
く
野
々
宮
と
、
思
い
を
寄
せ
て
く
る
三
四
郎
。
恋
の
情
が

漂
う
周
囲
の
異
性
、
そ
れ
ら
は
美
禰
子
の
心
中
を
迷
わ
せ
た
だ
ろ
う
。
美
禰
子

の
粋
な
様
や
自
由
放
任
な
生
き
方
か
ら
一
見
迷
い
そ
う
に
な
い
が
、
彼
女
な
り

の
迷
い
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
野
々
宮
で
も
三
四
郎
で
も
な
い
男
と
結
婚
し
た
美

禰
子
は
、
式
後
に
会
っ
た
三
四
郎
に
ヘ
リ
オ
ト
ロ
ー
プ
の
に
お
い
の
す
る
ハ
ン

カ
チ
を
嗅
が
せ
る
。
そ
の
ヘ
リ
オ
ト
ロ
ー
プ
の
匂
い
は
、
か
つ
て
唐
物
屋
で
三

四
郎
が
適
当
な
が
ら
に
す
す
め
た
香
水
の
も
の
で
あ
る
。
三
四
郎
の
思
い
を
知

っ
て
い
な
が
ら
嗅
が
せ
た
の
は
、
美
禰
子
の
中
で
存
在
し
て
い
た
迷
い
の
表
れ

で
あ
る
。
美
禰
子
に
未
練
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
が
、
三
四
郎
だ
け
が

「
迷
え
る
子
」
で
は
な
い
、
煮
え
切
ら
な
い
二
人
の
関
係
、
距
離
感
の
わ
け
を

示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
美
禰
子
の
態
度
に
振
り
回
さ
れ
る
三
四
郎
の
よ
う
に
、
私
た
ち
も
言
葉
の
真

意
を
知
ろ
う
と
し
て
奔
走
す
る
。
そ
ん
な
私
た
ち
も
ま
た
、
迷
え
る
子
な
の
だ
。
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《
高
校
生
の
部
》

未
来
に
託
す
も
の

福
岡
県
立
小
倉
高
等
学
校
　

2
年

遠
藤
　
百
華

　「
先
生
」
は
強
い
の
か
弱
い
の
か
。
こ
の
物
語
を
読
む
と
き
に
は
い
つ
も
考

え
る
。
答
え
は
ま
だ
出
な
い
。

　
中
学
生
の
頃
は
、「
先
生
」
は
弱
い
と
思
っ
て
い
た
。「
先
生
」
は
Ｋ
の
精
神

を
追
い
詰
め
は
し
た
も
の
の
、
Ｋ
の
自
殺
は
あ
く
ま
で
Ｋ
の
意
志
に
よ
る
も
の

だ
。
恋
愛
は
早
い
者
勝
ち
だ
か
ら
仕
方
が
無
い
事
な
の
に
、
ど
う
し
て
奥
さ
ん

を
残
し
て
自
殺
し
た
の
か
。
本
当
に
奥
さ
ん
を
愛
し
て
い
る
な
ら
、
Ｋ
と
の
こ

と
は
胸
に
秘
め
た
ま
ま
生
き
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
し
か
し
、
高
校
生
に
な
っ
て
ま
た
読
み
返
し
て
み
て
か
ら
は
、
少
し
違
っ
た

考
え
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　
本
当
に
弱
い
人
間
に
、
果
た
し
て
自
殺
な
ど
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
た

か
ら
と
い
う
の
も
あ
る
が
、
最
大
の
理
由
は
、
次
の
一
節
が
目
に
留
ま
っ
た
か

ら
だ
。「
先
生
」
が
「
私
」
に
書
い
た
手
紙
の
冒
頭
で
あ
る
。

　
─
私
は
そ
の
時
心
の
う
ち
で
、
始
め
て
あ
な
た
を
尊
敬
し
た
。
あ
な
た
が
無

遠
慮
に
私
の
腹
の
中
か
ら
、
或
る
生
き
た
も
の
を
捕
ま
え
よ
う
と
い
う
決
心
を

見
せ
た
か
ら
で
す
。
私
の
心
臓
を
立
ち
割
っ
て
、
温
か
く
流
れ
る
血
潮
を
啜
ろ

う
と
し
た
。（
中
略
）
私
は
今
自
分
で
自
分
の
心
臓
を
破
っ
て
、
そ
の
血
を
あ

な
た
の
顔
に
浴
せ
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
私
の
鼓
動
が
停
っ
た
時
、

あ
な
た
の
胸
に
新
ら
し
い
命
が
宿
る
事
が
出
来
る
な
ら
満
足
で
す
。

　
こ
の
部
分
を
読
ん
で
、「
先
生
」
に
は
弱
い
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
弱
い
だ
け

の
人
で
は
な
い
の
だ
と
思
っ
た
。

　「
私
」
は
、
海
水
浴
場
で
出
会
っ
た
「
先
生
」
に
惹
か
れ
、
徐
々
に
親
交
を

深
め
、
父
の
死
に
際
に
「
先
生
」
か
ら
の
遺
書
を
受
け
取
る
。
私
に
は
、「
私
」

が
最
初
は
見
知
ら
ぬ
他
人
で
あ
っ
た
「
先
生
」
に
懐
き
、
執
着
す
る
理
由
が
全

く
分
か
ら
な
か
っ
た
。「
私
」
が
「
先
生
」
の
過
去
を
暴
き
た
が
る
の
も
、
単

な
る
好
奇
心
だ
と
思
っ
て
い
た
。「
先
生
」
も
同
じ
だ
と
思
う
。
そ
こ
で
、
罪

を
告
白
す
る
に
あ
た
っ
て
、
自
分
の
過
去
を
軽
い
気
持
ち
で
は
知
っ
て
も
ら
い

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行

私
は
そ
の
時
心
の
う
ち
で
、
始
め
て
あ
な
た
を
尊
敬
し
た
。
あ
な

た
が
無
遠
慮
に
私
の
腹
の
中
か
ら
、
或
る
生
き
た
も
の
を
捕
ま
え

よ
う
と
い
う
決
心
を
見
せ
た
か
ら
で
す
。
私
の
心
臓
を
立
ち
割
っ

て
、
温
か
く
流
れ
る
血
潮
を
啜
ろ
う
と
し
た
。（
中
略
）
私
は
今

自
分
で
自
分
の
心
臓
を
破
っ
て
、
そ
の
血
を
あ
な
た
の
顔
に
浴
せ

か
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
私
の
鼓
動
が
停
っ
た
時
、
あ
な

た
の
胸
に
新
ら
し
い
命
が
宿
る
事
が
出
来
る
な
ら
満
足
で
す
。
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た
く
な
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
こ
の
文
を
認
め
た
の
だ
と
感
じ
た
。

　
も
し
自
分
が
人
か
ら
こ
の
よ
う
な
手
紙
を
受
け
取
っ
た
ら
、
ど
う
感
じ
る
だ

ろ
う
か
。
私
の
身
近
に
自
殺
し
た
人
は
い
な
い
し
、
こ
の
よ
う
な
手
紙
を
受
け

取
っ
た
こ
と
も
な
い
が
、
非
常
に
重
い
気
分
に
な
り
、
人
の
過
去
を
暴
こ
う
と

し
た
こ
と
を
後
悔
す
る
に
違
い
な
い
。
ま
し
て
「
私
」
は
、
父
が
亡
く
な
る
間

際
に
遺
書
を
受
け
取
っ
て
い
る
。「
私
」
が
そ
の
手
紙
を
読
み
終
え
る
頃
に
は
、

「
先
生
」
は
も
う
い
な
い
。

　「
先
生
」
は
、
ま
だ
若
い
「
私
」
に
対
し
て
、
人
生
や
恋
の
苦
し
み
と
い
っ

た
重
た
い
も
の
、
温
か
く
流
れ
る
血
潮
を
浴
び
せ
か
け
る
こ
と
で
、
同
じ
過
ち

を
し
て
ほ
し
く
な
い
と
い
う
思
い
を
込
め
、「
私
」
に
未
来
を
託
し
た
の
で
は

な
い
か
。
そ
う
考
え
れ
ば
、「
先
生
」
は
と
て
も
強
い
人
で
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
る
。

《
高
校
生
の
部
》

『
こ
こ
ろ
』
を
読
ん
で

福
岡
県
立
小
倉
高
等
学
校
　

2
年

米
原
　
美
奈

　「
私
は
今
自
分
で
自
分
の
心
臓
を
破
っ
て
、
そ
の
血
を
あ
な
た
の
顔
に
浴
せ

か
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
私
の
鼓
動
が
停
っ
た
時
、
あ
な
た
の
胸
に
新

ら
し
い
命
が
宿
る
事
が
出
来
る
な
ら
満
足
で
す
。」

　
こ
の
文
章
は
ど
う
い
う
意
味
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

「
先
生
」
の
過
去
に
興
味
を
持
ち
、
自
分
の
前
に
展
開
し
て
く
れ
、
と
頼
ん
だ

「
私
」
へ
の
「
先
生
」
か
ら
の
返
事
で
あ
ろ
う
と
ま
ず
解
釈
し
た
が
、
話
が
進

み
、
展
開
を
理
解
し
て
い
く
に
つ
れ
て
、「
先
生
」
は
「
私
」
の
生
き
方
を
尊

敬
し
、
ま
た
、「
私
」
を
信
頼
し
、
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
た
上
で
こ
の
文
章

佳
　
　
　
作

作
品
名 

『
こ
こ
ろ
』

選
ん
だ
一
行

私
は
今
自
分
で
自
分
の
心
臓
を
破
っ
て
、
そ
の
血
を
あ
な
た
の
顔

に
浴
せ
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
私
の
鼓
動
が
停
っ
た
時
、

あ
な
た
の
胸
に
新
ら
し
い
命
が
宿
る
事
が
出
来
る
な
ら
満
足
で
す
。
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を
執
り
、
遺
書
の
一
文
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　
こ
の
物
語
の
中
で
自
分
な
り
に
読
み
取
っ
た
「
先
生
」
の
人
柄
や
考
え
方
は
、

落
ち
着
き
払
っ
て
い
る
、
必
要
以
上
に
自
分
を
語
ら
な
い
性
分
で
あ
る
、
自
分

自
身
に
対
し
て
冷
た
い
、
責
任
か
ら
逃
げ
る
こ
と
を
良
し
と
し
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
こ
の
文
章
を
読
ん
で
み
る
と
ど
う
だ

ろ
う
か
。
必
要
以
上
に
自
分
を
語
ら
ず
、
自
分
に
対
し
て
冷
た
く
、
責
任
か
ら

逃
げ
る
こ
と
を
良
し
と
し
な
い
「
先
生
」
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。
過
去

を
語
り
、
自
分
の
罪
を
「
私
」
に
白
状
す
る
こ
と
で
、
自
分
を
必
要
以
上
に
語

り
、
他
人
に
甘
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
先
生
」
の
心
の
中
で
「
私
」
の
存

在
は
そ
れ
だ
け
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
文
章

な
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
ま
た
、
堅
い
考
え
を
固
持
す
る
「
先
生
」
に
、
心
に

暗
い
影
を
落
と
す
過
去
を
語
ら
せ
た
「
私
」
も
、
若
い
な
が
ら
に
し
て
、
熱
意

に
あ
ふ
れ
る
人
物
だ
な
と
感
じ
た
。

　
ま
た
、
暗
く
冷
た
い
過
去
を
語
る
前
置
き
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
「
新
し
い

命
が
宿
る
」
と
い
う
前
向
き
な
表
現
を
用
い
る
こ
と
で
、
話
を
読
み
進
め
て
い

く
読
者
の
明
る
い
期
待
を
裏
切
る
効
果
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
ふ

つ
う
、「
新
し
い
命
が
宿
る
」
な
ど
と
い
う
文
面
を
見
る
と
、
誰
も
が
明
る
い

未
来
を
想
像
し
、
思
い
描
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
後
ろ
に
「
先
生
」
の
性
格

が
今
の
よ
う
に
冷
た
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
暗
い
過
去
を
持
っ
て
く
る
こ

と
で
、
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
読
者
の
期
待
を
見
事
に
裏
切
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。

　
こ
の
本
を
読
ん
で
、
人
の
死
と
生
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
私
」
の
父
の
死
や
Ｋ
の
死
、
ま
た
反
対
に
人
間
の
血
の
勢
な
ど
と
い
う
言
葉

も
出
て
く
る
。
こ
の
矛
盾
が
こ
の
作
品
の
味
わ
い
深
さ
を
演
出
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
。
あ
ま
り
触
れ
る
こ
と
の
な
い
生
と
死
に
こ
の
本
一
冊
で

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
一
冊
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
こ
れ
が
夏
目

漱
石
が
日
本
を
代
表
す
る
人
気
作
家
た
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。





小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

60

タイトル

わたしが二ひき
新宿区立落合第四小学校　２年　ケネディ　ジョハナ

説 明

ねこが水をのんでいる。

審査講評

水を飲んで生じた波紋を描く観察力が素晴らしい。また、水の色をグリーンにしているところに個性を
感じる。

最優秀賞



小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

61

にらみあい
新宿区立落合第三小学校　３年　里見　佳那子

うちのねこがぜんいんそろってかいだんにいたので、しゃしんをとって絵にかいてみました！

タイトル

説 明

審査講評

にらみあう猫の表情がよい。威嚇している姿を見事に表現している。

優秀賞



小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

62

タイトル

説 明

審査講評

にらめっこ
ノートルダム学院小学校　２年　有賀　匠音

公園で寝ているぼくのお腹にねこが歩いてきた !

猫になりきり、 猫から見た人間の表情を力強く表現している。

朝日新聞社賞



小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

63

タイトル

説 明

審査講評

りゅうぐう城へ 
鎌倉市立第一小学校　３年　近藤　優太

かめの背中にのってりゅうぐう城へ行ってみたい。

色使いがうまい。亀の背中に猫が乗っている様子がよく描けている。

紀伊國屋書店賞



小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

64

タイトル

説 明

審査講評

くろねこのさんぽ
新宿区立東戸山小学校　１年　チョ　ディ　パ　リン

くろねこがさんぽしているところ。

猫をダイナミックに描いている。文人画のような趣さえある。

新潮社賞



小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

65

タイトル

説 明

審査講評

はみがきをしているねこ
湘南学園小学校　３年　山田　珠夢 

朝食がおわり、はみがきをしようとしているねこたち。人間みたいに、はをたいせつにしようと思っている。

鏡に映った世界を細部まで描いていて、鏡の中に空間が広がっている。

早稲田大学賞



66

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作　
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

ネ
コ
の
空
飛
ぶ
夢

新
宿
区
立
津
久
戸
小
学
校　
３
年　
須
永　
直
翔

猫が空を飛ぶ夢を見ました。鳥と恐竜と雲を食べながら、楽しく空のお散歩をして
います。

［ 説 明 ］

ネ
コ
の
夢

新
宿
区
立
津
久
戸
小
学
校　
３
年　
露
木　
旺
助

ネコが大きなマグロを食べたいなーと思ってユメにでてきたところ。

［ 説 明 ］



67

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

対
決

新
宿
区
立
四
谷
小
学
校　
３
年　
松
岡　
陽
茉
莉

ねこがほかのねことにらみあってるところ。

［ 説 明 ］

ね
ず
み
を
見
つ
け
た
ね
こ　

新
宿
区
立
落
合
第
一
小
学
校　
２
年　
陳　
昴
宇

ねこが車の下にいる。

［ 説 明 ］



68

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作　
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

ハ
イ
、
ど
う
ぞ
！

千
代
田
区
立
九
段
小
学
校　
３
年　
饗
場　
ま
り
な　

いつも公園に遊びに来る
女の子が今日はボク（猫）
に素敵なプレゼンとをくれ
た。美味しいな、ありが
とう!

［ 説 明 ］

ね
こ
ど
う
し
の
ケ
ン
カ

新
宿
区
立
西
戸
山
小
学
校　
１
年　
宮
本　
千
嘉

ねこのわたしがおさんぽしていると、２ひきのねこにあいました。なかよくしたかった
けど、なぜかケンカになり、わたしはネコパンチをしました。

［ 説 明 ］



69

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

今
夜
の
夕
食　

日
本
女
子
大
学
附
属
豊
明
小
学
校　
２
年　
増
田　
紫
乃

今日はなにをたべようか、しんけんにえらんでいる。

［ 説 明 ］

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
び
た
い
ニ
ャ

筑
波
大
学
附
属
小
学
校　
１
年　
太
田　
紗
倉

たのしそうに遊ぶ子供たちやネコたちを、塀の上から見てワクワクしているネコの
気持ちを絵にしました。

［ 説 明 ］



70

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作　
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

外
で
遊
び
た
い
ニ
ャ
〜

小
田
原
市
立
下
中
小
学
校　
２
年　
岩
田　
櫂

ぼくがねこになったら海であそびたいからです。

［ 説 明 ］

ま
た
、
あ
の
子
が
き
た

沼
田
市
立
池
田
小
学
校　
３
年　
大
河
原　
花
音

車の下にいるねこを弟が見ている。

［ 説 明 ］



71

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作

タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

さ
く
ら
の
木
か
ら
見
る
と
…

安
芸
太
田
町
立
津
浪
小
学
校　
３
年　
山
本　
青

ぼくがねこになって木の上からみんなが遊んでいる所を見ています。

［ 説 明 ］

わ
が
は
い
は
ね
こ
で
あ
る

松
山
市
立
堀
江
小
学
校　
２
年　
芳
野　
美
咲

ねこが夏の夜にホタルや
夜空を見てしずかにすごし
ているところ。

［ 説 明 ］



72

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作　
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

猫
の
目
か
ら
見
た
世
界

松
山
市
立
堀
江
小
学
校　
３
年　
髙
橋　
幹
人

ねこになったつもりでのぞいた世界。人間の足も大きく見えます。

［ 説 明 ］

気
に
な
る
存
在

松
山
市
立
道
後
小
学
校　
３
年　
門
屋　
煌
人

うちのネコはいつも水そうの中にいる熱帯魚を見ています。ネコの目には熱帯魚しか
うつっていません。そのネコの様子をかきました。

［ 説 明 ］

　



73

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

ね
こ
を
さ
わ
る

松
山
市
立
北
久
米
小
学
校　
１
年　
須
之
内　
穂
香　

ねこになってみた。お母さんが頭をなでようとして手が大きくて怖かった。ねこは
手が大きく見えて怖いのだと思った。

［ 説 明 ］

か
い
ね
こ
か
ら
見
た
け
し
き

合
志
市
立
西
合
志
東
小
学
校　
３
年　
山
本　
旦　

かいねこから見たのらねこ
たち。

［ 説 明 ］



74

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

タイトル

説 明

審査講評

ドドから見たきんじょのぼすねこ
合志市立西合志東小学校　５年　山本　樹 

うちのきんじょにのらねこがいっぱいいて、そのなかでもいちばんつよそうなねこは、うちのかいねこの
「ドド」からはこんなにつよそうに見えるというさくひんです。

喧嘩の傷や鋭い目つきなど、凶暴な猫の姿をよく描けている。猫の力を感じ、絵に迫力がある。

最優秀賞



75

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

タイトル

説 明

審査講評

月の光に導かれて
日本女子大学附属豊明小学校　６年　鈴木　紀夏

猫が夜の町を眺めている様子。

ロマンチックな夜の景色をうまく表現している。

優秀賞



76

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

タイトル

説 明

審査講評

ねこふんじゃった
新宿区立四谷第六小学校　５年　馬場　惇正

ねこふんじゃったの原稿を本当に猫がふんじゃった。

こぼれたインク、それを猫が踏んだ様子がよく描けている。

朝日新聞社賞



77

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

タイトル

説 明

審査講評

ぼくも入れてよ！
玉名市立玉名町小学校　５年　両角　藍

ダンボール箱の中で猫が五匹ダンゴになって眠っています。そこに、もう一匹猫が入ろうとしているところ。

猫が狭い箱の中でひしめき合っている様子がよく描けている。

紀伊國屋書店賞



78

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

タイトル

説 明

審査講評

人ごみの車
新宿区立淀橋第四小学校　６年　奈辺　絢萌

人ごみの中に出る猫の車。だれにも気付かれず、どうどうと走っている。

脚だけで人間を描き、その中を猫の車が走る構図がおもしろい。

新潮社賞



79

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

タイトル

説 明

審査講評

広いのはらと大きな空
鎌倉市立御成小学校　６年　下元　ひなた

私は猫になったら広いのはらの上でまっすぐ空を見上げてみたいと思いこの絵をかきました。

まっすぐ空を見上げる猫の目に引きつけられる。

早稲田大学賞



80

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作　

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

佳作
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

旅
猫　

新
宿
区
立
早
稲
田
小
学
校　
５
年　
古
本　
光
一
郎

猫が旅をして富士山を見に来たところです。猫が見えている色を使って、立体的に
見えるようにかきました。

［ 説 明 ］

ど
ろ
ぼ
う
猫

新
宿
区
立
富
久
小
学
校　
６
年　
飯
塚　
奈
津
子

猫が魚をぬすみ魚屋のおじさんにみつかり、「しまった」と思い、急いで逃げている
様子。

［ 説 明 ］



81

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

佳作
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

カ
ー
ペ
ッ
ト
は
遊
ぶ
場
所

新
宿
区
立
富
久
小
学
校　
６
年　
宮
下　
悠
日

猫達がカーペットの上で楽しそうに遊んでいる所をかきました。

［ 説 明 ］

炸
裂
！
ね
こ
パ
ン
チ

新
宿
区
立
四
谷
小
学
校　
６
年　
相
馬　
伸
明

ねことあそんでいるとたま
にねこパンチされるけどあ
まりこわいとは思わない。
でもねこどうしの本気のけ
んかだと、はくりょくがあっ
てきっとこわいだろうな。

［ 説 明 ］



82

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作　

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

佳作
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

の
ら
ね
こ
の
散
歩

新
宿
区
立
淀
橋
第
四
小
学
校　
６
年　
金
原　
若
菜

みじかにいるのらねこの散歩をかこうとおもい、かきました。

［ 説 明 ］

似
て
い
る
ね　
猫
と
人
間
の　
生
き
方
は

新
宿
区
立
淀
橋
第
四
小
学
校　
６
年　
姜　
桃
和

猫の生き方（日常）も人間
の生き方も、よく考えると
すごく似ている事をかきま
した。

［ 説 明 ］



83

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

佳作

猫
の
生
活

タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

新
宿
区
立
西
新
宿
小
学
校　
５
年　
御
所
野　
華
恋

ねこの生活は､ こんなかんじかなと思ってかきました。

［ 説 明 ］

パ
ラ
セ
ー
リ
ン
グ
で
カ
メ
発
見
!! 

新
宿
区
立
西
戸
山
小
学
校　
４
年　
井
上　
愛

パラセーリングで 30m 位を飛んでいたら、ラッキーなことに海ガメ発見 !! サンゴと
にていてわからなくなっちゃった。でも海ってきれいだな。

［ 説 明 ］



84

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作　

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

佳作

タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

ネ
オ
ン
サ
イ
ン
が
す
き
な
わ
た
し
！

新
宿
区
立
西
戸
山
小
学
校　
４
年　
金　
恩
妃

ネコがふとい木のえだにと
まって建物を見ていて、光
が強いから自分の顔にも
建物がうつっている様子を
表わした絵。

［ 説 明 ］

金
魚
は
い
い
な
ぁ
〜
す
ず
し
く
て

新
宿
区
立
西
戸
山
小
学
校　
５
年　
進
藤　
嵩
主

暑い日が続く夏の新宿。すずしそうに泳いでいる金魚たち。その様子を、うらやまし
そうに見ている猫の気持ちを表現してみました。

［ 説 明 ］



85

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

佳作

タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

ね
こ
か
ら
見
た
ら
…

文
京
区
立
駕
籠
町
小
学
校　
５
年　
行
德　
ひ
な
た

あるねこが、人間の学校のいじめを見ました。それを見たねこは思ったのです。人間は、
なんでこんな事をするのだろう…。

［ 説 明 ］

大
漁

鎌
倉
市
立
第
一
小
学
校　
５
年　
近
藤　
海
志

大きな海で大きな魚をつってみたいと思いました。

［ 説 明 ］



86

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作　

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

佳作
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

さ
け
、
み
っ
け
!! 

鎌
倉
市
立
稲
村
ケ
崎
小
学
校　
６
年　
奥
田　
新
菜

野せいのねこになった気持ちで、今日の朝ごはんを見つけた所をえがきました。

［ 説 明 ］

ね
こ
の
目
に
う
つ
る
金
魚

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
学
院
小
学
校　
４
年　
服
部　
来
香

ねこは金魚がいる金魚ばちに目をむけて、金魚をねらっている。

［ 説 明 ］



87

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

佳作

ね
こ
ハ
ン
タ
ー

タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

松
山
市
立
堀
江
小
学
校　
４
年　
河
田　
茉
宏

ねこがカブトムシをねらっ
ている絵です。

［ 説 明 ］

魚
を
取
る
ネ
コ

松
山
市
立
堀
江
小
学
校　
５
年　
久
保　
悠
生

ぼくがネコになったらまず森に行くなぁと思ったから。

［ 説 明 ］



88

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作　

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

佳作
タ
イ
ト
ル

タ
イ
ト
ル

考
え
る
ね
こ

松
山
市
立
堀
江
小
学
校　
５
年　
松
岡　
陽
紀

この作品はねこが小説を
書いていて、そのねこが
どんなことを書こうか考え
ているような絵をかきま
した。

［ 説 明 ］

鏡
の
国

松
山
市
立
余
土
小
学
校　
４
年　
團
上　
穂
美

猫になった私は鏡の国の
お姫様でした。

［ 説 明 ］



89

小
学
生
低
学
年（
１･

２･

３
年
生
）の
部

佳作

小
学
生
高
学
年（
４･

５･

６
年
生
）の
部

佳作
タ
イ
ト
ル

い
が
い
な
と
こ
ろ
か
ら
の
ぞ
い
た
世
界

合
志
市
立
西
合
志
東
小
学
校　
６
年　
岡
口　
奈
穂

あきちのフェンスのやぶれたところからのぞいた世界。ざっそうは、本物をまねして
かきました。

［ 説 明 ］
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〈主催〉　新宿区・新宿区教育委員会

〈後援〉　東京都教育委員会、千代田区、文京区、熊本県、熊本市、阿蘇市、玉名市、松山

市、伊豆市、鎌倉市、早稲田大学、東北大学、朝日新聞社、朝日小学生新聞、朝

日中高生新聞、㈱岩波書店、㈱新潮社、㈱紀伊國屋書店、新宿区町会連合会、夏

目漱石・記念年実行委員会、一般社団法人新宿区印刷・製本関連団体協議会、公

益財団法人新宿未来創造財団

〈対象〉　読書感想文コンクール　全国の中学生・高校生

　　　　絵画コンクール　　　　全国の小学生

〈賞〉　　最優秀賞、優秀賞、朝日新聞社賞、紀伊國屋書店賞、新潮社賞、早稲田大学賞、

佳作

・本書に掲載した内容の無断転用を禁じます。

・選んだ一行は、原則、応募者本人が応募票に記載したとおり表示しています。したがっ

て原文とは表記が異なる場合があります。

・文中には、今日の観点からみると不当・不適切と考えられる表現がありますが、原文の

歴史性・文学性を考慮して、そのままとしました。

・作品集作成にあたり、作品によっては句読点や判読不明文字など付け加えました。（校

正協力：久保庭健吉、飯田和明、小尾真）

・絵画は実際の作品と色合いが多少異なる場合があります。

・絵画作品のタイトル・説明文は、原則、応募者本人が応募票に記載したとおり表記して

います。

　この印刷物は、業者委託により 1,000 部印刷製本しています。その経費として 1部あた

り 1,299 円（税込）がかかっています。ただし、編集時の人件費や、配送費などは含んで

いません。

　　　
平成27年度新宿区夏目漱石コンクール作品集

発 行 年 月：平成 27 年 12 月

編集・発行：新宿区地域文化部文化観光課

　　　　　〒 160─8484　東京都新宿区歌舞伎町 1─4─1

　　　　　TEL 03（5273）4126　FAX 03（3209）1500

印刷物作成番号

2015─49─2610




